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効率のよい
輕勉小型なので
据付面積も小さく
据付が容易でず

富士電機製造株式會謎

PARROT

皇士印石油製品
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チツピング， スクレーピングを迅速化するには，わ

が社の“ポーターケーブル・ロータリーチッバー”

を御使用下さい。

これはアメソカ海軍のために設計され，廣〈船舶界

に宣伝するため最近発売された最も赫新なチ､ソピン

グ。ツールです-。

尚，詳細について知りたし､方，実鹸を御希望の方は下記へ御電讃主たは御一報下さい．

’
千代出区内_制｢2-2富国|ダル504号室
TEL(23)5268－9バルコム貿易株式会社機械部

-箸惑勿…胃秘録Z皇券鎧
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袋砿郷工業株式會牡

和風、洋風、各種 JIZ締役社艮小 島 正 輝

肚東京都豊島区池袋1～775飛話池袋（97）1282－5
出扱所大阪市西区靭下通1～10寓屋ピル髄話土佐堀(44)4182

ﾙｶｰｵ仇琴

／鰔溌需ｨｰゼ〃 ': :'”‐'c，”‘
磯城

型式 Light Heavy
油

〆汕孤澗滑汕 FuEl0i1 FueIoiI

N｡.,‘_Vl 2000~25001”00~3000”00~蝿001踊00~2000
米国シヤーブレス・コーポレーション日木総代理店

センキリフューガス・リミテッド日本総代理店

画T業株式会趾
本 牡東京都中央区銀座1のG(皆川ピル内）

趣話京崎(36)3681(代麦),9632～5
神戸出弧所神戸市生田区京町79〔日本ピル内〕冠話弾合〔”0283
エ 場東京都品川区北品川4の535冠誌大崎〔4の4679．1372
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ALEXANDRA(油榴船〕

船 主 リベリアン・ トランスオーシヤン・ナビゲーシヨン社

造船所 日立造船・因島エ場

長 （垂） ］97.00m 主

幅 （型) 26.40m

深 （型） 14.00m 出

吃 水（計画滿戦） 10.50m 船

総噸数 20,926.2'噸 起

峨貨最誼 33,368.64英l､ン 進

擁 力（試運転最高） 17.074節 竣

機 全面動式三段滅速裟置付

蒸汽ターピン

15,000S.H・P･

LR

30－2－18

30－10－18

31－．2－24

力
級
工
水
工

「 匿

°ビニレ・ツケス

･LZプライマー

｡CRマリーンペイント

・シアナミドヘルゴン

・槌印船舶用調合ペイント

・槌印無水銀鉄船々底塗料

・夕イカ リ ツ 卜

・ノンスリ ツブ

(塩化ビニー凡樹騒賦料）
令

(鉄肋用下瞳渡科〕

つの (4葱島-簡誓§）
<癌膨のさび止渡料）

(鮒舗附特殊鴻軒＞

<鉄総々底縦科》

船舶塗料

(防 火 砿料）

(滑止 溌 科）

本ペイント日
大阪市大淀区nW江北4

束京姉品川区南品川4
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OINOUSSIOS (貨物船）

船主 LaPlataCompaniadeVaPoreSS.A

造船所 日本掴祷・観見造船所

全 長 499'-6〃

長 （垂〕 46ノー0〃

1隈 （型） 63ﾉｰOv

深 （型） 40'-0'′

吃 永(open) 27'－0〃

総噸数 7，]91噸

敵貨重且 1】,900.9睡
逵 力 ］6.5節

B&W674VTF160"

ヂーゼル機関×1

5,530B.H･P・

LR

30-9-15

30－1－12

31－3－5

機王
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目

NO.

NO,

NO.

石炭クリンカー生成防I上剤
禰炭燃焼促進及クリンカー防止剤

石炭燃焼促進剤

101.
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日本添加剤工業株式会示土
東淑都板柵区志村前野lll1

大阪市西1塁江戸堀北通1~J l 110群地
芝浦， 横浜，神戸， 広醗，

地話披怖(96) 1738f

盟話土佐堀（44）5551～3番
置
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支
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笠 丸（碇物船）
一

一

一

船 主 日本郵船株式会冠

造船所 株式会社名村造船所

全 長

幅 （型）

深 〔型）

吃 水（浦救）

総噸数

倣貨重賦

速 力（試運転〕

12585m

ユ6.80m

10.40m

7.237m

4,132.40噸

7,942瞳

ユ5.6節

機 横侭MAN2サイクル単闘

ヂーゼル磯関x]

3,300B.HP_

NK

30－7－11

30－12－15

31－3－]5

王

出
船
起
進
竣

力
級
工
水
工

オルガノ式
ーー口ーー口

■｜ ｜ー二二、 .

■ =＝＝＝=＝＝＝望p▼

米国ローム。アンド・ハース社製の世界で肢も'性能のよしイオン交換樹脂
アンバーライトを使用したオルガノ式舶用純水装置は清罐剤カルゴンと共
に内外船多伽の御採用を戴いておl)ます。なた米国ブル。アンド・ロバー

ツ社と提携，全l朏界共通のチェーンサービスによるコンサルティング注'だ
施しておbます。

し〆 ●、

●『g凱脚●

血ｵﾙガﾉ商会 （溝蝿§
脈式

日谷耐
本社東ji靴文京区菊収lllJ8 TEL(92) 1186 (代表) 2186(代表）
支社久阪117北l><椛田111I･47新阪神ビル502号券TEL(36)1171(代表）

｜
P
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船主扶桑海運株式会社

造船所 佐野安船渠株式会社

全 長

長 （垂）

幅 （型）

深 （型）

吃 水（滿峨）

総噸数

載貨重量

力（最大）13.39節（航海)11.00節

機 illl貿玉助ヂーゼル×1

#] 10cOB.H.P.

級 NK

工 30－9－19

水 30－11－30

工 31－ユー27

速
主
出
船
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進
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BIILERCUMPIUND防衛 庁

石川島亜工業株式会粒

船 全

蓋船所

’長 （垂） 89.,5m
1脚 （型) 8.7m

深 （型) 5･5m

吃 水 3.15m

基準排水量 1.060噸

錘 力 28節
主 機 石川皇舶用タービン

出 力 18,000BH・P.

主汽確石川島一ホスターウイラ－型
3吋単装高角砲 2門
40粍連装磯銃 2門

爆雷投射機 8門
〃没ド軌条 2条

ヘッヂホグ 1基

起 工 29－12－10

進 水 30－10－]5
竣 工 31-3-20

三ツ回印

清罐割
罐71〔訊驍器
燃料節約。掲罐保護
〉弓罐全能刀發揮

謹内ﾄ化騨品赫式會社
電話大森(06)2464.2465.2466番

東京都品川鹿大井寺下町一四二一番

I
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鰯

IONIANISLANDER (貨物船）

船室TrafalgarShippingCo,Ltd．M⑥知rO－

Via,Liberia船造所日本鋼管・清水造船所

長（垂〕485ﾉｰ0〃幅<型）67'-0〃深〔型〕4(〕ﾉｰ6〃吃水

(close)30|'－0〃総噸数(close)約10j800噸賊貨砿賦

(close)約14,800地速力（公試)18.7節主機蒸気ター

ビン×1出力9,0COS.H・P船級AB起工30－10-31

進水31－2－25竣工31－5－下旬予定

DEVON(油槽船〕

船菫VilIanUevaCarnpaniaNavieraS.A

niberia． 造船所三蕊造船・広島造船所

長（垂）143.30m幅（型)20.30m.深（型) 12.50nl

吃水9.14m総噸飲(クローズの鯛合)10,200噸峨貨祗斌

（ ，,>15,000超速力]7節主機蒸気タービン出力
7,150S.H.P船級AB起工30-7 23進水31-2-28

竣工31－6－下旬予定

＝

←豊 国 丸（貨物船）

TOYOKUNI

船主日鉄汽船株式会社

造船所淵賀船渠株式会社

長〔垂) 128.00m 1M(型)18.20m深（型）

u､4_1m吃水約8.50m総噸数7,550噸峨

貨虚逓11,000}‘速力13.5節主機浦賀ズ

ルザー7SD72型ヂーゼル機關x1 H1 5,000

B.H.P・船級NK起工30-10-7進水

31－2－25竣工31－5．－中旬予定

7 三
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（油補船） ソ ｒ
日
Ｂ

Ｉ
Ｉ皇>） 鰹､IMariblancaNavegacicnS.A.

P釦mnma，

三菱造船・長崎造船所

船
一
三

造船所

〔 I
ｊ
ｊ
１

垂
型
型
水
数
簸
力
機
力
級
工
水
工

く
ｆ
く

丘

噸
琿１

長
柵
深
吃
総
峨
速
主
出
船
起
進
竣

631J-00"

88'-00〃

45'-00〃

34'-00〃

21,000噸

32,500瞳

］7節

蒸汽タービン

15;000S.H"P

LR

30－5－24

31－3－1

31－5－末予定

宮I

窪

』8昇華;公．､印

溺
》
》

４

新製
ロ
国

鰯
ディゼソ 関用

ｐ
ロ
■
且
｝
一
口
■
口

凸
■
目
凹

謁

熱宅
＝|, ‘庵

雷11『三 マ

聖

補償導線不要・耐振型

理化電機工業KK
東京・大田・田園調布 TEL(72)2083, 6297
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各種船舶の建造並修理

舶用汽機汽罐の製造並に修理

株式会耐名村造
取締役祉良名村 源

本祗・工場大阪市住吉区北加賀屋町四丁目五番地

（電話住吉（67)2744．－9）

東京事務"『東京郡中央区京橘一丁目二ノー上(伽船ピル）（髄話東凉(28)4877）

ifIII戸事務所mIII同市生田区海津迩五（商船ビル) (電話三ノ満(3)4810)

大阪出張所大阪市北区宗是町一（大ビル） （電話土佐堀(44)1286）
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經費の輕減
一

一 一
一

ディーゼルエンジンの

摩耗を防ぐ

SHELLALEXIAOIL A
高粘度のバンカー重油を焚いている90隻以上の

ディーゼル船〔シェル'タンカー会祗の所属船隊を

除く）による経験では,SHELLALEXIAOILA

をシリンダ＄の潤滑油に使用すると， ライナーの摩

耗をディーゼル油を焚いた場合と同程度に減少出

来ることか明かにされました。

潤滑油界の先駆者
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鑪鐸 8使用目的8
用・舶

圧用。噴燃
滑用･移遙

陸
油
潤

用
用
用

製作 代理店

Iい蕊小坂研究所三菱商事株式会社
本I占機械黒部

大阪支社機械部

東京都-r代凹区丸の内軍の| ､
髄話（20）2481．2381
大阪市北区椛H1二
髄話（45）1752．4053

東京都葛飾区水元小合IIII七○八

砥話稽飾（69） 4837．4364
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安全井

労か]省盲忍壼

高員昂這う圧

三E形狩：
(ワ○○6号）

自イカ0寶割式減温器
陸舶用

枕式
會耐 前中

締
堀 惟斯
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獅土工場 東京都大田区蒲田東六郷二ノー

毫話蒲田（73） 2880 ． 4163
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御法川オートマチック， オイルパーニングウオータ

ーヒーターは船用補助罐並に,l､型温水罐として誠に

好適であ6ます。既に米軍上陸舟艇用として10数隻

の御採用を賜j好評を博し，叉今度防衛庁，甲及乙

巡覗挺用として多数の御指名を受けて居ウます。

本式は總てが， 自動装置に働く竪型二回流焔管式オ
イルバーナー焚の温水縦で人手を省き据付場所を炭

く探らず取扱も簡単であウます。

御法川オートマチック， オイルパーニングウオータ

ーヒーターは船用補助罐並に,l､型温水罐として誠に

好適であ6ます。既に米軍上陸舟艇用として10数隻

の御採用を賜j好評を博し，叉今度防衛庁，甲及乙

巡覗挺用として多数の御指名を受けて居ウます。

本式は總てが， 自動装置に働く竪型二回流焔管式オ
イルバーナー焚の温水縦で人手を省き据付場所を炭

く探らず取扱も簡単であウます。

INURIKHWINURIKHW

PRESsURE丁ETDILBURNERPRESsURE丁ETmILBURNER
御法川圧力噸霧式亜油燃焼媛置は弊牡が燃焼賎メー

カーとして海外一流品の催を採り短を総て多年に渉

り研究の結果独特に藷案された優秀なプレッシャー

ジェット． オイルパーナーであl)まして舶用及陸用

として各種汽縦に使用せられ好評を博して居ります。

御法川圧力噸霧式亜油燃焼媛置は弊牡が燃焼賎メー

カーとして海外一流品の催を採り短を総て多年に渉

り研究の結果独特に藷案された優秀なプレッシャー

ジェット． オイルパーナーであI)まして舶用及陸用

として各種汽縦に使用せられ好評を博して居ります。

－ ‐‐ 一一＝十－ ‐‐ 一一＝十

株式i缶ﾘ法川亨腸會融
‘ 東京都文京区初吾町四番地

電話(92)-0241, 2206, 5121

総代理店 淺野物産株式会社

株式i缶ﾘ法川亨腸會融
‘ 東京都文京区初吾町四番地

電話（92）－0241， 2206， 5121

総代理店 淺野物産株式会社
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日本ヴィクトリッケ株式会社

VICTAULIC

LEAKTIGHT

PIPE

FLEXIBLE

JOINTS

販賓総代理

淺野物産株式会社
東京都中央区日本橋小舟町

二丁目 （小倉ピル）
矼肥茅鬮町睡)代表0181~9

．代表7531～5

I大阪妻店
I｣II司支店
札幌支店
支 店
出亜所

大阪市東区瓦町二丁圓瓦町三和ピル
門司市洩摘通一郵船ピル
札幌市南一條西二丁目一八番地
横滴･名古屋･稗戸
庇烏･高松･稲岡･八轍
長崎･熊本･仙台･釧路
｜
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明石製作所
東京祁千代田区丸ノ内三菱仲八号館
電話千代田（27）7871～3
束京都品川区東品川五丁目一
電話大崎(49)8146(代表)8147.8148.8149
大阪市北区細笠町五○堂ピル六一一号
電話(36)3815(直通)｡1141(堂ピル代表）

式会而土

’
事務所

エ 場

大阪出張所
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厚み孔2粍以下G粍畿で如何ような寸法にでも御求めに応じます。
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TideWaterTankersLtd

三菱進総・長崎造船所

45,000"

船 主

造船所

城貨重赴

油糟船4GVEEDOL号”一般配涯図

｢一一一一

ー

学揖
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油槽船VEEDOL號について 三菱造船株式會斌

長崎造船所

主磯負荷 罫 2/4 Normal Ma室

速力(m) 11､047 15.335 16.976 17.51r

r.p.m. 69.9 93.2 111.3 114.6

S.H･P. 4,165 11,699 16,755 18,425

なおNormal出力，縦行試験における燃料消斐率は

2519r/SHP/hrであつ垂が本雑の魔女航海では遥か淀

これを下廻る燃料消灘で運航され，5翼のプ戸ぺう採用

による諦観蔚肋の減少ど相まって極めて運銃鍵諾の良い

船として継主の滿足を得ている

2．主要要目

本船の主要要具は次の通りである．

C1ass AB's+AI <:Oil
Carrier''&+AMS･

LoA 733L10"(223.675m)

Ll'P 698'-10〃（213.0Om)'

BI,, lOO'-O"(30.50m)

D】川 49~O'(15.20m)

dext 361-ﾕ0墓'ノ

，.W、 45,S331ongtons

LiquidCargoCapacity 4017632bbl
(100%)

DryCargO(Bale) 123,637cub・feet

FueIOilTanks． 31,444bbl

No.12WingCargoor ユ1,130bbl
ReserveFuelOilTanlぞ負

123,637cub・feef

31,444bbl

or ユ1,130bbl
TFM1TR

A･はしがき

木雑はその姉鮴謡Wafra溌とともに米図Tidewater

TankersCo.,Ltd.から注文を受け先もので船籍はエi-

beriaに鉦かれてし､る.雨船の建造契約は1954年9月1

日砿印され運12から引渡霞での日程は次の通りである

Veedol Wafra(参考）

起工 1954-12-1 1955-2-28

進水 1955－8－7 1955-10-5

竣工 1955-11-1 1956ー1－31(選定）

本般の雛型は木赴技術部餅迦試職溌こおいて．この数

年間行きつれて来たSuperTankerのSeriesModel

証､estをR"EeとL,推准性能の良好と日される内外の

う“1荻ンカーの比較餅埋蔵畷結果を参考として設計され

たもので，非職にFull :"I蝿であるにもかかわらず，

その湖険公試錘驚割きの示､す通り，極めて良好な成讃を

残し七．特に,航海速力附近の馬力曲線の谷は辮型の優

秀性を遡患かく溌揮したものとし､うことが出来る

1 試迩簿成績等

Veedol鑑の赫俄公試迩韓は1955-11-19畳埼港外三

匝沖で施行さnその最麗速力は17.51節に達した主な

成競は次の通りである．

PotableWater'ranks
143.0tonS

WashWaterTanks
558.1tons

FeedWaterTankS
229.5tonS

PeakTanks(Sa!t
WEfer) ､ 1,1942tons

PrOpellingMach"ery
gt&TnTi,rbinelset

M.C.R、 17,600SHP
X110rpm

ServiceSpeed.16X1"

TonnageU.S.GrPSg
”642.97tons

U.S・Net
22,246.00tons

B船麗關係

1， －銭配鐙

本艘は一波配置園にみち私

二一叩

､
■

印
f' ｩ＆

r垂

齢
・
照
も
ぷ

ｑ 少

ー一 ▲り

公試述卿中のVEEDOL"

277



Graieとなっている．閥壁および仕切塗は船尾の闘員

居住唾は一部にマリナイ1,を試験的に扇いた外(輯-ぺて
銅製とし，内張を施さず士官室はベニヤの丙張を施す．

天井は上級士官以上に内張を施行しその他は天井内張を

行ってい悲い、士官以上の居室および通路の床獄リノリ

ウ坐､張りとし蹄員居室および通路はマグネシヤーンポジ

ション躍りである．

3． 船腱栂造

挿儲には一段街物期として上甲板前部にデリックポユ
1,1組あり，それの中間に1,ヅフ・マメI､を有するカー

コ･ボースその他の操作用として中央部に哉巽1,2本を配

す.萱た船尾戦後都に韻スI､2本あり,船尾漢内の通風浦

として韮廟される．前部のボス1,には各七3Tのプー皇、

1本宛を，中央部の各ポス1､には2本の5Tブームを前
後に,後部の競丞I､には各冬2Tのブーム1本を備えて
いろ．羅針甲板にはレー〆一マスi､を設け旗の掲揚砥と

して鋼製ヤードを取付けあ．ボス1､はすべて支索がな

く，マス1．およびポメ1,は窩奨にみられる如く流盤型と

して外剛を良くしている

本船の船魁購造はすべてABRuleの要求を滿足な

ものであり，上甲板2カ所，舷側厚板の下識，ビルジス

】､レーキの雨織および船底外板の2カ所の合計10筒の

救総接手と舷側山型材の取付けを鋲接とする以外は凡て

熔接孵迭とし熔接使照率は96％に逹しだ

2簡の迩裁せる戦迩隔壁を舟鎚の前蕊に延長して維樋

前後部の職迩肋彌式と油舶部の撒樋肋母式との通説を計

ってL､る縦繊隔壁とも平板,防裟材型であり，減潟塗部

の縦隔壁の防澆封.，甲板および外板ロンジは興迩プラケ

ッI､により速結されている繊騒塗にば4箇の大型水平

防携材と中心線に大型竪防溌材を設げている外片舷3本

の大型悪防溌材を附し，船主の特別要求により甲板およ
び船底に設けた片舷3條のカーダーと固着して6大リン

グを形成し,Rule要求を逓かに超える識変を持たせて

いる．また油鮠部には3斗墹隔に紙特設肋骨を配してい

るたおピルジキールは省略した．船橋はSet-in式き
ある．総設歩路は船橘と船尾劉剛にのみ設置し船描と船
首椣間はパイプ・パブセージとして甲板上約450粍の高さ

に設けてパイプ・の上部は多孔鋼板で軽っている木甲板
は全然たく居住歴直上の暴露甲板の下面には50粍,居住

歴の暴鱒部垂直壁には25粍のグラスウール板の防熱を

施している

4．邇風，暖房，厨房用品その他

サーモタンク式による通風懐房設附を設く中央厘謹

に1ユニツl､船尾厘班に2ユニッI､合計3ユニツ1,を附

し通風磯は中央随避のものは6馬力二段速度（1750/875

る如く甲板一層の長船菖尾甑を有する三島型で船尾に機

關室を配す.貨物油鯰は二つの縦迩隔壁と11箇の職隠壁
により36筒のダンクに分だれ各タンクの長さは1秀お

よび12蒜鎗は9米，他の10鮠は凡て12米である燃

料油グンク群および主ポンプ室は貨物油タンクの直後に
配騒せられ前部には溌肺燃料油タンク兼パラスト荻ン

ｸ,船首永航,貨物輪,補助ポﾝﾌﾟ｡室,甲板長倉庫,ペ
ィン!､毒よびランプ庫が配置されている

船遥中央部より前方に船橋甲板室を設け上甲板一船橘
甲板間には飲料水槽,甲板倉庫,船匠倉庫,等を配し,そ
の他の場所は油ホース, Butterworthホース, But-
terworthmach.等の絡納にあてる．紫橋甲板以上に

は，船主室，船長室，甲板士官塵室，無線室，ジャイロ
室，操舵室，海圖室病室等を設けて'ざ､る．雑尾甑甲板

上にば磯關部士官居室，周員居室,Galley,各メユルー
ム，洗認室等を設けている

2． 居佳匡設碗

居住唾は甲板部の士官8名，蹄員13名、駿關部の士
官8名，園員14名，司圃部の士官1名，闘員6樹，合
計50名，船主4名，豫附室10名(士官2名，剛員8名）
パイロプト1名，總計65名に識して設備されている．

一般に士官は1入室とし，その他は2人室以下としてい
る一般配遥圖に示す遡り中央部に雅長廟の居室､渡室，

般主室，甲板部士官居室，サロン，喫煙室等を配してい

る．サ戸ンと喫煙室との間にはスライディングドアを設

け必要に應じ吹大な部屋として使砺出來るように起って

いる．船尾には磯關部士官屋室および蹄員の居室を設け
る．

乗員の居住性につL,ては特に注意が梯われRecreation

のため士官喫煙室，鴎員画一ンジ等を設け，士官および

陽員の公室には熱帯航海に術えニーットニヤクーラーを

設備している洗溌雪こは洗溌機,絞駿およびアイ画ン蕊
等を備えている.痩墓は闘員用は鋼管製,士官以上は木製
暦仕上げとし，船長および磯關長の裳窒は特に1400粍
幅となっている.ソファ,机，椅子等の家具はﾉIfご木製君
ある上級士官以上に對してはシャワー付の導師洗面所
を設け，その他の士官には2室共用のシ･'･ワー付洗面所
を設け，闘員用としては甲板，淡關部および司厨の各部
毎に共用のシ外･ワー付洗面所を配置している．
一段に居住唾の諏度は簡素を旨とし特に船主の要望に
より海､色那を採用した．船長居室，サロンおよび喫煙

室の壁はチークの磨仕上とし床はデッキコンポジション

上にリノタイルを張り，大型の肘付綺子詮配している，

船主A居室および裳室は特に船主の要求により床面に
.カーペッI･を敷き詰め，本船の居室としては最高の
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rpm)船尾厘遜のものはそれぞれ6馬力二段速座(1750/

375rpm)､8馬力二段挫座(1750/875xpm)である本

ユニ' i､は外痴30oFの場合居住室を70｡Fに保持す

るよう託殻されている．また温庇，潔度の自動調整装遥

が装備されて､､為”この外主ポンプ･室および厨室にはそ

恥ぞれ砒動の排氣ファンを，鞭食h臓こは袷氣ファンを術

えている．なお，サノンーンおよび喫厘室，士官食堂，圃

員食堂，病室にはそれぞれニニツトエヤクーラーを設陥

する．腰室町品とLては25KWの伽藏レンジ2簡, 11

KWベーク司・一プンエ断，瀧舗スープ･ケ1､ル, 7.6立方

JKI遮須冷戦服2筋，スチーム水･･' 1.フ・レス2個(ペンマリ

ー付),．再ヒーフ･一ン， ウォー荻一クーラー4簡竿を伽

えている

5貨油設備

圭鍜ンﾌﾟ室内に雑i鼓･締の4雑のインカソルランドの

識型箪段謹心式貨汕無ンﾌ･を有し各べ錦購985立方米の

吐出能力である鑪ンﾌ･は職關澄内}二装術した班町の撫

氣鋲一ピン醗主変給400SHP)により隔壁をlXt通する

中間軸を介して騒動される． さらに本鑛ンﾌ室内には3

壷の蒋型龍氣隈動鋤IIポンプ･を術える．各蘋ンﾌﾟは毎時

160立方米の吐出量を有する．貨汕荻ンク内貨油主脊歎

外匪14吋36畑のグンクを癖,二分ちNo. 1～3,No.4～6,

No.7～9,No.10～12に各1本の主職ｳX配醤きれ吸汕口

は香敷ンクiこ1鯉でおって弁はシングルとす．各主管の

先端および主ポンプ・室内にてそれぞれ對接の主管に二竃

弁を介して接畿される．従って4菰の異種の油を同時権

荷役可能であるとともに各鑛ンﾌﾞは隣接鑛ンﾌﾞの挫雌と

して使珂することが出来る．

残汕ポンプは4本の貨汕主管に接教する外，中心ダン

ク内の6吋の残汕主智2本（1本嫁No.1～6ダンク他

’の1本はNo.7～12タンク期）に接讃し各タンク内お

よび各主汕管内の残汕をさらえる．

上甲板上には4本の外箆14吋貨汕主管と6吋の残油

主齢簿設され船橋後方にショアーコネクシニ,ンを配し

･て貨油用は8吋および10吋のホースを通譜することが

出来るように14"×14"×10〃逆Y型4簡， 14/'×8'/4

"10''×8"2箇,の先端金物を支給した．なおこの外iこ

甲板主幣より直接各貨物油職洋iと貨物油を捜載すること

が出来るように谷主瀞に1木宛計4本の変イレクI､フィ

リングラインを設ける．ま先後部のコゾフ丁一ダムはプ

ローテイションセパレーダー期の腫避としYWII水を導き

下部に集つだ水分のみを舷外に排出する☆めの配管壷施

している．

各タンクには内經1米高さ760粍のハンチを設汁，そ

のコーミングより樫5吋の迩無管を導き､ている各迩氣

繩ま灘力奨空井を經て8吋主管《こ集めらn最寄りの筆ス

I､頂部まで導かれフレームアレスターを通じて大氣に開
放される．主油管およびタンク内の換氣は，上甲板上の

主汕脊のショアーコネクションに装着した1個の300粍

蒸氣＝ゼク蕊一による．なおこの外に艘主支給の持運式
蒜氣ダーピン緊動ガスエゼクダーを備えている．タンク

洗淋廟としてパグワース装遥を有し，佃畷タンクには各

七2佃，中心ダンクには各圭4閲のパダワース孟一ルを

設けている

タンクの加熱識まフィン付鋼警として，その加熱面俄

比は貨物汕顛1平方災,110立方夷，燃料油用1平方炎／
85立方沢である

6，給水設備，消火装置．冷藏装置等

満水および海水!･f|睦力鱗式:こより供袷される．海水ば

10t海水ポンプ2蕊（丙1蕊は溌脆), および塵力哨ユ

個を拘叫磯謝室内:こ据付げて奎雑内に鐙衣する．潅水は

5t清次鑑ンう．2蘂（内1蕊:主謹備）および嬢力増1個
を袖幼機開室内に据付･け後都厘醐廟とL更に5竃溝吹ポ

ンブュ蕊および溌力蒲1畑を中央部に詮け中央亙鋤こ給

水する．な鐇雨流水供給鑿壁旧には迩絡賛を導き韻ンﾌﾞ

故障時および溝水移動>こ利廟する．温i齢k供謝ﾖとして
中央および後部厘謹に1蝿宛の力戸プ雷イヤーを設げそ
れぞれ2tの婚窒町ポンプ､により温水を贈雲する．

消火護備としては，然氣消火野を全貨油タンク，甥鋤
次ンク，貨物鱸潔油轆，雨ポンプ室，＝ププァダム，

ペイン1，章よびランプ砿水夫長倉庫等に設けている．

その他欺浦zk消防蟹によるj賎消火用として70米の

吐出水頭にて毎時60立万米の容量を有する電動遠心ボ

ンブユ基を，機關室後部に設げた非衛用鑑ンﾌﾞ室に装術

し，消防簿に接談するこの外，錨蓮式液彊消火器12

鯛を船内の要所に殻肺する．

熱辨航行中の甲板冷却剛としては,主消防簿こ装着し

た持外し式のパイプ・の訓孔より海水を噴出させる方式の

メフ･リンクラーシステュを採用した．

冷戦設附としてはプレ牙ン-12の唾競擬2基を右し，

各7％馬力の砥動磯により頚動さ恥る逓動冷却水ポン

プは毎時9tのもの1蕊を備える．冷蔵庫の容俄および

保持温庭は次の通りである．

チルルーム 1709立方呪 (35｡F)

肉 庫 1,501 " (15｡F)

魚肉庫 260 " (15oF)

ロ ピー 217 〃

チルルームはユニッi,クーラー(1000C.F.M､2蕊）

により冷却し，他は直按膨脹式冷却誉により冷却する．
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救命艇の寸法は次の通りである．

鋼製7.32m×2.30m×0.92m(32人乘) 3"

" 7.33m×229m×0.92m(32人乘10HP

ディーゼル{J･) 1"

救命艇〆ピッ1,は三菱“シングルピポッI､型重力式

4組を術えボーI,フrt.一ルは鋼索である．

8．航海計器等

本辮の航ﾔ鱗I器としては主として次のものを装備す‐

る．

1－ジャィ画＝ンパス2ユニプI、 オートパィロ抄ト

レピーダー4伽

1－睡無式画ク・ 1－髄叙式舵角指示器

1-M氣式刮鋤回噸旨示器 1-番響測蕊儀

1－ク”'ピュースクリーン3－磁氣＝ンパエ

1－方位iⅡ走隣 1－舶刑レーダー

（以上）

7， 甲板補機，識命設蹄等

揚錨識主汽動で41tの荷重を毎分約9米の逵さにて

華し得る力量老有している.各主鑑の重避は約213501bj

で錆銅製スダッI琴リンクチニンの狸は3難"である．揚貨

磯を前部ウニンンおよび後部ウエルiこそれぞれ1基配姪

L,一殴貨翰筋，蕊雛胆．あるいは貨油ホースハンドリ

ングに使用するいずれも汽動10t×20m/minの力量

を有する雑尾撰後部に汽動繋船機を有し，繋船並びに

綴食等の穣込に胴5．力量は15t×20m/minである．

舷涕はアルミニウ.産､製2つ折1蝿を備え，雨舷に使剛

出来る如く，〆ピッ I､上部踊場等を雨舷に設けている．

なおこの外アルミニウ皇製カングウニイエ慨を備えて

し､るこれば中央部のブームのとどく位遥に柑設歩路に

そって格納されてし､ろ

固定日謹を雑尾椣甲板後都に設げるとともに，キャン

バスオーニングを附岡一設配遥圃の位遥につけ･る．
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天然註編騒舶の篤眞と要目第3集(1955年版）
B5判函入上製230頁窩眞アーl､紙定侭650"(〒50ml)

昭和28年發行「船舶の篤眞と要目」第2集（1953年版）掲載以後の銅船500噸

以上の竣工の船舶，約130隻の至篤風と要目．

掲載船舶名 （順不同）

晴海丸（日本海汽譜）高来丸（大同海運）髪國丸（日鐵汽船)CUSTODIODEMELLO(ブラジル海軍〉
BARROSOPEREIRA(")青雲丸（岡田商船)IONIANCHALLENGER(リベリヤ）協悠九（協立汽
M)IONIANMES-ENGER<リベリヤ)WIPUNEN(フィンランド)ANDREASV(リベリヤ）日隆丸
(日産汽船）日赤丸（〃）寄島丸（内外海運）光榮丸（日東商船）含津丸(N､Y.K.)渋間丸（〃）さんら
もん九（三菱海運〕相喚丸(N.Y.K.)ぱおじにあ九（三菱海迩)BACANADA(カナ〆〕昌和九（日東商
鑛）多聞丸〔八馬汽船）建和丸〔日到嫡船）日出丸（栃木汽纈第五長門丸（日新タンカー）興和丸（平和
汽船〕天楽丸〔共榮タンカー）第一令赤貝丸〔上野運輪）安土山丸〔日下部汽纈乾山九(乾汽船）樫邦丸(松
岡汽船）海購丸（水産大學）第十一束西丸（東西汽船〕かいおう（海_i童保安蝋）第十七漣盛丸（原商船）盛
翌丸（協成汽船)DENIZLI(I､ルコ〕跡幸丸（刺戸石油）泰興丸（商船迩輪）明泰丸（明治海迩）昭川丸
.(川崎汽§IF)ALLIANCE(パナマ)NELLY<パナマ〕瑞川丸（川崎汽船ノ秀邦丸（飯野海蓮）群川丸<川
崎汽船）第二播洲丸（大洋漁業）建川丸（川崎汽船）日川丸〈川崎・日豊)CHRYSANTHYL(パナマ）帥
光丸（跡港商舟紗昌輻丸（川崎重工）洋邦九（飯野海運）ろんどん九(OS.K･）比叡春丸噺日木汽9駒す
えず九(O.S.K､）ぷらじる丸（〃）春紫丸（共正汽船）鶴津丸〔森田汽胎〕ふいりびん丸(0S.K.)らぷ
らた丸(0.S､K､）高邦丸〔飯野海運）旭榮丸〔日東商船）大協丸（大協石油）伊勢丸!照國海迩)康島丸(飯
野海運）蕊光丸（日本水産）篝洋丸（森田汽纈第二共榮丸(共榮ダンカー)HYDROUSSA(パナマ)棒名
山丸（三井船舶）箱根山丸〈〃）喪永山丸（〃〕明倫山丸〔明治海迩）羽黒山丸（三井船舶）穂高山丸
（ 〃）生駒丸（明治海運)SEAHAWK(パナマ）うﾟリマメルスク跳（デンマーク）山春丸（山下汽船）パ
ウマセッフ．（インドネシヤ）山國丸（山下汽船）轍島丸〔飯野海運）サウーカ〔インドネシヤ）ずまとら丸
（日本油補§酌大安丸〔太洋海運）木曾春丸（新日本汽船）カルテブクスシアク鑑（オランダ）雌鳥九〔日本
水産〕宮島丸（日本水産）庇全丸（磁海汽船）第十輿南丸（日本水産）第十一興南丸（〃〕左にら丸（東
邦海運）るそん丸（日東商船）あさか丸（漬根汽§酌股洋丸（大洋別嬢）費和丸（太平洋海”ぺるしあ丸
（日本油附船）びくとりあ丸(三菱海運)STANVACSOUTHAFRICA(スタンダードパキユーム)STAN
VACJAPAN(")安塞丸(N.Y.K.)高典丸（大同海運）熱田丸(N､Y､K.)WORLDJUSTICE(リベリ
+)WORLD]URY(")第三雄洋丸〔森田汽船）讃岐丸(N.Y､K､）高忠丸(大同海運)開東丸(澤山汽船）
第二十一黒潮丸（日魯漁業〕第五十六日喪丸（鳥海海運〕たまひめ九（演根汽船）東光丸（水産晦）繩翠丸
〔鎚見蓮鐵)PHOENIX(==パースタンクシツフ．,ORECHIEF(")COMMONWEALTH(==パース
タンクシッフ・)ORETRANSPORT(")ORETITAN(")春日丸（日の出汽卿牧島丸(内外海運)長
島丸〔飯野海運〕わかば九〔太平汽船）永邦丸（邦洋水産）吉澄丸（大同・鶴見轆邊）
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内 田 勇
三井碓航工窪部艮代蕊

小杉隆祷
三J1窪I鯛正訪祁遼騎課且

經濟船を生み出すブこめに（1）

すなわち 。=き-’
ここで總收入(L)=遜賃收入(F)+寅虹(鐸）

総支出(Q)=纈丹侭(A)+金利(KA)

＋鰡舶礎(gnA)÷直接雑溌(B)

＋航海灘(誰）

であって總船慨は，新迭船侭と乗出燭を， ロ罐諾蛍
は，保嶮料，店灘，鐇員班， ･修繕麓，昭朋品蟹および
その他雑避を含むものである．また，航海費には，燃
料費，飲料水，離水，水先案内料,噸礎,荷役諸掛費，
埠頭料，燈臺溌，運河通航料，税關手数料，代理店手
数料その他が含まれる．

さて，損益總額をMであらわせば,一没に,L=Q+M
すなおちF-x=((A－α)+(K+gn)A+B)+M

でおって, F--xをⅣetProceedと秘する．

A－aは腿11瀧纈を表わす． ( ]はいわゆる’間接
と直接を含めた硲蛮である. { )&tG除し垂もの.ま
年歯り礎得すべきminimumNetProceedを表わし，
年間鯨鋤率を1ﾕﾉ12とすれば，月常り礎得すべきrnfrl.
NetProgeed"{ }÷11tとたるこ恥を更fこDead
Weight街り《こ直しだものが，いわゆるHireBaseで
あり，この場合,Bの瞳は愛績から迄瀞こ晃込識のであ
る．従つ亡，通航者の年間i悪おけるNetProceedの媛
少限度ぱ平均(HireBaSe)x11xDeadWeightとな
る．また,CharterBasel*,各航輝こつきNetPEo"
ceedをDeadWeight當り,30日雷りに換算:して計算
する,CharterBaseとHireBaseとの差が滴et
Prontと呼ぱ堀るものである.HireBaseは最初は類
似船の渡讃から推定する他ぱなし､が,NetPro6tをよ
り確かにするためには例えば当I皇期毎に本硲の査讃から，
HireBaseを修正する事が必要であろう(随餓の場合)と
ころで,砥は,その船の各年産別の經濟性ぱ勿論，任意の
I聡蛾こﾜｵ蛾の經濟性はどうなっているか（これを綜合經
凋生と呼ぶことにする）ということを,明確に掴むため
に，次の判定式を用いたらよいのではないかと思ってい
るすなわち，各年産（あるいは空I剰毎）の運爵伐入の
獲綴とi迩陵船澱龍ょひ航海賀の賛績から次式iこよって，
經濟性の状態を橡走するのである．

fi十応1 －1
各年鹿測の經濟性: pj=A+iA+n.IA+bh!+Xj

1．經濟性の概念と經濟性の判定

船舶の新迭に謝って， 鼎注設濫l者の志l刺するものは

r經濟雑1の変現にある．併し左から，その概念を明確

に脳提することは難かしし､のではないかと思わIT,るので

ある．またその変現は噸に設計技術の面だけで期待さ

れるものであろうか？ これに明確に答えるために鍬，

今一座,經濟船というものの没質的な意味を考えてみる

必要がおると，私目身思うので，以下，私見を述べ，諸

‘賢の御批判を得たいと思う．

鯉濟性の良い船」をおつことを希むのは，どこの船

主も同じであって，もしかかる船を『經濟船｣と呼ぶので

あるならば，經濟性力整いという意味をもう少L考えて

みなければ毒るま､､．職の考えでは， この評臓は，船主

經濟にとって， フ，ラスの船，換言すれば， 「採卵の良い

雑」を意味していると思う．もしそう望であろ性らぱ給菫
の立場からいう經濟船とは， 「採算」を基準にしての評

便になるわけてあり尋採算の頁否の判定は永い問の寅綴

から判定せざるを得ない－てあるから，それは，結局綜

合的な霊織評侭てあることを要する決して－時釣な成

績だけをみて，その紺が，經濟船であるというこ聖は出

来たいわけである．従って茜>る船が侭に經濟船であるか
どうかは，その一生諸通じて得られた疫綴からはじめて

割出されるものであるという見方をとるならば従来，わ

ぃゎfTJが，これこそ經濟勝であるとして，設計面だけで

追究していたのも，没は机上だけの確信”馴待に過ぎな

.かつたずつけであり，若二'二のケースに開ずる机上採弊にも

とづいて，經濟性の良い船だと判灘しておったiこ過ぎた

､､ことになる．

經濟職というものをこのように考えると，新溌の設計

乳こ繕って，フ糊将を經濟船ならしめるために，考えなけれ

ばならない那炳が， もっと根深い虚に潜んでいるのでiま

たいかと思うのである.それに開しては3項で械討するこ

とにして，次に經濟性の測定をどうして行うか？ とい

､うことにつ､､て械討してみよう

經濟船の概念を上述のように解するならば，その船が

．どの程度の經濟船であったかを判定するには，ア測貯の没

績から得られる『利益率Jを基準にするのが，自然看あ

ると思う．利益率(P)は，本船誠特定の船窪のために

肋ら､､た全活剛期間(t)における，總收入(L)と總支

出(Q)との比から求められる
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安なわち第一の要件：如何なる船を廼るべきか？

第二の要件：如何に塗るべきか？

繁二の要件：如何に通航すべきか？

第一は韮本計遜の問題であり，第二妹遥船設計技術‘､，

問題であり，第三は誉菜技術の問題である經濟性の評

価は，綜合的なものであり，その判定は，釜活動切間を

通じて集役された笈鏡に對して下され,ろの唇あるから，

上の三つの要件は，いずれも，大きいウエイI､をもって

し､ると云わねばならない．いずれか一つが悪くても，經

濟性は低下する．従って三者は三位一慨の關係にある．

韮木計遜の方向力誤っておれば，如何に設訂抜術の面

で知悪を絞ったところで,所詮は,勃瞬割Iかち外恥ていあ

のであるから，通航面において支陣をきたし，良い疫綴

を残すことは出来ないであろう．蓑た，基本識Ifの狙い

力乖L,<とも，設訂面で手落ちかあれば，遜航面で苦勢

することになり充分な活醗が出来態<産る．あるいはま

た，韮本綴礎，設計がいずれも巧し､庭を伽き，充分な配

噸がしてあっても，通航技術力訓劣でぁ､った1,,．その湾

する変力が存分に謹椰されたい場合もあろう．

このように經濟船というものは，三位一鯉の努力の結

寅により生れるのてあつ・r~J決して一定した形をもった

毛のてはないと考えたい．同じ船でも，扱い方によって

經濟・不經濟いずれ}こでも純化ナることも考えらt･Lる．

從來，われわれの目ざしていた經濟船殴計の努力も，そ

の÷の責を果すためのものてあったことがわかる同
I聯に設計の力の限界を知ることも出来る

そこで具燈的にはどういうことが問題になるのか，そ

れにつ､､て，以下私見を述べてみよう．

4． 計塞面における基本的問題

計識而において， とりあげるべき頚F1は，概”次の如
きものであろう．

1．通黄
2．貨物のロッI、
3. DeadWeight

4．速力

5貨物の種類と量

少くとも，以上の頭目につL､て，大鐙の見密をつげて

おかなし､ことには，設計に入ることが出来ない．運賃鍵

動iこ脇する兄込が礎つだら，採3鯛:逆鱒して，最悪の蝿

合,折角新篭した船も安値で壷却しなければならないよ

うな羽目に陥いるであろう．その他，設計にも膨響を與

える（後述）貨物のロッ 1，も，年を逐うで蕊化しつつ

ある戦前の7,000 1､ンから現状の10,0001､ン，更に

12｣OOOI､ンにまで墹大する繊向かある．何故ロツI､が鍵

るかの研究は別として， 口シ 【､を無税した船を輩れぱ，

f

雪均十“

綜合經濟性: p= i t t -1
A+itA+gn.1A+2hi+gXl

1 1

t

’二：j=1,2,3．……

t=1,2,3．．…･…

I L
B=2b､i

溺鎚後t年現在の本譜の經濟I生はpご測定する．fj，

"i ,n.1 ,hi ,x.Iの笈際の瞳は毎年麹bするから,pjだ

けでば不充分で，どうしても"pを算出することが必要

である年冬pの砿がffi加して正肱になるように努め

なけ恥ぱたらなL、L, pの雌か向上しないようならば

“値の良いII舗切を筵んで壷船とL､う手段も誰じだけtT,

ぱならないだろう． これは証船をオベレー【､している場

合であるが，ホ蝿主の場合は雪x=0壁の代りに離船

料がはいる上の判定式からわかるように，經理虚理上

の償却を行ったかどうかということは燕開係に，經濟性

の判定を行うのが公平Gある

2．船舶の經濟性と經濟船

船主の立場からは經濟雛の問題力殿も注意を葱くので

あるか，立場を函民經濟に移してみると，それだけが唯

一の問題で念L､ことがわかる．國民經濟の見地からは，

r國民經濟に貢献する船」という韮準か,普通妥當性をも

つcあろう．夕臓の積極齢礎得のために，船主が出来る

だけ多ぐの經濟船をもつことか，園民經濟の面からも望

ましし､．この意味で稔,船主經濟のﾌ･ラスは茨た,図民經

濟にとってもう"ラスをある．しかし，一方において，經

濟船というこどはさておL､て建遥配舳せねばなら窓いこ

とがある．客船建迭や離島航路の貨客船等はその例であ

乙・また，函家潔易，産業上の見地から，船主の討遜と

は別個の立場から船腹の披充討謹を行うことも考えら

れ，それに伴う海逆柿助政策が必要とさ湿る場合もあろ

う． このように船舶の經濟性とL,う問題の中には多くの

Factorが含まれているのであるが，その主流となるも

のは，やはり經濟船の問題であると思う． しかして經濟

船たらしめるための重要な因子の一つ嫁，船便eあり，

船値の引下げはHireBaseの引.下げを可能ならLめる
から，合理的な船艇引下げの努力は，いずれの立場から

も雷然挑わるべきものである

3．經濟船實現のための要件

上述せる經濟船の概念に従う注らぱ，經濟船を愛現す

るためには次の三つの要件を見逃すことは出來なし､．
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2．世界の胎腹状況

3．世界の港溺i犬況

の3つであると考え為．この3つの項目は，一見，獅立

した爾査對象であるようにみえる力錘はそうでなく，拳

互L､に關速性があることがつかる．それを噸次調ぺてい
こう．

荷動きについて：

まず現在までの賛料から，荷動きの要因となるものを
ひき出すことが必要である．私の推進で!ま，’）季節，
2）諸函の政治．經濟副職（政策も含む）3）剰候･天災・
戦零が主な要因としてあげられるのではないかと思う．
春夏秋冬の季節的な影響は．最も維礎的な鳩ので，季節
と荷動きとの關溌ま，ある波形をもって確率的に示し得
るように思わtTJる．荷動きの鍵肋はこの基礎波形の上
に，他の要因の影響が重なったものでああと､､う見方を
とり庭い、従って2)，3）は特殊條件であって，荷動き
の全溌の愛動）､ら，基礎波形の分をとりのぞけば，特珠
條件の影響力を近似的に知ることが出来るだろう

特殊條件の一つである政治・經濟蕊構というものに
は，種為の内容力誇えられる．例えば景無の好不況・經
濟哩興に伴う楡入促迩，逆に楡入制限・議出促進，画家
間の相互援助計謹,未開蕊也域の經濟開發等為事業計霊
の規模とその函の没状とを検討して，荷動きにどの程度
の影響を與えたかを過去の蚕料から推澄するこの推定
から，今鴎ま，現瀧に鱈ける諸國の政治・經濟辨溝を分
析して瀞來の方向を推測し，それに伴う荷動き詮謹見す
る．熾際問題として，自分の画に關する罐測すら，難か
しいのであるから，まして外函の政治・經濟の動向の謹
測は注お一屑の不正確さを件たうでおろう． しかし，一

図の識蕊攻策は一旦織立されて進行を開始すW』ぱその鍾
行には相當期間を要するのが普通でそう簡職こ鍵簿する
ようなものではないであろう．これば，徹肋きを譲見す
る場合都合の良､黙ではなし､かと思う

特殊條件の二つとして，氣候･天災と戦争がある・そ
の荷動きに對する影響力の大きし､ことは周知の通りであ
る．端しこれが，科騨ｳ読髪に華づし､て諜見出来るよう
になると面白い現象が起るだろうが，私の考えで:士，無
候．天災および戦割予の要因は，基本諦勘面における識見
資料に加え詮し､方がベターだと思う．

満局，季節による基本的影響の上に，諸國の政治・經
濟事情による影響力を重合して，荷動きの識見を行えば
良し､のではたいか,ということになる．一方,それをチェ
ックする意味で調査せねばならなL､のは，各國船主の新
法昏睡．配船計遜である．それと今一つは港耀状況の鍵
化である．船主は決して無計霊に船をつくるものではな

入札から除外され，折角の貨物を遜得出来ない羽目に階

いることがある．

DeadWeightも大魁画ヅトの雛にそうて考職せねば

商喪に不具合な鮎が出てぐる．速力も船舶の使用目的，

配船海域等に腿じて大侭の線を見出しておかねば，不況

期の鼓零において苦勢する恐れがある．最後に貨物の種

類と壷であおが’鞘はどの貨物でも，有利に通ぺるよう

には仲冬出来ない．だから扱う食物の諏顔と童を大彊見

定めておかないと，スペースのとり方, Capacityにひ

びくことになる

以上のように雑木計謹面においては，殆んどのもの

が，將来"識測と關係する問題であるから，困難性を件

なぅ．としても，韮本線から外れ,ない程庇で，大凡の範

囲が示されないと，次の段階である設制面で，より良し、

繊討を加えて最適他を識蓮することが出来なくたる。殊
に，通貨，荷助量の識測の適否は，經濟性;己大きい影響

誼與えるのであるから，特に注意深い捌薬か必要であ
る．

問迩の提起ば易しいが，解明には悶測睦伴なう・こと
識測の問題にたると，一層難かしぐ走るであろう． しか

し，現状を考えてみても，計懇から竣工まで少くとも8

カ月～1カ年を見込まればならないし，就航後’力年位

は識想通り動いてもら秘つればならたL､から，討謡唯最低

2カ年位の見通しは，いやでも要求されろ!蛍ずである．
それを，更に5年先ある､､は10年光まで擬犬する努力

が，必要であって，これを-經織者の超人的な眼力に期

待するのは酷である． とすれば，新鰐なi測迩資料の解肝
詰果に韮づL､て，引き出す以外に方法はたし､ことにた
る．

オつれわれの欲する識見の正確鹿とし､うものは，自然科

學における渡験値と理諭式の間に見出される程のもので
なくてもよいのであつ竜，溌見力観象と薯るしく反對の

方向に向いてし､なければ，足りるのである．また,､現象

の起るべき時蟻か，ある程産ずれても構わなし､のであ

る．

灘見には，砺査養料と解折法が大切である．解街法と

しては，例えばリニヤプ画グラミングのような瀬災が，

米國において，俊際に用いられ，成功して'‘､るというこ

とであるか，進歩した識尉學を雁用することは是非とも
必要であろう

以下「なにを諏査すべきか」につ､､て泓見を述べてみ

たいと思う冗長を避けるために，結論を先に出して後

にその意義を殻明することにしよう．緬査の對象となる

べき主項目は

1世界の荷動状況
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い、蓋し巨額の遜登賛金と維持没を要する粥舶の新選に

奮っては，船主嫁砿重な考慮を排うのが自然である．特

殊なCaSeを除けば,一般の船主が目的とするのは經濟譜

なのであり，従って運賃收入の増加に開する見込みがあ

るのでお愚．その見込の中に，撤肋量:ま必らず主要な地

位を占めているから，賠主の新造討霊・国難計遜を探索

することは，織肋きに謎する自己の溌見のチニックにむ

るであろう．港毒の掘銀，港内荷役設附の改善の試みも

それによって，その港を中心とする相岱童の荷動きと出

入溌諾の増加とを前提とするか，またば見込むからであ

る“だから港謬輝兄の鯛査は，設計面で問題になる船の

許容長さとか，許容吃水とは別に上述の祢肋きの溌見の

誕朱で大切であると思う．

今蓑ではr祢助き」と'ず､う一括した表現を使ったが，

それには，どんな葱騨の貨物が，どれ位の量取引される

かとし､うことが問題であって，丹念に爾くようと思え

ば，貨物の種類別に一をあたってみなければならな'‘､だ

ろう．しかし多種の貨物の動きを詳さに諏くることによ

って，その間に相互に蝿速挫の為るものを見出すことが

出来る注らぱ，術肋きの中心に獲る貨物一これを砿に

baSiccargoと呼ぼう－を1"､くつか見出すことが出来

るわけである. Lかる時は， このbasiccargoの動き

を中心に追究することによって，それと關係のお毒他の

貨物の動きも大凡見當がつぐことになるから，解所に常

って便利である． 1955年のトランパー迩賃レーI､の上

昇は』英風諸画の米國淡に對する需要のfm11によるも

･のであるという．米國炭の大量流肋きがあったことが，

』恰も船腹力轆屈であったのとぶつかうて運賃が上り，そ

れが他の貨物の迩賃レートに影響を輿えたというのであ

るしかもI､ランパー市況は，定期航路のタリフさえも

動揺せしめる力をもってし､るのである,特定の貨物の荷

動重の増加が，他の貨物の荷動詮促進せしめたり，ある

、､ば,誌果的に荷動量が墹加したのと同効果を與えると

ころの運賃上昇をもたらL.たりすると'葱､う事萱からみて

&-basiccargoの存在が識想されるのではないかと思

わ湿る． （第1表参照）

船腹について：

上述せる如ぐ，刑”きの活溌化に伴って峪腹も増弧さ

ふるから(第2表),世界の諾舶状況の溌見には荷動きの

現状と磯測が前提となるが， しかし荷動きだけ･つかめ

ば，船腹の悠来も掴めると'‘,うわけにはいかないだろ

う．それぞれの鋸主の資状が當然，問題にたるからであ

る．塗りたくても，事禰が許さねば，ある期間待たねば

ならない．蚕本力が貧弱な場合もそれだし，保有勝力職

っている場合もあるだろう．だから，現状における，各

錐1表世界貿易における主要商品の荷動迂

（養料：園辿統制･）
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画主要雛主の洩態を澱査對象から除外するわげにいかな

い．その硲主の螢業賞鐙，養産内容，船隊と配硲状況，

荷主とのコネクション， とL､つ錘ものを調べ上げる必要

がある．更にその船主の背陵に控えている國家の海運政

莱にも月を注ぐ必要があると思引現在わ力函で建迭中

の船舶量（總トン）の変に90％が，外國船で占められ

ておるのであってこれら外國船の大部分が，やがて競

零者となることを想えば，彼我船主の資本力の差という

ものを捕感させられるのである．

以上，溌査謝象iこ關し秘の意見を述べたのであるが，

賛態緬査だけでも潅大なもので，その解肝もまた，生易

しいことではあるまI､・況んや，解悔結果から，將米の

溌測をなすことはなお一厨の困難性を伴うであろうが．

漣に經濟船たらしめるには，どうしてもやらねばならな
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合理化那門委員會が組識されてこの方面の研究の第一
歩が踏出されたことは，識に喜ばしい次第である.）

船舶翫迭に嵩り，上記機關の研究詰果から譜主は最も

確からしい礫測に基づい,＜基本計謹を立てることが出来

るであろう船會赴としてのお互いの競零は，設計・運

航の技術面で行われれば充分であり，それがまた，総會

献の本領であろうと侭ずる． （以下次驍）

いことだと思うのであるただ，かかる鯛査研究は，そ

の性質上，一社の能くする庭ではな､,から，船主を中心

として關係富磨並びに政治・經濟,浩船・造機谷方面の

識者および海運貿易側係者を網繩した一大研究機關を組

織することが必要であると考えられるしかして，その

研究對象とするものを列翠､すれば次の通りである．

1．世界船主の礎態緬査と今後の挫測

2. ･1世界の政治・經濟精勢の分肝と職測（荷動きおよ

び船腹に影審を與えるものについて）

3．世界の荷醐きの蛮談解肝とM鋼ﾐの懲測

4．以上の耀測に韮づく迩賃鍵動の溌測

5．本邦画民經濟の面から考えた船腹整備の方向

これは恒久的繼俄蛎業となろう．個々の分野について

は，研究の進んでいる虚もあろうそれらを結集するこ

とによって，最も碓からしい方向を見出すことは，船主

經濟・國民經濟のいずれの面にも大き'畿,プラスになると

思う．

（註；現在船主誉業・技術側係・迩輪省(船舶局，海
迩局）準よび遥船所關係から成る船型および設計仕穰

周頭に提示した謹の「經濟ﾘ知に關する概念ま，別に

定義づけ･る必要ばないかも知れないが，経済器の変質酌

な意珠を，も.L上に述べたように解するならば，經濟諮

変現のために考睡すべき問題は，躯に設計技術の面だけ

に限らず，もつと股淀かつ困難な領域を包含しているも

のであることが』つかる，‐上に論じたことは恐らくどの設

計着も感じてし､ることであり，また湾際に苦努されてい

る鮎であるだろうが，問題解決の定めには，やはり，上

に提案したような研究組織をもつことが必要であると思

い，敢えて私見を述べ識誉の御批判をお願い申し上げる

次第である．
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舶用輕合金の熔接について 泉 武
三溌迩艇長妨鐘所
遼肘工作部職工鰯技師

1．緒 言

輕合金材は軟鋲堀･に比して，輕遼，非磁性等幾多の特

色を有する故に，これを船殻擁澄材に使用して，船殻亜

壁の節減，重心の降下，磁氣計器，兵器に對する彩響の

誠少等を計らんとする試みは随分以前から行きつれてい

た．

しかしながら舶用に適した輕合金材料の未發逵および

輕合金に適した熔接方法の未發逹が主とした技術的原因

となって,輕合金雅殻鰐遥の変用化は，まだまだ一般的

と､､える段階ではなかった．

しかるに第2次大戦中に米國NorthropAirmafta

証がマグネシウ．z､の熔接に採用して以来念逵に護達した

江ナーI､カスアーク熔接法の遥船界への進出，および舶

ﾉTIに適した新しい極合金材（例えばNP5/6)の出現に

よって’錯殻膳遥の職合金化はここ数年間に飛躍的に進

歩普及してきた．

鱈赴では早くも昭和28年に日ﾌ蔵I卿跡鞭式會斌貨物雑

“安謹九'' (DﾉW約10,000トン）の羅針錯濡および操

舵室をイナーi-カメアーク熔接法を至而的に使用し，

52S材による垂熔接潅造で施エし，引裁き同年海上保

安庵巡覗艇“あらかぜ”をNP5/6材による至輕合金鱗

遥，熔接率約60％で建造したが， これらはいずれ,も舶

剛輕合金史上鋤劇的な企といえよう．

更に戦後初めて建迭されることになった防衛膳艦艇に

も輕合金溌迭が大幅に採用され，営祉にて建遥中の至輕

合金製羅潜艇をはじめ，各種警陥鑑の上部催遥および雛

装品が輕合金化さ恥，それに伴い輕合金に關する防術庭

ェ作法基準，材料規絡および熔接工按侭按走基準等が制

定されたことば今後の技術的發展に非常に大きなプラス

となるであろう．

かかる現状ではあるが，何分iこも舶用極合金の歴史は

新らしく，今後の研究に待つ蛾が多いが，差岱り特に餓

討を要する那菰を大別すると，材鍾の問題，設詠上の問

題，工作技術上の問題および經濟性の問題の4頭何に集
約出来る．

これらの中，現場工作上軟鋼材の場合と特に異るため

に注意を要する副F菰は,熔撲方注,切断方法および異種
金溺間の砥蝕である

木簡では熔接法の中最も多く使用されるイナーI､ガニ

ァーク熔接法について蒋干の解競を試み，また錘合金壺

辨にあまり關係のない方ぺの参考とLて材準槻楕の中主
なものを紹介した

2．舶用軽合金材料規桧

船舶用極合金材料は航空磯あるいは陸上擁迭物とは進
だしく異った條件下で使用されるので，従って要求され

る性能も多様かつシビアなものを同時に滿足1_得るもの
でなけ-れぱならたし、 ．

これら異附すべき諸條件の中特;こ重要なものを列班す
ると

ユ． Anti Corrosion.

2．Higll st軒ength.

3．WeldAbility.

4. NonHeat･treatment.

である．

輕合金は今まで構遥用材料としては主として航空磯用

詮中心にして發逹してきたものであるから，かかる舶用

諸條件を完全に満足せしめるものは未だ児出だされてな

L､が，各種研究の成果が蒲煮と愛を精び，理想に近し､材

料が段恭生産きれるように左ってきている．

舶用に使ﾉﾛする極合金材料にはし､ろいろ注規格かある

が，その中ｵ･〉れわ恥が主として使用す.る機會のあるもの

を，第1表および第2表に紹介した

隼1xAI－Mg合金の化學成分(%)

日本工紫規滞(JIS.H4104, 1952年）
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鱗2xA1-Mg合金の機械的性寅

日本エ業規桁(JIS.H41M1952年）
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因仁防閲臆涯艇に現在使用きれているものは『主とし

<ANP材(B､S・NP5/6相営）である、

3經合金の熔接法

輕合金iこ普通使用し得る熔接方法としてはイナー【､力
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舶用軽合金の熔接について
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後述の如くフラックスは必要とし詮､､

シグマ法はタングステンの代りiこワイヤ状に作られた

熔接金闘を使用するもので，これはガンと瀞するI､－チ

部を通って自動j，に迩敏邊給きれ，アークを飛ばしなが

ら熔融して熔蒲金瀦を形成する蹴源としては直流逆極

性が使用される．その他の職につ1さ､ては原型勺にはヘリ

アーク法と同溌である．

ヘリアーク法とシグマ法を概念的に比較してみると，

シグマ法では大通流密庇で熔接を行うので熔け込みが

大，熔接速庭が大，母材に與え為熱彰響が小，熔接部が

均質,熔接による歪が小，㎡ブーートカスの熔接単位長さ

潜り消喪瞳が小，等の利黙を有し，ヘリアーク注は薄板
の熔接や手直し作業為るいは小手先細工のような小さな

作業に適してL､る，熔接部の駿械的性質については忍ど

もの經駿では有意蓬が認められなL､．故にイブ--1､カス

熔接としてはシグマおよびヘリァークの両者を備えて．

適prに使い分けることが望毒しい、

なおヘリアーク熔接法では商周波を使用言-るので，マ

スl,上の熔接等の荷所作業ではキャプタイヤかアンテナ

の作ﾉﾛをして蹴波を嚢し，無線通信等を妨鴇する恐恥が
ある・営所では熔接挫躍，キャフ･タ証や等至禮を金頴で

シールドして妨筈を超さなL､ように注意しているか，こ

の黙熔接鱗デザ部ナーの方で根本的な方莱を講じてい室
だきたいものである．

さてイナーI､カスアーク熔接法は通常な條件で注意深
く施工すれば，熔接結果は非幡に良好であり，接手効率
90～100％，また伸び率および曲げ試験成淡も母材の90
％以上は充分確保出来るものである．

しかしたがら軽合金のｲﾅｰI､がｽｱｰｸ燭妄は熔接
繕果に重大な影響をおよぼす因子が多く，か･コ敏感，微
妙であるから一歩誤ると大鍵な峡階を容易に發生きせる
恐れがある．

イブ･－トカスアーク法の熔接に雷って特に注意すべき
事喪は， イナートカスの純庭および力桑シールドの良．
否,熔接棒の材質,母材拳よび熔接棒の表面虚理および・
適正たる熔接條件である

スアーク熔接，被遜メダルアーク熔接およびカス燭妾が

ある．

一般に職合金材の熔接が特に困難な一腫因は,母制表

面の酸化脱の熔融黙が母材自磁のそ鞭よりも非稚に聞く

（母材熔繊囎約650oC,酸化アルミニウム熔磁砿約

21000｡C),このために職合金母材が熔融しても表面の酸

化脱は熔融しなし、で，あたかも．‘ムの袋に水を入れた如

き状態となり’金副相互の融合を妨げる酷にある

被謹メダルアーク熔接およびカス熔接等はいずれも甑

化リチウム等を主成分としたフラックスによ.って，この

酸化膜を化鋤勺に溶解除去して熔接を行う方法である

が,フラックス目協力噸合金Iこ對L副l雑に腐蝕性を有す

るので,残密フラックスの除去を完全に行わないと熔接

部に京大な蜘箇を生ずることになる．このために隅肉熔

接にはかかるフラックスを要する熔接は没用上使用出来

ない．

さた披捜メタルアーク熔接およびカス熔接はいずれも

熔接部の磯鋤ｳ性質が蝉､ので，防術鹿工作韮却!および

熔接工技侭按定韮準の中にも， イブ･一I､カスアーク熔接

法以外の熔接法の使月Iは琳前に海上幕僚長の承認を要す

るように進められて､､る･(ただしこの規定は雑穀購遜部

についてのみである.）

故に現左轆合金船殻椛迭の熔接には一股にイナーI､カ

スアーク熔接法のみが使用され，その他の諸熔接法は雛

装品の中のごく一部特殊な溺合にしか使用されていな
し、 ．

4 イナートガスアーク熔接法

この熔接法はイブーーI､カスの雰園氣の中でアークを飛

ばして熔接するもので，電柱にタングステン棒を使用す

るものと，熔接金闘俸を使用するものとがあり，それぞ

れタングステンフ'一ク熔接法およびメタルアーク熔接法

と呼んで唾別してし､る、

楼椛上前者は手鋤式が大部分であり，ヘリアーク法，

アルコ･ンアーク法等と名付けられ，後者は全て半自励式

または全自動式であり，シグマ法，エアーマチツク法等

と名付･けられてb,る.(本稿では便宜上へリアーク法およ

びシグマ法という表現を使用する.）

ヘリアーク法はダングステン電極を1，－チで保持し，

イナーI､ガスを磁極の周困のI､－チから放出してガ巽雰

函氣を作り，その中でアークを飛ばすものである．

甑源は交流なのでアーク安定のために高周波を重狸し
て使用する

熔加金副は桿着隊と稲する膝を普通のガス熔接の如く

アークの中に挿入して供給する、

5． イナートガス

イナーI,カスアーク熔接におけるイナーI､カスの作用
は，電極，アーク，熔着金闘および熔接部をシールドし
てこれらの酸化および甑化を防ぐ･とともに，逆極性の時
にクリーニング・アクションと呼ばれる清淨作用を生
じ，輕合金表面の酸化膜を完全に除去して，金蹄相互の
完全な融合をもたらすものである

故程イナーl､カスアーク熔接では，他の諸懲妾法の如

’
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一

きフラプクスを全く必要とし注い、

なおこのクヅーニング・アクションはイナートカス分

子のポンピング・アクション(Bombingaction)と呼ば

れる陽イオンの画突による破壊現象によって生ずるとい

われるが，はっきりし定メカニズムは判明してし､ない．

ざナーI､カスとしてはアルゴンおよびヘリウ具が使用

されるが，經課生の黙からアメリカの東海岸地方ではヘ

リウムが多く用し､られ，その他の欧米諸國および日本で

はアルゴンが主に使用ざ郡でいる．

イナーI､カスの熔接におよぼう-影饗の中最も重要かつ

i題量的なものは純度であり，純庭の低い,ｲブｰｰI､カスを

使用すれば，その他の條件力敦側何によくて＊熔接蕊に決

定的左峡鱈を蕊生する．

しかし毒がら要求きれる純鹿について明確な韮準は未

だ出来て壷1,,が，一睡の貝安に詮るようた基準を示ず．

・つた．

第3岡，第4図は園内3証の銘柄についてビード試験

を行った外捌寓渥であり，第5側は第41剛のX線篤眞で
ある．

スポッ【､識醗法とは適醤念大きさの極合金板上の一定

位遥にヘリアークのトーチを固定して歴き，桿溌捧を使

刑せずにアークのみを飛ばして母板表面に現おれ七クリ

ーニング・アクションおよびシールド効果を外獅繊査に

て判定するものであり， この場合もビード試験進と同嫌

にアルゴンカメの品鷺および洗壁以外の熔接條件は一定

にして遥くこと力泌要である．

第61剛はアルゴンカス2銘禰につき湖錘を一定;こし

て，母材の材質のみを3種頻鍵えて行ったス鑑ブ1､試験

の例である．

6． ガスシールドの良否

カメ純庇は根本的な要索であるが，更に同じ奥質窓カ

スを使用しても熔接作業力麺街で壷いと完垂なシール1辞

が得られず，従って熔接部に岡溌な“閏を生ぜしめるこ
とに姪る・

カメシールドの良否に影審を與える主なものは，カス

の放出疏避J I､－テと釧反との距離J 1，－チの角産，周
囲の風速およびノズルの形状である．

カスの放出洗睡は經諏生の黙からは腿先條件，耀錠電
流，熔接連座，熔接妾勢』つよび周函の風趣等によって自
ら必要]こして最小限の迩生溌重が決って来る¥つけである
が，一職には瀧壷の多い径シール】効果はそ恥だけ･上る
ものと考え勝ちである

しかしながら愛験によるど，ガス流肚かある舷に達す
る玄では，流壁の珊加につれてシールドおよびクリーニ

ンク・・アクシ罰ンの効果も上ってくるが，ある他を越え

て更に流量を珊加してやると，かえってガスの遡脹が滅
少することが判明した

これ,はメポッ I､試験法により容易に確認出来るか，そ
の理由はシュリーレン富兵より考察す-ると， 力･スノズル

の形状および母板との距離で定まるある瞳以上にガス琉

殴を珊してやると，放出されたガスに矧琉を生じてシー

ルi価俄が域少すると同畷こ，周閥の筌氣がカニの瀧れ
の中に吸引されてカス純庇が低下するためのようであ
る．

この値は大禮9～13I/minの窪であるが，勿諭この鯉
はノズルの形状および倒板との距離によって定まる瞳で

あって，完證な熔接を得るために必要な最小限のカス流
没の値とは無關衆詮ものである．

第7間の一恭下の篤眞はカス洗逓を6J/min…9Zmin

～規籍銅米蛎規祷MTI-A－フランスAirLiquideXL
成分KI4""fiﾀﾞﾗ1年) 規拷 (1950¥)
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．"安藝九，'建迭常I驍載国産アルゴンガ采に迩岱注もの

なきたい，全て米園A謎の製品を1験入して使用したが，

その後函産品の品質が急激に良くなり，現左は全て園産

品を使用している

アルゴンカスの純産の定量的総走法はリチウム法，パ

ラヂウ.昌鯛媒法およびグテピメトリック法華によらねば

ならなし､が，いずれも非艤にデリケートで現場の使用に

は適當でなし､、

熔接に適するか否かという程座の定睦的判定および各

種銘柄の選澤に語ける比較判定には，ビード試験法およ
び桑恭.’ 1､試験法力輔便で愛用的である

：ビード試醗法とは適當な大きさの鰊合金版上にビード

を壁いて，外観繊査によりクリーーング・アクションの

程度を調べ,X線篤填によって内部の峡箔を繊査し，よ
ってアルゴンガスの品質を判定するものである．

この場合アルコ･ンカスの品硬および流壁以外の熔接條

件は一定にして遜くことが必要であり，そのため常所で
,はシグマ法による全自動熔接を使用して､､る.なお融ど

もの經験によると下向き熔接よりも上向き熔接でテスト

‘した方が顯著篭差異が現われて，明確な判定に便利であ
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備考※立向と上向には侭流値をIO～20%減少L,僻接速吏を迩俄に趣ぶ※※遮流逆極性

の富興は風迩を2～5m/secと鍵えた場合のビード試験

を示す．

ノズルの形状は流磁力學的に簡職を生じ難くかつカス

を集中的に熔接部に放出出来るものであることが必要で

あり，醤所ではノズルは適當な形状のものを所内製作

し，職入したトーチに取付けて使蹄している．

111/min.と鍵えた場合のビード試験の外観を示す．

l､一チと母板との距離のシールドにおよぼす影讓は常

識的にも考えられる通り# I､一チの操作に差支えない限
り，接近させる方が良い第8岡は距離を3通りに麹上

きせた場合のビード試験を示す

1，－チと母板となす角産は垂直に近い程，シールド効

果が良く,20.以上煙けると熔接詰果力非儲に悪くなる
第9慨はトーチ角庇を5．から45.まで顔けた場合のビ

ード試験を示す．

周函の風速の影響は，特に遊離の如く屋外作業の多い
ものでは無覗出来なし､.一般には0.5m/sec・以上の風が
ある鶏舎は，適當な遮風装置が必要である．第7岡の上

7． 熔接棒の材質

熔接嫁の材質は，熔接部の駿械的性質に密接な關係を

有し，特にクラソク發生の原因と注り易いのでその選定

に當つでは注意を要するしかし左がら幸し､たことに,．
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最も多く使用されているANP材に對しては共金の熔接

嫁で愛用上差支えない熔接結果が得られているが，母材

よりもMgおよびTiの含有殿を若干増してやった方

が更に良好のようである．

8．母板および熔接栂の表面虚理

唖合金の熔接においては母板および熔接陣の表面が少

しでも汚損していると熔接部にプローホール等の峡箔を

生ずる．

溝淨法としては化學的な方法と機蠅ｳな方法とがあ

る．表面に附蒲している油脂類のみを適常な溶剤で除去

すれば，後は擬械的方法と化鋤勺方法の雨者の間に,熔

接結果に開しては有意蓋は認められない．

故に営所ではヘリアーク熔接陣については，使用する

前日位に化繋的清淨を行い，ビニールの袋に乾燥剛と．と
もに封入して保管の上,現場で使用している．

シグマ芯用線については5kg単位で，密に巻いたコ

イル状になっているので’浩船所における完全な清淨施

工は困難なので’メーカー.にて完奎に清淨にしビニール

袋に密封したものを朧入して使用している．

母板の熔接部は熔接直前に磯蠅勺な方法で清淨にして
いる．

化騨勺浦淨法は， 5％苛性ソーダ水溶液に約1分間菱

波し’水洗後15％硝酸液に約5分間蕊潰し，更に水洗

後充分に乾燥させる方法を探り，機蜘勺清淨法は，適當
な溶剰で表面の油脂を除いたのち，油氣のないワイヤプ

ラシで表面に抵抗を感じ，にぶい光澤をはなつまで硬く

こする方法によっている．

なお如何なる方法の場合でも，熔接棒および母板とも

に漂氣は禁物である．

第10岡および第11剛はそれぞれ母板およひ轄接樺の

清淨條件を種鐙鍵つた場合の罐におよぼす彰響を示ナ
ピード認識講果である。 （298頁へつづく）

’
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大洋波と船の運動 元戻誠三
唖永大學工願蹴肋敏捷

すべきかは，ニューヨーク大學のS.S､L・Chang.によ

って研究されている．

最近各國では波浪中における船の運動や髪全等の

問題を取り上げて研究を行おうとする氣迩が見られる

が， うI麺でも昨年カリフォルニア大學の海洋學部門と米

画の輩§綴を磯學會との共同主催で船および波に關する迩

合會議力穏かれ，その席上海洋波および船の運動に開し

て多くの講演が行われたが，最近その全部がShipand

Wavesという本に集められてカリフォルニア大學より出

版されている． この中には米國における海澤波の鯛査の

壌瀧や，船の運動庭開する研究の進捗描況を窺うに足る

ものが数多くあるので，本誌の紙上を借りて簡単な紹

介を行いた､､と思う．なお本論文集は次の4つの部門に

分けられているが，木號ではPartlについて解読を行

う． ・

Partl.波の理論，計測および豫報

Part2.荒天中における船の運動の理論

Part3.模型変験に對す･る装涯

Part4．模型および変諾における雑の運動の硬測

第1部波動の理論，計測および豫報

第1部には10の論文が集録されており理論と計測技

術および擦報方法等力錘くられているが,各論丈の中か
ら興味のある部分を抜き出して見る．

1波動の理論

波の理論としてはR.A.Fuchsが不規則波の理論を，
R.R.PutZが波動の譲測と解析法を,Louis.』･Coteが
波の統計法測をそれぞれ述べている．いずれも不規則な
大洋波を統計的に取扱うことの可鰄生を述べているがむ
しろ海洋學的なものなので本稿では省略する

スペクトル解析磯

現在米國ではアナログ型のものと計數型のものが用い
られてし､るが，種冬の職でアナログ型の方が使L､郷､と
いうことをﾆｭｰﾖｰｸ大學のPierson教授が述べて
いる．

アナ戸グ型解併器は米海軍の依頼によってニューヨー

ク大學で作られたもので，大洋波の波高を周M錘の鐘肋
に鍵えて磁氣鋒署テープに記錐し，次いでこのテープを
この窪りの速庇の約4000倍で再び解析器にかけると，
ヘテ戸ダイン方式によって種煮の周波数のシグナル：に塗

化されるこれを適當な幅のフィルターお通して周波数
別のスペクトル分布を求めるようになっている．
最も精度を上げるためにはフイルダーの幅をどの位に

韻M+H

1

斗１ーヨｌ「’一

Ｉ

州

う
ひ
‐
ル
タ
ー
の
巾

一
一
一
一

灘
冊

雷｡ ◆ 争 毎

帆
咋
哩
止
錘
一

錐I 間

第1I,団にはフィルターの幅を種盈に鍵えた場合に得ら

れるスペクI､ルを示す

この解折器のもう－つの特徴はco-SpeCtruxn拳よび

quadrature-spectruxnを容易に求め得ることである
CO電"ここ茜画軍溌よびquadratUresspeCtrumというの

は，今二つの時系列があって，この二つの系の相互の＝
リレーシ身,ンを取った場合に，その＝レログラムの

Fourie鍵換の変数部がco-spectrurnであり虚鞍部が
quadrature-Spectrurnである．

"2Wi

co-SPectrurnは二つの時系列の同位相の部分の相閉
でありjquadrature-Spectrumは90.位相のずれた部

分の相關であ愚．

これは波と船の運動の位相が問題となるような船首の
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突込みとか,3ammingの問題に必要な匙である・

すな』つち今かりに規則的な波に向って進む二隻の船を

老えて見ると，第2岡のように二坐の雑の縦摘れの角庇

は竿しくて急般首力戦を被るか彼らないかは波と船の位

相が測らなければ何とい､えなL, ．

もし波が不規則で従って船の通勤も不規則な溺念には

塊純にI鐇卿差と､､うものは考えられず，その碓率力:上記

のco-spectrulnおよびquadxature-spectxmxnによっ

て典えられるきつけでお為．

可変群i露1法問011' '丁変．『ン室クタンユ型披商鑑

、｣--二

2． 波の計測

波の識Ⅱは各剛とも頭を悩ましている問題である力緬

稚の底錘鱸力計による波の記錐等とともに幾つかの新ら

しい試みが紹介されている．

1)WHOI波高計

これはWoodsHoo1海洋科躍研究所で試作されたも

､のでその頭文字を取って命名されたものである．

椛遥は第3岡に示すようなものでピックアップ･の租識

によって,可鍵議肚型と可塗インダクダンス型に分れて
､､る．岡の右はインダクダンス型,左は容殴型で’ピッ
クアップ郡を除けば大差ない．本禮は長さ約17my直征

‘6,′のパイプ･で作られ，幾つかに切ってジ屋イントで迩誌
,してある

水面を切る部分は鍵f綴垂燈のheavingの週､をなる

べく大きくして波の趣則から遼ざけるために樫約雍"の

銅のパイプ･を胴いてあり，装睡の迩期は約40秒にたつ
･ている．

本盟の上部には増幅器や無弼發信装歴が飛池とともに

装術され，下部には水逹入れて浮力と亜心を砺節してあ
る．

第3圏

しく長いので，波のために大きな上下動を誘起;-ること

はなく，理論計錬では10秒の迩期の波でも波高の錘％

程庇看ある．

この波高計によって得られた記録の一例力蕊4岡に示

してある．

この記録はNantucket島の東南東},250浬の地黙で

順ら私たもので，この時の股高の波高は93沢で，最大

狸削は8秒であった．

波荷の塗化力迦きると，可愛容量型

では銅製パイプ・と海水の間の容匠の塗

化により，また可鍵インダクタンス型

ではパイプ・に沿って動き得る小さな浮

子の動きをワイヤーによって仰えて装

遥内の鞭ン鋲ク荻ンスを鍵化ゼしめる
ことにより波高に雁じて發振群の周波

数を鍵調するようになっている．

鍵凋された砥波は，頂部のアンテナ

より5．4メカサィクルで發儒され到達

距離は8～10浬である

記録に画線性を保たせるために受感

部の彼遜を長さの方向に迩岱に愛化さ
栓てある．

波の周期iご陵べて波高計の周期は箸

に一
’I 刑V

◎MaijorwavecomponentS

’鐺4ImWHOI波商計による記姓例
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展されたもので，航空賎に糀密砥波高庇計を装附し，海

面の商さを低空飛行しながら刻べに測定して波型を鵬ず

ものである

現在用いられてし､るのは飛行高庇125沢罪飛行逵睡

135ノッ1．である．

この方法の峡鮎は，薇周波の部分，すな』つち小さ念短

ぃ波がよく判別出来ないことであったが，蒲苓と欧艮が．

施されつつある．

この方法の利鮎は矧聯間に極めて庇い海域の測定が出；

来る酷で，例えば地域的な風浪の發逹の梢況とか，山』

た拳この時得られた記録よりLonguet-Higginsによ

って得られたzI可与波商間の關係

H1ﾉ3 (有義波高) /H(平均波高)=1.598

/HH【ﾉ'0 /H =2.034

を橡討した所，得られた記録をそのまま全部取ると理論

|豆,胸/宜IH,)s/H|
理論位との差 Ⅱ0．5 1

〃 1， ’
15.‘

5－4

全部を取った坐合

周波数の商い部分
を捨てた掛合

値に濁し上表上段のような差が出るが，

第2岡のように波長の大きな部分(Maiior

Component)を坂出して周波数の大き

な部分を捨てて平均すると下段のように

よく合致することが判った．

一方海底嘩力計によるものでは理論瞳

とかなりよく一致している．

この理由としては,Longuet-HigginS

の理論は周波数の施圃が狭い場合につい

て出したものであるのに，この波商計で

はすべての周波数の波詮記録するからで

あると考えられている

2）加速度計と水位計の併用

この方法は最も進歩した方法であって

船の船首に沿って抵抗鍵化型の波高計を

つげ，その直上に加速庭計を置き，船首

と水との相對鍵化と，船首の室間に對す

る動きを同時に記録するこ･とにより波高

を測定するものである問題は加速度を

二回積分して鍵位にする際の誤差と，船

首における波商が，船自牙の波と船の影

霧とによって鍵化す-るための誤差であっ

て，その黙さえ解決されれば這削間の迩

鍍記錐も可能であり，記錐を坂るのにも

便利である．第51ma)は船首の波商計

の記錐,b)は船首.の上下鋤,C)はa+b

＝波高である．

またこれを別冬にエペクI､ル解析磯に

力けてスペクI､ルを出したものが第6剛

である．

この方法は米國では海寵水路部で發展

されている．

3）航空機による測定

この方法は英國で始められ，米國で渡
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ことである．

この方法が初めて發表さh,たのは大戦中であり式の中

の総数を決定する獅測臆も少なかったが,後にStump

(1948）およびArthur(1947)によって数多くのdam

を基に.して多少の修正が加えら恥,更にBretschneider

(1952）によってカリフォルニア稗に挙げる概測値毒

埜にした修正が加えられた．

Sverdrup-Munkの方法では有義波高,避切銅§與え

られるだけで,謂笥値とか,最高の波とか，その分布の幅

等に開しては何等の知識も得られない』つけである．この

酷に閲して幾多の學考が研究を行ったがSeiwell(1949)

およびWeigel (1949)は硬測により有義波と高い方か

ら1/10の平均波高，著迩の羽句波高諸よひ最高の波等

の間に，波の絶識値にほ無關係な一定の關係があること

を謹見し,次いでPutz(1952)およびLonguet-Higgins

(1952）は狭いスペクトル譜域を持つM鍔について理翁

的な静観を行って理論的にも上記の關係が求められるこ
とを示した．

またBarber(1950)は変礫の不規則な波群の痔つエ

ネルギーと同一のニネルギーを有する単一な正弦波と，

波群のzF均波との間に一定の比があることを確かめた．

これらの關速を示すと下表のようになる．

有義波高 1．00

雫均波涛 0.625

高い方よりユノ10の平均波高 ユ.27

同一エネルギーを有する正弦波高0'6

－方戦時中鈎到でも澱報に關・する研究が行われ，

●■ｹ

にぶし ‘
巳

』 3 F 7 9 " J3 ノ§ J7

錐7Ⅷ危波淘庇計による肥録例

や，防波狸の波に對する影霧等が直ちに判る．記録例が
第7間に示してあぉ．

3．波浪の謹報

波浪の懲荊こ開する理論的および渡鋤りな研究は第二

次世界大戦中に著しい進歩を途げ，現在米國海砿水路部

で政毎日の波浪織報剛を出す嚴確をするまでに挫歩して
いる．

今波浪の懲報技術の發達を少しく歴史的に展望して見
よう．

媛初は挫報というよりむしろ風迩と，波との關係の蛮

駿式というような形で罐展し，種盈の躍者によって種七
の竣職式が與えら恥允

数例篭示すと，

Cornish H=0.81V 1934

(H=波商,",V風速ノッI､）

ZZimmerman H=0742V 1932

nossbyandMontgomeryH=0.3Vg/g l935

また吹邊距離が風の蕊韮に關係があることに着目した
入もあって，

StevensonH=1.51/~F(F=浬)(F<39浬)1874

H=1.51/F+2.5-〃F(F>39浬）

Moritor H=0.1961ﾉVF.}25-1.035j/F

1935

IribarrenandNogalesH=4,59"F一 1949

これらの式は吹遥距離の無限に炭い海域を一定の風が

.吹いて起る最も大きな波かまたは吹邊距離が限定された

海域に-罐の風で起こされる最大の波を與えるもの・であ
る．

大戦中に海軍の作戦この必婆から波浪の正碓な溌報が

．要望されるに至り，各國で著しい蕊垂がみられた．この
"SVerdrupおよび弧unk(1947)の識報理論はその

代表的なものとして総りにも有名であるが,既に本誌で

も前に紹介したこともありここでは尉錘はしな↓､．ただ

ここで注同すべきは有義波(商い方から爵の波の平均値）

の概念の導入である

なおSverdrupMunkの理論のもう一つの利黙は庇

い海域に-鐙の風によって起こされた波が未だ蕊並途上

"にある状態と飽和に蓮ずるまでのIMIiとが求められる
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Quthons(1945)は蛮勝”に豫報曲線を

求め，これは後にUrsell (1948)更に

Darbyshire(1952)によって理論的に

謹展された．

Darbyehireによれば有義澗葡は

H=0.066Vs/2(1-9)"咳腰.)で輿え

られる．この理論はスペクI､ルの各素分

波が別冬に護達して最後に合成さ恥ると
､､う考えから行われている黙でSver-
dTupaMunkの理論より勝れてし､るが吹

暹距離の小ざし､所では1郵祭より小さい値
を輿えるようである

最近数年間の間に，ニューヨーク大學

のPierson教掻記主膨とするグループ

によって目斑ましぃ護展がなされた．

Pierson(1"2)は疫際の海洋波を無

限に小ざ定波高の無限に多くの波が詮く

609－－－

S蒄了会”巽壱殻Bだt5chqeidQT､一

ゆlifor 一一一一一一
50

”句Shj妃一・一一・一---
「N“nqmn－君－ぜ－ロー ト一一

54,’ ’ ’ ’ ’ ’ ’ ’ ヨー
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呈灸1． l l l l －ｰし一イ′ ｜ ｜
喧一＝

仁甘 ＝三三
四
エ

山

≧詞
夢

f/fルジ十一I

'.|〃”/1 1 1

，鰐 ＆1伽 I釦 ZOp Z印 己” 3

FET℃HIMj祠C"MILES)

第9間各識報班瞭の比絞（風速50ノッ I､）

平均波商＝1.77,l/E

有義波高=2.831/E

商い方から1/10のzF均3.601/E

第9I団は菰奇の溌報方法による波商と吹遥胆離との關

係を風速50ノツ 【､の時に封してﾌﾞ画ツトしたものであ
る． ・

PiersonおよびNel'mRnnによる懲報方法の締産は

未だ完全に変証されてはいないが，以前の理論よりも少

くとも理論的にはより正確であると考えられている．

一方米図海礪水路部ではこれらの溌報理論を月加て波

浪識報慨（天氣間に對鵬すあもの）を試作してし､るが，

近いﾙﾁ米，毎日24時間の謹報掴が作製されると考えら
れてL、る．

rnndolnな位相で露盤Lﾉたものとして塞見することに

EWiLたが，次1,,でNeumann(1953)は繊羊波のメペク
I､ルは波が充分發達した（飽和に達した）獅菰では，あ
る風速についていつも－髭の分布をすることを發見L,
これ詮風速によって鶏加に表現することに成功した・
更iこNeumg'nnは嚢達しきれない波にっ'1"､てのスペ
クI､ルを求め，風速と，吹邊距離によってこのスペク'、

ルの累談エネルギーを求める雑荊國lを作ったこの側は
第8岡に示してある．

圖中縦軸はスペク'､ルの累磯エネルギー（スペクトル
分布曲線と．基線との間の面俄）であって，この累積エ
ネルギーと波高との間には次のような關迩があることが
理論的にも經験的髄二も求められている

－

為．

10． 結 ぴ．

以上簡単であるが舶用軽合金の熔接において特に問題．
になる鮎について若干の解読を試みた．
前にも述べたように輕合金の熔接は注意深く茂全の準
術をじて施工すれば，その詰果は非常に良好であるが，
一寸油断すると大壁な峡階を生じ易いものであり，今後．
更に研究改善すべき事頚が山稜してし､る． しかもそれら・
の中遥船所の工作技術で解決出来るものはごく一部であ
り，大部分は韓合金材料の治鋤ｳな問題あるいは熔接機
の擬概，アルゴンカスの品質等と關迩産業の密接な協力
なくしてはいかんとも畷tいものばかりである．
かかる意味からも防伽聴鑑艇に謝する多駐な職合金か

使用は,今後の技術的な發達の竃要な契磯となるである。
うち （以上)'

（293頁よりつづく）

第10岡は熔接棒は完全に化鋤勺清蔀法を施したもの
を使用し，母板の清淨條件を鍵えたものであり’擴蜘勺
方法と化鋤《j方法の間に差は認めら恥ない第11岡は
逆に母板は完全に化學的浦淨法を施したものを使用し，
熔接嫁の清節條件を愛え龍ものであり，棒の汚損が熔接
隷銀に敏感に影蕊して､､るのがよく判る． 、

9． 熔接條件

擁合金の熔接}二おいては，蹴流,電睡,熔接連座，ア
ルゴン裁量， ダングステンの直挫，熔接捧の直樫および
邊給逵産等の熔接條件の適正な値の範囲が非職に狭いの
で，催莱に雷ってば綿密な辮前術準と注意麓い施工が必
要でおる．第12圃，第鵡闘，第14岡ぱ防術歴工作基
準に示さ恥た標準熔接條件であり，常"『では本表によっ
て良好な熔接誌果を得ているので御参考までIこ紹介す
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鐵鑛石輸逸船雑録 米 田 博
迩翰奮船館略監琢深

物を求めて世界中の富この池へでも航行するという形式

を放棄して，特定の二潤削以外のどこへも出向かないは

りつけ輪遥の形態を採用することで，かくすることによ

り艦の諒行率を向上し，輝璽會斌の諸經費を衝職するこ

と壷狙うことが出来る．しかし，そのためには談山の鑛

石埋撒職がかなり大きく，しかもその買付けについては

園､契約力城立しなければならない．

他の一つは船舶の専門化に開してである．特定＝溜司

を特定荷物を運ぶだけの秀めに設計され七船はその婦牛
下には他の-Q磯召とくらべて遥かに低い運賃＝スI､で済

むわけである．那門化は二つの重要な鮎に開して行なわ

れているのが例でおる．第1婚は鮠の大きさと形状に工

夫がこらさ私ている,ことで，これは大塊状毒なして角が
● ●

多くて重いという鍛鱗石の特徴から出發したものであ

る．第2は荷役磯城をつげるに雷って戯揚雨港の荷役設
伽の状況が大きく考慮されていることで，本給の荷役設
備を省略してしかも高能率の獄揚を期符するためには積
揚雨港に相幽の荷役設伽がととのっていなければならな
､，、

鐵鱗石悪用船を最も一般化しているのは，いｵづずとし
れたアメリカであるが，これにはアメリカの五大湖を走
るものと，ベネズエラ～アメリカで代表される夕掴鑛山
～アメリカの二種があり，他にfギリス，スェーデン、
ノルウェーにおける例が喧傳されてし､る．ここにその詳
測を細介する雛裕がないが，積地，謬也,保有抵鉱形態，
船型，輪邊形態を略述して， ･世界における錨識石悪用船
の辮想を理解していただくこととしたい．

(イ）米国五大湖（参考書(1)(2)）

獅也：シューペリヤ湖

揚地：デI､ロイi､，クリープランド， シカゴ，アシユダ
ビュラ等

保有運航形態：アメリカの製鐡業力識山に投賛し，ある
し､は鑛山を經醤し鐡山と製鐡所との施設に密接
涯關速性壁持たせている

輪遥形態：山からミル蛍で完壷なベル'､＝ンベ､|'一的な
システムになっている．

(口）ベネズエラ～アメリカ（参考譜（1）

積地：ベネズエラ．秋荷設術完附
揚地：アメリカ東岸揚荷設備完髄

船型:24,000D.W.16kts.自らは荷役鐘蚤を持汰~ず.

船舶用遼の専門化

凡そ覚物を輪邊ずる、的で造られた船はもともと同じ
■ ､ ● ●

慨迭の船であったろうが，そのうち液腿をびんやかんに

入れないでいわばぽ錨として運ぶためには特に顔ンク
船が作られ，中でも大肚の輸邊需要のある石汕撤邊のた
めには次第に4翻臘"迭力藩え出されて今日のタンカーに

育ったことは溌然の成行と考えられる、

ロイド統計によれば1955年6月末現在における100

總トン以上の世界船腹は1億57萬總I､ンであり，その

うち26％に達する2,646茂總I､ンがタンカーであるこ

とはタンカーなる特殊擁悲船力逃れ脳た理由を裏爵きす
るものであろう．

ところで残りの7,411批總I､ン(74%)はgeneralcar-

goboat(むしろdrycargoboatと秘すべきであろ

うか）であるが，そのうち何％がなにを蓮ぷことに使

用されているかということにつ'ざ､ては明確なデー荻が

たL､．假に英國海迩築曾所が不適Ⅲ運賃指数を出､j-ため

に使用しているウェイI､を以てgeneralcargo|輪邊肚の

割合とすると垂品目中錨石13.6％,石炭18;3％となって

おり，この他に屑鐡も加えれば鍛鱗原材料の輪邊はかな

り大きなウエイI､を持ってし､ることが到明する．
このようにgeneralcargo中質及が特別に鋤､とい

う特徴のある鋤競石の輸邊について特別の考賦がはらわ

れるのは當然であって，ぃ3つゆる鐡戦石専用船が出現し

た理由はここに存する

鐡識石専用船については後に「参考鋤をあげてある
ように既にいろいろの感也から紹介されてや,るのでこ

こに再び蛇足を加えたくな'ず､が，從剰世界各地で運航し

ている鍛談石悪用勝はどのような蛎想をその韮本として

いるか，さた日本では從來どのような船舶が鍛讃石繊邊

船として企謹されたかに，焦鮎を合せて記･してみた'ｫ､．

世界における鐵鑛石專用船の構想

あぉ棒道の秋池から特定の揚地まで，鐵鱗石の堂と

まつ炎遥がかなり園､にわたって年ぺ一定瞳輪遥される

需要があ為ときは，その雨避間をビスI､ン轆邊する''､わ

ゆるはりつけ輪遥用の難I1蹄が存在することによって輪

邊＝ストを低下させることが可鮨となる．この場合輸邊

＝巽I､の低下は二つの面に期待されているようである，

その一つは通航形態に關してである． ＃紬に'ざ､えば荷

P
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保有運航形態:OreSteamshipCooporation (BethI-

ehemSteelの子會赴）

溌邊形態：山からミルへ完全なベルI､コンペヤーシメテ
ム

（ハ）イギリズ（参考書(3)(4)）

談地:不明： （スエーデンおよびﾉルウーー，堂穴は佛領

北ア・フリカであろう）

揚地･冑英國西海岸諸港(PortTalbot,Barrow,Work-

inton,GIamorgan錨9－水深浅く，干満の差

が雀だLjざ､ので多くはドブクジまたは潮待錨地

(tidalbasin)の荷役で船型,吃水の制限を受け

ることは日本の八幡以上である．赫来20,000~●

22:000D.Wも型を使期するため1958年までにブリ

ストル，チャンネル諸港の港湾設術を改善するこ

とを計謹中であるが，その費用獄2"5,000蕗ポ

ンドないし3億韻ンFであると秘せられてし､る．

保有運航形態：鐵會牡と船會祗の共同出資による特殊會

赴、

例-OreCarriersLtd.Londonは1951:f8月

設立．蓑本金200蕊ポンド．

Britishlron&SteelCo. (Ore部)(いわゆ

るBISCO)(鐵會祗)が49%,HoulderGr-
oup(船會赴）が51％の株式を持ってし､る．

保有船腹：

當初案

鰐謡::W:蹴裟}'953~55"
・第3X12,000～ﾕ4,000DWDiese17=)1954～57年

以上計 15隻約17"D.W.

改訂案

9,000D.W.型12"

133500D.W・型7隻

計 19隻 約20"D.W.

なお6月4日銑＝＝ノミス【､iごよれば40隻42"D.

W･

織邊計謹：鑛石輪入殿10,500=FI､ン中4,000千I､ンを那

月雛で溌邊（當初案）

船型:LI11'407',L,:､427ﾉ,B:MI(157'jDml(I33'4/'d.25-
27′（推定)，馬力2,925HP(航廻時)稜戦Wザ航海

速力12ノッ1， 9,000D.W.AftEngine.

本船繊易は卸設肪の全くない鄭朋船．

（二）スエーデン（参考書(3)）

裁地：エェーデン

揚地:各函

保有通航形態､:TGOY(TraiikAktiebolagetGranges-

berg-Oxel6sund).純辛な辮姉上でスニーヂン鑛
石輸出の90％をにぎるGrangesbergGroup(コ

ンツェルン）の中核瞳

保有船舶:M.V・VaSsijaure(21,700D.W.)は遥$I"r

（メニーデン）がどの諾主のために造った第30祷

旦の｡K用辮

輪邊形態：往航は鐡鱗石を織出，復航は水パラスl､の代
一 りに石汕を秋む．

.(ホ） ノルウェー（参考醤(3)）

ノルウニーもズニーデンと同溌の經醤形式をもって雌
かながら悪用勝を迩抗している

日本における鐡鋪石職逹の現號と専門船の描想

前節でアメリカ,イギリ采,スエーデン難における代表
的鐵鱗石叫K用無邊雅の描想を紹介し弁が，勿論他に渚外
國に宝も一般貨物船で鍛餓石が輸邊される例は多い．

日本の場合'輸入鐡鱗資源が碓立されていず，輸入光
と長期の安定し我一翼付契約が出来ないこと，従って磯地
の港湾設術に資金を投じることができず，かつ日本の揚
地設伽もととのっていないこと等により今日まで米英的
な鍛砿石辨月雅は出現していなし､、將米とも荷役装遜の

面で鐡鱗石巫用船らしきを持つ潤獄ばかななか出現
したし､であろうが，他の牌迭上型K用船と名付冷らるもの

は艇にでている．これら諸錯を例として日本における鐡
鍬振MW船の朧想を撤討してみよう．

次表に示すように日本における鐵砿石輪入先とLては

東南アジアが全繼の80％をしめ，北米が20％径庭とな
ってL､る・しかし，北米からの燕入につい竜は日掬きが

機取っている部分獣その17％径庭にとどまり，他はす

べて外鰯淵こよって輪邊きれている．これば買付契約を

なすに當ってFOB契約をする鍛境になし､ことを示して

いる&これに對してフィリピンを初めとして東南アジ
ア諸國の場合j土日本譜が過半丘の御反りを行なうことが

できる．このため脇來はりつけ輸邊が行なｵつれるとすれ
ばそれは東南亜～日本間であるといえる．

現在は次表に示すように戦漂鮒,在来船賀錯等いわゆ
る籾悪胎の醗lfがJ1輔に多L､力搬近後に述べるように多
少とも郡用獅勺なにおいのする謎裂鐇建濫の動きを趣せ

始めたのは日本における木問題の動.剛を示すものとして

興味がある.
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度の鍛鯛生産を勤鐵700"1,ン.銅塊1,117蕊トン,普通

銅尭材を765"I､ンとし、これに要する鐡蕊肩1,267"

l､ン中國内生産を450"I､ンとみて, 817"1､ンを雛入

する必要がある，としている．これは昭和30年産見通し

603"1､ンの133%に相猶し，星の輪入先はフィリピ

ン240"i､ン，マレー280麓【､ン,インド100"I､ン,ゴ

7'･50"1,ン，その他東南ﾌ･ジア諸國およて剛上米92"i、

ンとなっており，昭和30年産までと同犠特定地域に輸

入殿砿石の大部分を期隊することは不可能である．

通論省では鋼材便格における原材料特に鍛鰯日燕邊斐
のウエイI､の大きさに鑑みて，その蓮氏を安定し，かつ

迩賃＝ス1･を低下するために日本Iこおける鐵鱗同鐵邊の
あり方について按討しているが，まだ結論が出ていない

ために,ここに紹介出来ないのは非常に残念である． 日

本におし､て訂謹された錨鱗冒輸邊錯および日恭皆溌所で

行なわれた外國船の錨織石総暹蹄新敦輩の概鰡団を参考
に供することによって，日本における鍛鑛石鹸鐙のあり

方に代えさしていただくこととする.(本圃は現關東海里
局船舶部和田幸徳君の勢に負うところが多‘､.）

琴 考書

1)ModernOreCarriersBylJ.Henry

TheSocietyofNavalArch辻ects&Marine

Engineersが1955年5月19～20日フイラヂルフイ

ヤで行った春季大會に提出された論文で，最近の
OreCarrierの度態が，船殻i擬豊.艤装の両前から

撤討されており，かつ世界の主要Carriersについ
て船主，遥船所，航路，諸要目力群しく表示馥先は

岡示されている．総諺鴫の科學」昭30年10, 11
月銃に中山和世氏が畷近の鑛石運搬船」として読
課されている．

2) TheDevelopmentofOreCarriers lnRecent
YearsByW.A･Stewart.

1954年4月5日NorthEastCoastに報告きれ
たもの．リベリヤ→!米國東岸向･OreOilCarrier,
T."hrador→米國東岸向Ore&OilCarrier,南米
→米國東岸向Ore(only)Carrier (NBCで建造
中のもの）等を詮例にと‘って，豊富な岡によって表
題の敏討がされている、

3）麺における鑛石専用艦澤正治
三井船舶「海運説遜月報」1955年8月號
蕊到のBISCOの専用譜龍想が詳しく紹介されて

し、る．

4）鐡錨専用船に關する緋識木下商店識査課(30.420)
BISCOの第1雑オーレリア號（モーターシツフ・誌
1954年4月雛）を中心として專朋船に關する諸尭
の知織力癖説されてL,る．

鐵鐡石輪詮船菰別配鐇表

。 ”＊ ”|翻総緋|""､"
ブイ リ

ピン

ずレー

ゴンドj

=P ア

アメリカ,
カナダ

年 中

5月～9月のみ

10月～4月

5月～9ノラ

些
斐
隻
隻

６
４
５
１

約
約
約
約

幽
司
鯉
者
塑
Ｉ
笠
Ｉ

５
３
５
３

胸
ｌ
約
焔
脾
随
‐
１
１

斐
隻
斐
隻

６
６
４
２
略

約
約
約
約

隻
隻
隻
隻

７
３
４
６

御
細
御
約

1

1

以上のようた條件FFに考え出された鐡石輪遥船はいず

れも辨日輪遥のみを對象とし先ものではなく，石炭,穀

翰等いわゆる撤破貨物を蛾邊すZ,に繕ってｲ鍼：の性能を

も謹揮し得為よう設計されたものが多へ,､、芝の主要なも

のは次のようなものである．

Wfif次遡船名‘鍵|船型IDw.IL×BxDxdl"
次後期|日院

:：
15月6

9，86

,

|日産 船尾鯉
甲板型

船尾
機閲

9次&

9次
期申

10

!汽珊

i悪
木下
商店
ロ＝日産 53Mib

×ユ1.5×825‘

同上

15 ,000

)200

〃

劃

13.0〃

轍燃傘鰯
難
日産
汽船

|灘
i 〃

11次申

:厚
"

13.3ウエルデ

プキ型

〃

15

｜
ト

』罐
〃

135.673×20.

1”
X120

137.56×20.4
X12.0

〃

欧 13

13'〃

このうち日産汽船の各船は先に述べたように鐡石輪邊

.のみならず，石炎小麥等の撤俄物の輸邊船としても充

分の荷役設肪と貨物船容俄とをもち，木材輪邊船として

の性泥を亀保有することを狙っているが，その船型は日

本向鐡鱗石の積出地における港簿並びに荷役事傭および

揚地と挫定された鋼暦川崎製鍛所の水鶏!利用し得ぺき

陸犀荷役設附等の許し得る浪大のものとなっている．

現変に航行してい為率用船は日産汽§Wの他iこは飯野海

運の改浩船2隻があるのみであるが，これはTLタン

カーを改遥したもので，その工辨の大要は船侭全長を

14.0～14.8メ声トル短縮した他,上甲板に鮠口新設,二重

底新設, l､ランスパースパルクヘッドの一部除去’デリ

ツクポスト，ブーム，ウインチ等の貨物胆荷役設備の新

設等で改造萱は約1億5千茂圓である．この結果雨船は

錐かながらスピードアップ．され，かつ燃料の消費が域少

し先こと等と相俟つ採算がよくなったと稲されている・

む す び

經濟6カ年計謹に鵲く通産省計遜によれば昭和35年

’
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偏針儀自差修正の残存自差につ

いて

鈴 木 裕
蛎球水流大雄

さて

Ao÷芋 n,=l ｡5｡
Bo=÷(ctanI+5) E｡÷d古b
q=割錐anI!:) ハ==1.+皇昔皇
とおけば.Ao,BJ,Q,,Do,EOは自差の精係数(exact

coe伍cientofdeviation)である・

．一般にAOとEoは極めて小さいから

A，＝EC＝0 うなわちb=d=0とすることが

できて(2)式は次の通りにたる・

鶚cosO=(1+DO)cos(…0)÷Bo
｝_¥sin'-_(1,､n(',_C｡

従って

B,-fi_c｡s,_(1+D.)c｡s(0+6')1………(3)
C'=-¥-Sin'+('-n~",)l
目差修正後において船首羅針方位0の場合における

価針儀の直角価向器目をn9とし，また総首繩針方位四

方鮎における偏針嬢の直角偏向器月を次の通りとする．

磁氣＝ンパスの自差は本来方位に開する誤差であるか
．ら，自差修正に営っては，方位測定を主とする方法が良

,い課である. しかし，天候や＝ンパスの装備位歴の關係
で磁場測定によって修正しなければならない場合も多
心，、

偏針隣(denector)による修正も後者の場合に溺する

ものであるから，憎然修正後の残存自差の壷が問題にな

ってくる．この問題についてまず諾内磁場に開するPoi-

-SROnの方径式より，修正後の諾首四方識における偏針

燐直角偏向器目を用いて、残存自差を推定する式を導き

更にこの式について渡駁を行って計算式を確かめてみ

た．

1．壁存自差の計算式

錯内磁場を表2つすPoissonの方径式

X'=X+aX+bYfcZ+Pl..…….(i)
Y'=Y+dX+eY+fZ+Qノ

‘(1)におし､て

X',Y':それぞれ船内磁場の水平方向の成分

X,Y,Z:地球磁場の各成分

a,b,cJd)e,f:溌魑の軟鐡僻造物による常数

~であるが第1間のようにXjY,Z軸を紹腿の主尾線方向，

左右舷方向および鉛直方向に坂り，

' l0｡(N) １
１

1

1
1

１
１

90｡(E) 180｡(S)
－

ns

270｡(W)
－

nWD9 I nN nl2

更に船首難'1万位の四方難における諾内水平磁力をそ

れぞれIEF,H'E,Hs,H′wとしjn9jH'9のzF均値を

それぞれnf,H/とすれば

弧'=*(n"+"+｡…w)

且'=*(H'蕊+H'瞳十鑑十H'箙)=ﾊH
さて譜首各方位における偏針儀の直角偏向器目は，そ

の各場合の船内水平磁力にそれぞれ比例するから

溺--鵠=篭=農=鵲--藍=器…(4)
であり，從って（3）式は次の通りとなる．

｝…”
Bo=-¥cOs9-(1+D,)cos(e+ap)

C,=_¥sinl+(1-D.)sin(0+aj)
また，船首瓢針方位が四方難の場合の目差を

Nどこ羅針方位の北

Nn,:磁氣方位の北

H:水平地磁力

Z息鉛直地磁力

I ：地磁氣の伏角

譜首羅針方位0の時の自筆を

.．鞠，また諾丙水平磁力をH'@と

すれば

（¥睾胃:難璃）
（堂目隙&，
Z==買いnl

ﾓ故にPOisSanの方程式は次のよPOisSanの方程式は次のよ

NmNc
X

Z

第1園

うになる．

H/bcosO=(1+a)Hcos(8+60)-bHsin(0+69)
+cHtanl+P

-Hﾉbsine=-(1+e)Hsin(0+60) 1
ノ．｡…｡(2)

“士dHcos(0+69)+fHtanl+Q

’ ’ 0｡(N) |90｡(E)| 180｡(S) |270｡(W)

” ｜ '､ ’ ｡． ’ ． ’
扇

0W
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従って(9)式を用いて各譜首方位の残存目差を亜數で

表わした値を求めれば

賎＝一躍=C

|_恥＝－6SF=B

6kE=0.707(B+C)+D

’
6§IE=0.707(B-C)-D

6&w=-0.707(B+C)÷D

6Eww=-0.707(B-C)-D

となる． （6）および（10)式を用いれば．術職儀の直角

偏向器目からB.C,Dを求めることができるから(11)

式によって残存自差の値を求めること力拙来る．

とし，しかもI引鑑修正後であるから．これ蝉の目蓋の値

はいずれも小さいものとし

sin60=60 COS60=1

z二考えれば，船首縦針方位四方勘の場合に(5)式は次の

通りとなる．

B･=¥-(1+D｣)=(1+DJ)ss=-¥
n勺

、ノ

+(1+Do)=-(1+DJ)

G'=(1-D')6"--¥+(1-Do)=､'-DJ)a,

=¥-('-DO)
從って

－
ｉ一

江

勺
、
↑
岬

》
一
が
》

１
－
２
１
’
２

一
一
一
一

０
Ｏ

Ｂ
Ｃ

i宮

2．責睦結果

"…《｡１
－
４

一

一０，
4

変験は前述の(6)式に》ついて確めれぱよいわけである

ので，まず精密回漣蕊の上に羅盆を載せて，磁桿によっ

て目差を作った．次に諾首の主要鮎における目蓋の量を

回輔選の目盛を利用して測定し，目差の略係歎B,Cを

求め， （10）式よりBo,CJを計算した．一方,諾首羅針

方位四識における偏針隣直角偏向器目より(6)式によ

ってBo,qを計無し前者のBJJCJと比較した.疫験は，

水産竃漁譜研究室の磁氣羅針儀室で行い，羅盆の附近よ

り磁桿，鐘製品等を充分遠ざけた．

晦験に用いた羅盆および偏針隣は次頁の通りである．

(n斎÷ns)-(nif÷niv)
nl

－－』方において目差の路係"epproximatecoe伍cient

qofdeviation)をA,BJCJD,Eとして諾首方位eの場

合の目差を庇数で表ｵっしたものを6．0とすれば

6･8=A+Bsin6+CcosO.I-Dsin28+Ecos20…:･･(7)

さて,圏差の緋係数と略係數との關係は大略次の通りで
.ある．

急亘識蕊溌急謝}………鱈’
ここにAO=EO=0と考えたからA=E=0とたる．

-從って(7)式は

6.0=Bsine+Ccos8+Dsin20･…･………･…(9)

.となり， （8）式からB,CjDをBO,Co,nDで表わせば

B=Bo×-型二=Box57..3

｝…一《”
元

C=Co×57bo3

D=DO.×57．．3

錨1表羅盆と燗針俊の組･合せと変験番誹
－

意聖雪1N｡' |恥』 |N｡'

１

毛
式
々

Ｆ
Ｆ

Ｓ
鯵
Ｓ

I II

III

V,V'I Iv VI

’紫2表No. I偏針隣SF5型縦盆を使月]した場合の自差，自豊係数，直角佃向器目
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■
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０
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０
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ｚ
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羅壷の型式番鑑カード錘製法會戯名 製遥年月

SF5 165粍東京計器製造所．昭和27年

SF71 70075190粍 同上 同上

93式β號1型35 165粍舞鶴海軍工職昭18年12月

錐3表〃の仙
｜

No.! | No.2 1 No3

SF－う

”式
SF-71

錘
一
印

０
０

0．67

0.71

0.76,0.70

一

-

0.78偏針儀の番鍍製作番跳製造會武名製迭年月

No.1 6144 東京計器製造所

No.2 同 上大正12年

No.3 8078 同 上昭和28年

また，愛駿は，上記3種の羅盆と3菰の偏針鱗を第1

表の組合せで行った

とすると第2図より

K="Kd …｡.…･(12)

という笈験行力輻られる．”が1に等しい時は，前記

(6)式がそのまま使用できることになる．第2I剛より、

"=0．64力鶇られ，伺溌に第1表に

掲げるI～VIの各組合せによる疫

験続果より錐3表に示す刀が得ら‘
れた．

〃は，船内水平磁溺と直角偏向器：

目との關係に原因し･具魁的には,偏

針隣と羅盆の性能，寸法に關述する

ようである｡目差修正後においては，

残存目差は極めて小さいので，第3

表の愛験結果より，刀を0.7として

も結果に大した誤差は含まれて来な

い．本疫験により，前述の(6)式は．

次のように改めれば，なお一層の総

魔力鴇ら恥ることになる．

重鐸蹴}”
刀＝0．7

また，水平磁場が直角偏向器目と1次關係にあれば

(5)式より

域…》鼠…"※…}…“
も成立する．愛用上，上の假走は可能であるので，これ

らの3式より残存目差を算出すれば充分な精座力縛られ
るのである． （完）

第2図

今,一例としてNo.1偏針鱗およびSF5型MMI鑑を使

用した場合を示すと，第2表の通りである・

第2表から得られるBo,COを個表によって比較する

ために，織軸に直角偏向器目より計蝉される係数Bojs

よびCoをとり，縦軸に獲際仁與えた目差から得られる

Bo,CI)を取ると,第2園になる．今縦軸をK,繊軸をK(1

船舶5月號譲告

〔港識特薬號〕

・ 港鞭の研究課題（太田尾炭治）
・ 図際潅薙密議の顛末と將來への期待（黒田静夫）

・港湾の荷役儀賊について（上野省二）
・ 日本沿岸の波浪特性（井島武士）
・土質工學の進歩がもたらした献泥地盤における媛近の工悪例仕上田正）

・港湾工事用作業船の展望（河野正吉〉
・港湾整備計遜と豫算（佐藤壁）

他数編を掲戦

◆

308



臘船の救難 (2） 村 清永

5）防水マツI、

防水マプトはCollisionmatsで元来船が他の船また

は何物にか画突して破孔を生じ謹水を始めたとき咄瑳に

その溌水を止めるために破孔を硬い癖く・ためのもので

す.姫媛には必ず術えてありますが,商船にも倣えがある

と思います．大ききは8次角から15呪角位までありま

ず、総成材料は帆布2枚合せでその1枚には釜面フサ糸

を織り出してありまず帆布の4遙には端索が謎付けて
あり，4隅の角には索目(cringle)力鑑られ，吊下索，

からあまり深くなぐ，その大さもマツI･に比し相溌小さ

ければ効果は十分にあります．もしまたマツ 1･を二重に

張るか日凝帆布をその上に張るなどして蕊水量を相営制

限することも出来ます．これらは全く運用術の仕事です

から，ここには省略します．

防水マツI､を醤てても水が十分に止まらなし､か，また

はそのまま銃海するに不安があるようなときは防水マナ

トの上に更に第
可

2回に示すよう

な常モノ(Pad)

企
▲
■
令
●
○

々
Ｐ
ｑ

瞳擁，前鍵蒋の4

つの索が取付けら

れるようになって

い生ず“1岡）

吊下索には吸毎に

目盛りが付けてあ

ってマットを絡納

してあるときはそ

の中に巻きこんで

あります.底深は

鍵篭でなしに鎖で

≦c毒"種々豆〃“”"乖寧ざぢ畠"巳27ずあ‘たも2店･ を取付けるのも
－

効果がありま

す．そのPad

は帆布で篭つ允

袋の中に弐・一カ

ムか古布をつめ

て8"位の厚さ

とし，その上に

厚さ抑位の木

板を少しずつ間

夢
諺
穿
夢

逐
電
零
蓄

戸 ■ ■■ 岳
、

錐I IMI ColliSionMat 鋼索でなしに鎖で

A・ LoweringLine す目方がおるの
B・ Fore&Afters

と氷中での硬泌、
C. BottomLine

易いためと思い生

す．マツ1，を破孔に密てるためには先ず吊下索にてその
位遥に下るL底索は船の底を通して反對舷に導き’前後
索にて位遥を定めるのです．しかしこの作業はなかなか
識易ではあり生ぜん,運用術に熟達した水夫長(掌帆長）
の任務です．マツ 1,はフサの無い面を船濯に雷るように
張らねばなり主せん．そうしてフサの面が外側にあれば
フサは水睡のため帆布面に押しつけられ帆布の目を軽う

て水防を良くします．もし反對にフサのある面を月総面
にあてようとすればフサは破孔に引かかりマットを適砿

に破孔に街てることが困難となるぱ力､りでなく’外方か
らの水睡のためにフサは小川の藻のように流れにゆれて
帆布の防水率は全く悪くなりまず
防水-マツ 1，は適岱に破孔に街でがわれても浸水を釜く

防ぐ・ことは出来ません．ただその浸水股を城じ’船内の
封眺ポンプ･の効率を高めることに役立ちます．それで適
切に虚遥すれば職は傾斜を直し，破孔をまく・腫急修理を
施し易くし， または低速で根撫地あるいは本修理を受け
る造船所まで航行す-ることが出来ます特に破孔力泳両

錐2HDrawingofPadfOr をあけてなら
stoppingleaks ベ，迩歯に帆布

袋に取付けます．また木板の上面には適雷の間隔にワイ

ヤーをならべ，これも木板に曲り釘で打ちつげます．こ

のPadは船温の面が平らでなくとも少小の曲りには吸
付きます

6）鈎ボルl、 (hookbolb

割合に小さい破孔を塞ぐには4枚の木板を互に縦祇に
列べて，その周遥に帆布または他の適當な布類を取付け
て水防を保つようにし，これを破孔仁営て鈎謨ルトで締
付けます．このPadは第3岡に示され，鈎ポル1-は第4
岡に示してあります．鈎ボル1，は雀だ調法なもので潜水
工が水中で使用するに最も取扱いやすいものです・船に
は長さの異なる淫山のポルI､が用意してありまずまた
は鐵棒材があれば船内で容易に鑑ることも出来ます．た
だしこのボﾙﾄに必要なことは蝶形ﾅｯﾄを附けておく
ことですこれはスパンナーなしに締め付けるためです．
7）破孔の大さ論111とパッチ用意

破孔を防ぐにパッチが丈夫でピッタリ密着するために
はパッチの大きさは破孔だけの大きさで筋ってはいけま
せん，破孔の困りで破孔に影響のないところまで計らね
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ために膨れるのを考えにいれておくことです．また鈎ポ

ルi､で一時パッチを止めておくためのボルI､孔も用意す

べきです．パッチの前後端は水切りを良くするため面を

坂ること，また浮力が大きけ恥ぱ適醤に透りを付汁るこ
とです．

パッチを甲板上蛍たは陸上で譜らず直ちに現場で造り

上げるには,木材板を1枚,1枚鈎鑪ノジI､で締付汁蛍す-．

その'順序は下から始める．木材獣なるべく堅木を剛い

るその大さば約'2''×､4%"位のものが迩岱きず．バッ

チが臓来上ったならばその上面に帆布を張り街て木

(battens)を取付けます．

8)E刷<法の疫例

多くの經験を右する橋口氏の防水法の変列を記し童す
と，

1.船底に近く3尺角農産の破孔がある場合iこは厚さ2

寸輻5寸位の杉板力松板数枚を破孔周困の外底曲面に合

せて押し密で径6分の鈎ボルトで5寸間癌麗磨こ水板と

外底をともに締付制･る木版の周囲には水密を良くする

ために毛布類にグリースを塗ったものを錐め坂付げてお

き室す．この外部防水法は潜水作業で施工するものです

が相當剛錘に進施ナることができます

2.破孔力迩に大きな場合すなわち長さ6尺幅3尺位の

大破孑Irでかつそれが不整形のものであれば破孔のWM減に

8寸位の角材を切り込んで.捉太となし，これを骨として

これに2寸厚さ･の木板を張りつけ窪す．木板面には汎布
三＝枚を重ねて纏い水防を一周完全にします．

破孔の防水法が船の外部から施されるか内部から施き

れるか，し､ずれの場合でも外からの水唾ｶｮ相當大きL｝･と
髄めら恥るときは，内部から防水施工部に堅牢な押えの
支柱を施すべきです．

3.救難作業が完成して長途蹄港する場合,特に防水部
の安全を期する必要があれば，外部防水を耐久的な鋼恢
で施工することがあります.この方‘’1管は厚さ2分ないL3

分の銅板で深さ’尺位の箱形防水蓋を塗り，これにて防
水部を護L､’3"×3"の周関山形材･を6分か密のポルI、

で5倍位の間隔で外底に取付汁蛍す．鮪形防水蓋が大形
となれば適営に防澆材を取付けねばなりませんとの作
業は潜水工の仕曾1Fで荒天には査施困難であるから相當の
日鯉を要するものでず．

4．内部からの防水法の一手段としてセメン'､を使用

することがあります．割合1こ小ざな破孔が礎い範悶にあ

る力.，または特異な場所で木材Mi泳法が充分に効果がな

いと認められるような場合にその袖助として施工するの

です．もちろん施工すべき随劃内の浸水が大部分排除さ

れセメンI､施工に適する場所に適用するのです．これに

ぱなりません．

この破孔は氷面

下にあるとし

て，その大きさ

は潜水工が計る

のです造れで

渡用すべき計

測法は破孔の

前後Iこ錨直線
(Plumblines)

を卸ろし，潜水

工の合間で破孔
前後蛾が分れば
雄の黙を上甲板

上#こ記します．
また破孔の上下

‐

第3ia PatchforstOpping
shotholes

の大きさは第3の鈴直線を破
孔のぼぼ中央に下ろし，その
線上Iご破孔の最上端と蝦下端
の位置を潜水工に記きせま
す．これには先端およその位
鐙に布力綱を結びおき,これ
を疫際の最J二ずと最下端に固
純させるのです．

かくして知り得た破孔の大
第4EI Hookboltfor

さの四周に-1-分の除裕をみてsecuringpatches

パっチの大さを定めるので

す．その餘裕は四周に少くとも1呪半を限りますこれ
は破孔の周りで歪の起っていないところまでパッチを炭
げ，迩営な鋲の孔などを利用するためです．それで約6
沢の破孔があればパッチは9呪ないし12沢位の大さと
なりまずこのパッチは甲板上または附近の陸上で迭り
ます．またこれを現場に締め付けるには出來れぱ鈎ボル
トでなしに船腿に穿孔した孔に巻､の韻ルトを使用する
ことです．穿孔には近甑の睡搾室氣懸用の穿孔器は大い
に利便があります．この穿孔器は破孔の鐵片が外方に向
っている部分を切り取るにも雌期することが出来ます．
ボルi､用の孔はボル1，の徳よりも幾分大きくして締付張
ルI､を差しこむ作業を容易にします．

パッチの内面四周には帆布製の長挑幅6"厚さ4ﾉﾉ位の
ものを釘付けし水防を保つことにしまずパッチの上部
にはアイボルトを植え吊下げ索を取付けます．下部にも
アイポル【､を植え船底索を結び付けます・パ’チ締付け
の銀ルト孔はパッチ織成水材の端から約9"のところに
あけますその孔はポルI､よりも大きくして木材Wkの

310

I

〃
一
域

鏑

夢



使用するセメンi､ほ僻に水硬セメンi、鰍中で早く間ま

るセメンl､）と呼ばれるものです．変は他物を混ぜない

生のままのセメンI､でこれに水を加えて使用するので
ず．その厚さは5寸位が唇洽です．

5. mnk作乗中溌も厄介なのは破孔附近に岩が突かか

･影っていたり，または岩礁の一部が班耀丙に突きささって

ﾘ‘､る場合です．こんな場合には鑑鰯の竺顎ドリルか堂
乘は〆イヅーマ"『1･を使用して岩角を取除かねばな･りませ

ん〆イブ･マイトの使用鮭は1回分の限庇を越して狸過
ぎるとなれ肘辮協を損傷することがありますから十分注
意することでずあるいは瀧k具の一部を破損して謎水
エに不砥の災難を輿えることもあるから氣を付けねばな
りません．

9）英海砿の癖{uパッチ

第1次世界大戦のとき乖艦のみならずilW商錐の多数
、が敵溢水艇の魚将襲喋により訓稚に大きな破孔を生じ，
逸洩の悲迩仁維つたのです．この魚群による破孔は時に
は60沢×40沢と'ざ､う非瀞に大きなものがありました．

こん蕊破孔を生じた壁雑は碇泊中のもので左ければ救助

の途はほとんどあり玄､趣ん．ただし船餓が戦隔壁だけあ
･つで縦隔雌のない部か二大破孔を生じた場合泳船燈は全

綴として吃水が深くなりますが全く沈没することは簑迩

が範近ぃ港渥たどり着くか，または浅海に乗上げるかし

て救助されることがあります． しかしこんな場合の大玻

孔のパブチ①atch防水街テ物）は複雑注ものになりま

す．英海軍では多くの經識から大破孔しかも船底露曲部

ピルジ(bilge)を含む破孔に對ｰるパッチの標準を定め

て蓮蔚術番に記戦してあります.この標準パブチ(Stand-

ardpatch)は第5岡に示すもの滝して瞳上表たは甲板

上で迭るべきもので，一睡組立てた後に各部分部分力洩

場に取付げられることになります．構造の詳細を記述す

ることは困難ですが圖而により要黙だ欲を溌明ず承,ぱ船

匠員には了解がいくと思い､まず・

先ず最初に露曲部に雷てるものを造り現場Iこ坂付捗

る，船底には庵"ポルI､3本で下部を固め， この部塗縦

に立てる肋材･の蕊礎とします.肋猛('2"×'2ﾉｩを“間
隔に立てます，その底部嫁更にセメンI､で固め堂ずこ

の肋材に制極材('2"×'2")を同じく墹隔に坂付ける．
この淵錘材は破孔の前後で歪を起していない外板まで延
ばして固定されます．前の肋材とこの縦迩獄とで破孔を
まく｡パッチの骨組が出来上り玄すそれでこの'冴組は外
睡に對して充分｝こ堪えるよう内部から丈夫に支えられね

ぱなりません.そ

れには(14"×14"）

の支柱が剛こ示す

よう'二織迩獄に雷

ててあり左す．か

くて露曲部から上

方の外板（12"×

4"）がつぎつぎに

I騨すられます’
船の外板には4ﾉ位
重なるように延ば

します．もっとも

この板の大さは坂

扱に便利なように

し，そのハギ目は

永止あ＝一キング

すればよいので

す

(B)排水作業

救難作業の大部

分を占める排水作

辮こ鑑ンﾌ排水法

と空氣排水法の二

つがあります．
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紛を受ければよるし､､ ． しかしショー1.．サーキツI､な′

どが起れば修理はほとんど困難です．それでもサプマー

ジプル・ポンプの有利な鮎は， （1）ポンプは水に無頓蒲

で，水中に没入したとき全力を溌抓する（2）完全に均‘

一な扱力率(eventorque)蓮有し蛎止することを要し

ない.黙氣ポンプまたはモーダー･ポンプ嫁確かりした所

に据付けねば龍らいが，サプマージプル・ポンプはfこだ

鋤kすべき箇所に吊下げてやればよるし､,，發力に動‘，

でも動満はありま軽施'(3)吸水商も75'までは容易に
上がるからいつでも上甲板上に揚げることができます．

代表的ポンプの重騒と揚水魁は次の通りです．

12''蒸額ポンプは機械と合ぜて約3【･ン移動式ボイ

ラーを要すれば約5%I､ンが堀す．揚水隆汰1時間約
800【、ン．

12"モーダー・ポンプは機械とも約2%I､ン，溌水殿

毎時7501､ン．

6"モーター・ポンプは機械とも1%I､ン，揚水瞳毎
時1801､ン．

6ノサプマージプル・ポンプ･はポンプ･だけは11､ン．

モーターと交洗溌淵機との1組は2XI､ン錫水騒は75
のヘッ 1球に對し翻酵200 1,ン

ポンプ排水はいずれの場合も各ポンプの吸水蛇管を溌
水唾釧に導入して封排するのですが，ポンプ總數の排k
總力壁は破孔防水後の毎群蕊水肚に對して充分なる餘力

が必要であります．もしポンプ釧永によって所期の排水
が出来ない場合その原因は，破孔防水の不完全か，また

は未發見破孔の残存か，謡ンﾌﾞ細力吐の不足かのいずn

かに蹄因するのですから，これらを是正する對策が行な
われねばなりません．吸水蛇樹:の接手の涌氣も吸水を妨

げ,蛇鴬:尾端にある芥除の閉惑も封泳能力に薯しい影響
がありますから注意して芥除を箭麗にせねば左りませ
ん．

なおポンプ鋤kには次のような峡製iがありまず

（イ）鑑ンﾌﾞ1蕊毎の力遼が概して小さい．排水ポン
プ･としては1001､ン以上数千I､ンのものもありまナが救

難用としてはﾕ0001,ン程庇を限度とします

（ロ）多数のポンプを据付ければ,場所を取り，手敷
がかかり，蛍た動力の供給に困難し童す．

2）室氣#泳法

空氣排水は漣zklEIIﾘ内に睡搾空氣を鍵入して水を排除
するのですから，排水湛劃の天井と周園は密閉されてい
ることと，その腫劃の柵迭漉庇が睡搾空氣の睡力に充分
堪え得ることが必要條件です.顛毅沈没した船を浮揚か
らせる場合室蕪排水は最も重要な役劉詮果すものでし
て，大縫巨船が篁家樹泳法によって救助された査例は決

1）ポンプ排水法

破孔の防水手営が完成したたら次には船内の水を排除

して雛を浮上らせることになります船内に浸水した水

を排除するにも2つの方法があります1はポンプ抄泳

法，2は室氣排水渋です．ポンプ排水は吸水高;二制限が

おります鞄、ら利用範園は剣合に狭し､でずが，筌斌排水の

方は船内の水面と外界の水面との水高差に相歯する睡力

に打勝って排水する方法ですから，般禮の迩度がこの峨

力に漣える範園内では有効です．そこでポンプ排水は主

として湊涜沈没または座礁の場合に，筌氣排水は全沈没

の場合に多く應用さ恥主す．

遠ンﾌﾞの吸水L得る高さは30'にはおよばず割泳作業

では約25'として計謎され童す.それ･で大きな船の下部の

鋤〈を排除するにはポンプ･を上甲板に掘えても役に立た

ず，二つか三つの甲板を切り抜いて蕊水面に近IJ､所玄で

下げて据付けねばなりません塞湾更水が排除されるに

つれて韻ンﾌﾞを下げてゆかねばならぬことが起ります．

ポンプQ排水に使用するポンプ･の型式は主にビスI､ン式

汐謹心式が恥､られますが,湾祭に多く用いられ,るのは

ま心式12〃ポンプでしょう．稀に11.ルソメーダー式あ

るし､はサプマージプル式が用いられます．ポンプ・の吸水

高からいえばビスI､ン式力娠も有力で種共の悪條件を加

味しても約25'までは吸水しますが，蓮心式はこれより

も弱く約20'止りです．またポンプの動力は蒸氣磯關，

内燃磯隠のほかに篭動儀があります小型のポンプには

内規機關が便利です‐

蒸氣ポンプは遡測雛のボイラーから蒸氣を探る汐．，別

の縦付けされた救鯛Wからフレキシブル燕燕管で採る

か，または特に設けられた移動源イラーから探るという

不便がありますが，またこれに反して次のような利便も

あります. (1)鴬索動力は他の動力に比べて信頼魔ｸ橘

<，値翌も容易です． （2）蒸氣ポンプは大型で回騨遜唾

力錘いので石淡屑，小砂利その他の粒物を通過させ，モ

ーター。ポンプ･がこれらのために直ちに使用出来なくな

るのに比べて有利です． （3）侭甥のとき愛水腫別内に据

付け,,次の潮で水中に没しても難氣を篭れぱ作動に差支
えありません．

モーター。ポンプは熱氣力輔せぱひどく破損すること

があります，しかし螺料汕を供給するだけで1伽猫泣し

た鯛劉で蒸氣ポンプのように別にポ証ラーを要するよう

なことはありません．さらに蒸顛を蕊とするための時間

も必要ありません，短時間に超勤します．

サプマージプル・ポンプは砥流を起すために猫立の設

#膨寄必要でありま､すが，これには移動式パラフィン“目

菱識發甑磯を甲板上に据付けるか，または他の船から供
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FL,て少くあり堂せん．

空堀誹水に剛うる嘩撫塞氣の供給は筌氣砿掩機械によ

るのが普通ですが，少吐の室氣使用の場合泳堀詰溌鮪筌

氣を利月Iすることがあります．

筌氣排水法にも次のようないろ､､ろ不利の黙萩ありま
す．

（イ）労泳唾劉を完全に密閉することの困難．
（ロ）排水唾釧の櫛迭弧庇が不充分勝ちたこと．

（ハ）室隷jI永作乗中遥筑肚と排出水駈との關係が判
明しにくいこと．

（＝）従って刷裂鑑I郡通りに浮揚しないことが多い．

（水）不測の浮き揺りによる危険が伴う

要するにポンプ･釧永と室痴#味の両方を漣用し得る計
班と計郵とが建てらるべきであります．
(C)浮力附加法

前記の排水方法は遭測蹄に浮力をI剛Ⅱすぁ方法ではあ
りますが，この外に船内の竃退物を取除くことも浮力附
加に大い)こ役立ちますこれは間謝りの浮力附加法では
ありますが有効な手段であり，遭難直後すぐ・に蒲手し得

ることです．その時の哉荷,燃料,錨水などは除去する物

の中の主なるものです．軍艦ならばこれらの品物の外に

弾蕊，兵器，各種の需品，繩食までも陸揚げすることが
あります．これらの除去物の總獅1l球相糟幽こ上り相営
多肚の浮力を附加するiものです．
i哩該的の浮力附加法は巡閲蹄の雨舷または一舷に浮力

綴を坂付けるのでナその浮力畷が浮力を供出するのは

ぷンﾌﾞ割味による力砿撫空氣によって行われる2嫌式が
あり主す．座礁錐には雨考とも態閲されますが艇鋪室氣
による方法は主として沈没船に噸用されます．この睡搾

室氣による浮力腿は堅牢左鋼狸圃筋が一般に使用され
ます側箭には注水兼#泳孔と遥緬兼排氣孔を備えねば
なりません．その取扱は先ず筒内にある程慶注水し簡全

膿の迩鐙が水の比電よりやや極い程魔に加減して妬き，
これ詮遭測雛の船側に鋼索で純り蒲けるのです，回筒は
水中にての取扱上1簡の大さには自ら制限がありますか
ら所要の全浮力遊興えるには相営多数を悶意せねばなり

童ぜん．遭難蹄こ取付けた間筒には一たん釜部浦水し蓑
ナ・浮力附加を要する時機が来ましたら"霞位掻にある
掴筒から，または釜部一弾に嘩掬空氣を邊って筒内の水
を排除します．この方法は有効確没で獄ありますが丁庇
適営なる銅製凹簡の多敦持合わせのあることば少いので
ずから，多くの場合凹筒を念迭することになる不便があ
りまず元来救測酢業ば困難た作業ですが，この圓簡を
卿lIに縛り着けるという作熱或最も閥雌な作業の一つで
あることが峡酷てす．
次にポンプ對I罰k式の浮力附加滋は鋼製認を利用する方

法ですこの方法は捌坐の場合jこ雁期されます1001、

ンから5001､ン位霞での艀を，附加す･べき浮力の廷に伴

って"謹隻數堂用意します，各艀は部分溌水状態で適難

船の舷側に鋼索で郷り蒲げます､別に救難船を横付け‘こ

してその雑の排水ポンプ･によって艀内の漆水を排除しつ

つ徐・々に浮力を附け加えるのです．この方法も艀の縛り

蒲け作業が相常困難である鋏眺と，浮力酎加作業中に鋼

索の綴み力錘り，蛍た艀自牙が浮力職加とともに遭灘雛

側に雀だしく傾斜しますから，浮力珊加の効率力響しく

減殺きれる峡畿がありますこの鮎は艀の固有戦荷力の

半分塾庇（5削位）しか役立たないと見ねばなりません，
(D)引降作業

欄坐した船は引降作業で救助するより外iこ途はありま

せんもつとも干潮時に乘退上げた場合致滿甥の時X二自

然浮揚することもありますが，浦潮時または干滿差の少

い場肝で棚坐した場合庭は引降作業で救助されます．し

かし瞼悪な天険が裁く場所では引降作業に蒜手する前に

船禮が破損して切断ざ恥て救助の圓的を達し注､､ことが

しばL,ぱありまず、 ’

引降作業に謎する準備としては，先ず胎内霊遼物の移

動美たは除去，外底破孔のMInk,"lk銚除，更に要すれ

ば淨力附加などで計郵上の浮揚吃水となるまで諸作業造
完了せねばなりません．

引降作業:ま孤力な曳船を使用して引出､う鶏合と，錨と
錨索によって本船のキップ･スタンで巻き締めつつ引摺り
降す場合，輩たは硴法を．，噸す患こともあります．なお
引降の瞬間に長涛（うねり）の襲来をまって潮蔵が蔚圭
つたときを利凪して引降を敢行して成功した変列もあり

ま･ず.ある場合には脳坐雅の附近で高速か大型の譜を全
力で疾弛せしめて人工大波を立ててその商水面によって

船の浮力を補､､つつ引降作業を行うこともあります．大
正7年8月に緊逐醤第4號が別府溌内砂演‘ご繊ざまに鯛
坐Lたときは橋口氏（懲時呉塗雛部員，中佐）は同除の
駆逐鑑數墜を遭難濫に並行して全速力で数回疾走塗しめ
高潮を篭り見班に引降引出しに成功し玄した．

船が珊鄙付近だけの座礁の場合ぱ引降作業ば割合簡駆
ですが，船底面談の大部分力鎧礁仁乘って､､る場合，或
は船が海岸線に平行に乗せ揚げた場合，または船尾の方
が燗坐した場合などは引降作業獄決して簡単ではあり萱
せん．

引降作業のときは，よし引降に成功しても，未凌昆の
破孔があって再び漢水する危嶮が起るものですから，あ
らかじめこれに對する期意としてなるべく近い所に安全
なる浅瀬を撰造しおき蕗一の場合その浅瀬に座州壁し
め，必要な補修をして藤び浮揚趣しめればなりません．

（未完）
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川崎重工業株式蕾祗

(艦艇基本計謹郡船謹課謝’宝室ヨヅトBRITANI,ilA號(2)

-SIRVICTORSHEPHARDHM: (T.1.N.A､1954.所i職)－

る．曝露甲板は全て2"のチークを敷きつめてある．上

甲板は全周舷塘を設け,中央部で3'-6"船首端では上げて

6'-0'ﾉの商さとしてL､る．舷璃開同扉の,面俄は滿赦吃水

線規径の要求以上に探り，舷壊關同扉をとりつけ･これは‐

洋上では開放しておくが,濁函等の平灘な海面(protec･

tedwater)ては，舷璃の形を良くみせるために，普通，

閉鎖している荒天時には上甲板上の公室部に入る大き

な木製扉を保謹するために，銅製波除扉を取付け－，同じ

よう仁取外式金馬製波除蓋をこの甲板の後部の大きな力・

ラス窓至部に設けてある繭－3＃燈損傷を起した場合、

価斜を出来るだけ少<するため，普通のtank畑隔壁の・

外には縦迩水密隔壁は持っていず，非對榊に種水した場

合，価斜は7.を越してはならぬという， 1952年の船舶

稚法規程の要求に雌ずるために，左右のzEIMI睦道は

crossconnectしており，これは後部の大きな舷側燃料

油蝋も同探である．

船 橋

側面岡で判るように胎綿i端は段をつけてあ.り， ジ.鐸

ルクー甲板部はAdmiralbridgeに，船橘甲板部は

Royalbridgeに使用出来るようにdeckspaceをと､っ

乞ある．これらは設計上の要求であったが，僻しこのた

めにこれらの甲板の風除けの問題は，普通の前面力丞直

にたっている場合に比べ,ずっと難しい問題と底つた．

特にRoyalbridgeでは風除け効果を最大とする必要

があるが，上部艇迭の形状，特に高い舷端と遮浪甲板曝

露部との間の船首の凹部はこの船橋に温い逆風を超す

Royalcharthouseからの前方の覗界をよくするた

祇 造

Britannia雛の雛迭岡は凡‘て，商船の船級の場合と同
様ロイド雑級協禽に提出し，決定個而にはロfド協會と
海軍省との承認を得た．建迭期間中は， ロイドの瞼査官
並に海軍省監督官の橡査をうけて， 16'－6"の夏季吃水に
相雷する乾舷を有する希100AIの蚕格を得た.設計諾
骨蝉を穣討3－るため，船につぐものは全額風に亘り喬唾
し，各合計重逓を計LI呈した、側面岡および一設配艇を第
11,12岡に示す上，中，下.甲板は汽縦室の煙路部を除
き全通きせた勝脆甲板は読塗に水密にL開口部には水
密蓋を装術し，主水密職隔壁は風劉の見地からは中甲板
まで充分であるのだか，全て上甲板まで伸ばした．こ私
心の隔壁には下甲板以下には開口はない．商船に丸為よ
うな駿關砥醐と率勵墜道との間の普通の水密扉は坂止め
海軍の様式に從つた．下甲板上の水密隔壁には砿動俄迄
り式水密扉を盤詮し，この扉はその場所あるし､は船橋か
ら動力で操作出来るようにしてあるか，またはその場"『
あるいは中甲板から,手醐で操作出来るようにしてある．

主繊隔壁の中3つは耐火職迭になって'‘､る肋楴は
tr"hSVerSe式,心距は2F-0ﾉﾉで,淡關腫劃剛および最後

部のF.153BHDより後は深い特設肋骨式になって､、
る．船尾管膨出部は緋に弧L､雛迭にしてあるがこれ笠
shafthTgcketをつけるという海軍の恒例方式に.よら

ず，迭般所の要求により探朋Lたものである．上甲板後
部の公室部には梁住を省くために深い特設肋弼･と特設梁
を使用してある輕荷吃水より上の外板は面一にしてあ
り，それ以.F･r":Lapしてk,るが前面の板の端主com・
positio動でfairにしてし､る．水線以下の外板のbutt

韮よび懲陥給水箔託よび其水糖部の外板は熔接してあ
り．燃料油補の船約周遜喝熔接である極合金は最大限
に使用している．最初は到猫造をアルミニウム合金にず
る猿り這あった力噌．後に船侭力輔くなるので，鋼材を使
うことに決った併しアルミニウムは船橘甲板以上の上
部職堂および煙突にW!Jして､､る．甲板は，船舶甲板を
除き全て最大稲に對・して9′の"Wnberをつけている．
甲板間高さはごく一都以外は最小限8沢以上としている
が， 8沢よりも大きい所か多く，王差”の公室部では全
て10沢とってある． サンヂッキの後端は必要に1噸じて
へリーフ・グー着濫甲板に使ﾊ1綱来るように袖弧Lてあ

蕊何
Fig. 10.､ Windtunnelt己StofwindOverbridges
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め,Royalbridgeの舷塙の商さを3.-10"以下にし，こ

の舷埴には特別に設計した商さ11-9"の坂外式風除附子

を]長付け，この風除け嚇子;ま使師したし､ときは,簡単に

下に折曲げて(hingedown)舷塙に小じんまりと橘衲

ずることが出来るようにしたTeddingtonのN.P.

L.におし､て大型悩趣lの風洞試験を行った漂深，舷塙お

よび風除けのみではRoyalbridgeの後のi鯉i物に風が

蹄り,Royalbridgeのある甲板上に弧い渦となって襲

来することを防ぐことは出来ないとし､うことが判った

が， これは第10岡にはっきりと示されている．それで

windalleyをつけて風岱りを弱め，その風を船側に逃

すように考砥を挑つた． このよう詮風除けの最適位遜を

きめる渡鹸をした誌果上部栂避物から3.-6〃（この位歴

が限界ではないが）の位遜に3L10'ﾉの商菩で取付ける

ようになったま蛍二windalley中の蹄塑の風がRoyal

charthouseに入為のを防ぐため，その前而の壁を甲
板間の至高さに亘り雨01ﾘに延長した．第14,15岡は,船
首より10.からの風の場合windalleyおよびside
SCreenをつけたために非僻によくなって､ることをは

っきりと示しているが，岡は甲板から2蝿"および6'－
0''の高さの切断を示しており，風速は外燕風速(free
streamvelocity)に對する％で表わしている．

居住画

王室および王室職員の居住歴は後部に,乗m員の居住
唾は月榔にある．王家の忍室唾剛は， シェルター甲板の

後塙と船尾職との間にとり，後端にはベランダがあり’
サンデツキに通ずる．側面岡をみて注同すべき黙は，こ

の腫釧の甲板の商さが他のシェルタ芦甲板の高さより
2.-0"高くなって､､ることで，そのために前後に通ずる
室外の通路は王家の私室唾酬の窓より充分に下方にFF,G
てし､る． シェルター甲板の王家の職室鼠捌からの主階段

は,上甲板の入回の股間に通じ，その脳間の周りには王
室用の公室が配歴され，股間の両側には女王陛下および
黒婚殿下の居間がある食堂,客間,準よび茨ゐ間は上
部櫛篭の蛎一杯にとり，梁柱は邪麗にたるから付けてな
し､、次の間の入口および次の間と客間との仕切りには造

り扉を設けたが，これは客間の後端から主階段の所まで
の大きた唯接間をつくる必要のあるときには，折り重ね

てたたみ込むことが出来る．主階段は上甲板より中甲板

主入口附近に引縦き降りていて，王室および寅客厨腔
室，居間および牙廻品預所はこの甲板にあり，これらの
部屋は客船の一等の機準に合せておる．
王室職員の厘劉織下甲板にあり，各室士s9rvice

standardに合せてある．客用ニレペーダーが主階段の
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近くにあり，中甲板，シニルグー甲板間を動‘､て'f､る

乘組員は士官21人，兵250人画}Wの前郁に展住し．先

任下士官が4人部屋にL､ろが，他は鑑艇の一般例によっ

てし､る．勿論王家用の乱室公室の装飾師鹿がふさ1．〉しL、

ことば大塗重要なことで，女王陛下およびEdinburgh'

公殿下には装飾工事に深い關心をも秀れ，壁および内張

りの装飾的取扱方や新しい家具の殻計の探凧をI;iら認可

され，蛙術品(softfurnishingS)はI薊ら避ばれ詩．

經避節約のために,鯛庇類は出来るだけVictoriaand

Albert號のものや，英帝園巡幸の際Gothic謎で使わ

れた新らし】､‘のを，出来るだけ使月Iした．

JbhnBrown趾ではA.McInnesGardner減に本

船の鍵伽工堺を折名したがこれは現在の英國の装飾蕊術

の立場からも重要であるのでこの分野につ1f､てもう一人

専門家の助言を得ることが希茨しし､と考えられSir

HughCassonを海軍省の臓問に任命した．この共同製

作の講果は非稚に成功であった装飾の討遜および伽品．

の詳訓は,女王陛下御自ら王家用の私室および公室を御

覧になるまで公開出来ないことに決ってし､るので，この
論文には入れてL,ない．

」
壷

の
雇
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昌
烏
【
覇
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己
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ｇ
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日
畠
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画
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函へ

病院船としての職装

設計の始めの甑，海軍軍醤總監は報佛を病院船として

使用する場合の必要到頭について相談をうけ，かくして

最も經濟的に改濫の出来る病院辨粂王室ヨシI､の設計を

推めることが可能となった．その結果不幸にも戦罪が起

ったならば，現在の猫澄並びに雛装に必要な改迭工辨は

比較的倣かですむであろう．

第13間に示すように200人收容する痛室(ward)が

船の後部に出来る．大部分の患者は普通，描院の待遇を

要す･る内科および外科の忠考であろうか，傳染病忠者お

よび結核患者に對する準附も必要で，偲染病患者は客間

の中に作ら混る附子張りの小室(glazedcubicles)に

收容さ恥，これらのｲ崖は，便所や術生設術とともに病

院の他の部分から隔離される．結核忠者で疲蕊に新鮮な

室氣を必要とする者は，ベランダの部分に收容L,ま灸

この病燕に忠ってし､る他の者の謹選は，現在王家月潅室：

が占めている場’rに作る病室におか恥る．病筑の士官の

賎室士官室および少数の女性の患者の疫室等は，他の王

室用哩訓や，現在王室および王室職員の人令の使ってい

る場"『に股かれる．

浴窒および禰生設肺の設計には，出来透だ汁小規模の

鍵更です好よう，特に注意を揃った．手術室欧，附溺室

や，殺菌室，脚酔室と並べて下甲板に冠きまた岡甲板に

は眼科室，物理治撫室，病理嬢研究竈，暗竈ｲJ･きのx線一
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のは, steamcookersおよびboilingcoppersw
だけである普通の附蹄設附は術えられている．

王室用諏理室は王室食堂および王室職員食堂用で
王室職員の食事は下甲板までリブ【､で運ぶ．この
諦理室は病院鮒に使用する場合ば全ての忠者に適
鰭な食事を供給出来るだけの大きさと設術を持つ

lP8S

ているか，乘鵬するかも知れ麺アジア人扇として
sK 遜加設肺が若干必要であろう．乗組員師の諏理室

からのリブ1,は食事を多くの兵員室に分配するた
めに食那を中甲板および下甲板に直接運ぶが，中
甲板の特別仕切りの兵員室には食器室があり，

hotcupboard(食器棚）および自動冷却器が備えてあ
る．下甲板の兵員室の食鞭は下甲板にある大きな配食室
で分配するが，この配膳室にも適溌な容量のhotcup-
boardと自動冷却器力輔えてある. 4つの主冷赦庫は食
糧の貯識に使われ，肉および魚用冷藏庫(10PF)2室お‘
り，－室は王室願他は乗組員用であるが，乗組員用は45
日間，王室用ほ更に長期間供給に耐える十分な大きさで
ある．雰鯉品室(32DF)および果物および野菜室(35°
F)は30日間船の全需要を浦すに十分な容蔽を持って
いる．冷職儀室の製氷器は製氷能力1日5001bs.總貯
職透1,000lbsである．冷職庫および製氷器砺冷却機は
水冷式髄m冷却磯2基よりなり，冷謀はFreonl2/ArC-
ton6詮使用，各駿鶏立の調整弁を持っている．冷赦庫
は現代の海軍の穣式の通り，塞氣術雲式で冷却してい
る．製氷槽には普通の冷媒式冷却装麗を使用している．

（未完）
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室等の特別な設術も設けられる．歯承始漆用至設伽は研

究室を含み中甲板に冠かれる恐者の看謹並びに治銅H

の慰務室定員は，盤務部および歯窄獅士官8人，看護婦
5人，沼護兵獅人からたり，これ等の人為は全員現在

の居住随にそのまま收容出来る、

船は商船船員か通航するはずであり，それらの人冬

は，普通の商船の仕來りに従って前部の2人部屋および

4人部屋に收容され署が，このために現在の兵員居住腿

を幾つかに仕切ることが必要であろう．

調理室および冷藏庫等

王室，船側士官,一般乘組員(company)ノ!矯冬に

別冬に諦理室が設けらいており，全て上甲板の中央譜Mに

集まっていて， これらの場所からの#廟通風管は，煙突

の丙伽に引し､ている

Range,grill,ovenは全て髄氣式でJ steamを蓬る
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船舶の配電系統における諸問題〔績〕 柴 田
ーー

m屋 夫

(2）

(I1)電動篭軍相運陣の問題

・一般的に用いられる三相交流砥勅賎つ堂り三相誘導

電動鐘において厄介詮問題はその保護が直流遮動強に比

し極めて困難であるという黙である．譜舶の交直流を技

術的に比較してみた場合．この黙は決して無覗されるべ

"きでないカテコ･リーに函し，三相誘導電動農木遥の弧測

さにかかわらず，起励瀞を含め，更に系統全禮よりこれ

を跳めた場合に不安な黙がおり，識･者も班にこのことに

つし､ては相営大きく述べて来たつもりであるしかしな

がら多くの潅威者により述べられて来た譜舶の交直洗比

較問題でこの大きい電動農保護の問題力漆外等調祀され

て終ってし､るようである．そしてまた多くの事変に照し

てみるに交流電動磯曉損は相鴬数1葛のぽるにかかｵつら

ず，これに鋤する態庭は半ば日本人的諦観の良さを示し

．ており，逆にし､えばその保護装躍に識する態吏は極めて

t寛大である． この三相交流電動蕊の焼損原因の80ない

し90%まで力蝉相運鱒であると知れば,この単相運純な

る現象自澄が直流電動磯方式と較べての交流砥動駿方式

の致命的な鉄黙であるということになるわけであるが，

この問題は特に大きい問題であるので，これを一つにま

-とめて以下述べることにしたいと思う．

交流三相回路において，その一課への電力供給がなん

らかの原因により行おれなくなり，他の二灘へのみ蹴力

が供給される場合．この回路に三相誘導電動磯j藷ばれ

ていると,この電動磯へは単相電力力洪給されるから，

単相塗動弦界のため電動護は単*睡鱒を行うのである．

この場合に流れる電流はその電動磯の負荷状況に從って

そのI､ルクカープとのバランスにより決定されるのであ

るが'韓負荷の場合，定賂電流の2倍未滿であり運轆を

鏡小童負荷の場合は職目電力によるI､ルクカ墳荷とバ

ランスせず，遂に停止し、燈格翫流の6～8倍程鹿の蹴

流力硫れ領けるに到るのであるが，上記いずれの場合に

おいてもこれを放澄してし､ては電動磯の焼撹を招来する

ｵつけである．この単相電力供給の原因は

（1）その回路のヒューズの厳線

（2）一灘の溌諜

（3）スイッチ類の一相撲鯛不良

等があり．よくいわれるようにその原因は決してヒュー

ズのみではなく，マグネッI､メイッチの接胴不良や接鮎

熔蒲等によるものもかなり多し､．

特にスイッチ等に鐙いて速茂入すること力喪求される

にかかわら･ず，前記の交流畑磁石の峡鮎から接賎を不良
化することが多く，これがその原因となるのである

ではこの胆相遮鱒功止のために現在行われている方法
について少し述べる．

a)陸上施設における三相誘導IIIE勁淡か使用断所に為
ってはこの耶相運韓防止のた渉,職睡鱒功止寵噛器あ

るいは引外L装涯を設汁る甥合力唾をおり，その方式iま
大澄次のように三つ;こ分類出来る．

（1）ヒューズ付きの引外し装遜

これはそのヒユーズカ鞍謝した時，それの熔漸と雛肋
してその三相を同時に開放するようiこして防止する方式
である．

（2）泄砥のアンバランスにより順nする方式
これは三灘のf邸鯉素をその繼祗懇あるいは引外L

装睡に挿入しそれによって作mhさせる方式である．

（3）回路の職随躍潅によって順nh世しめる引外し方式
これは蝋相運韓回路の三相fIZ流によって傾肋甦しめる

方式

b)一方船舶内においては現在どのような方式堂と.っ
ているか．それは箪相運輔の陳因となる可能性の多いヒ
ニ.－ズを極力除こうとするのである．何故このような方
式をとろうとするか．

それは現在通箭交琉珊動蕊起動瀞力保謹時浪罷電器と
して用いられているバイメダル;こ信頼がお汁いたわ（つ
まり通勤磯の過湛流によって確賛な作動を行うならばこ
のパイメダルによって充分蝋相迩純も過蹴琉作動として
防止し得るはずなのである）またヒューズの走播肱力起
動電流の關采上・髄勅淡置格を柑営上廻っているためで
ある．』 ・

そして通補，譜舶の三相交流N鋤幾回路で減配唾分砺
盤上においてバイメタル式三極迩肋遮断器，犠削器内で
はパイメダル式三種迩助電磁開閉器を雨いるようにして
､､る．この方式は勿論一つの地相迩純坊止方式であるけ
れども，この方式の一つの峡黙は高置な方式だというこ

とで200HPや300HP程庭の大型魅動機ともなれ
ば， このようにする方法もやむを得ないかも知れない

が， 100HPや50HP程産，あるいはそ.れ以下の小型
fMM幾回路に對L, 一一配箆分電盤上に高闘な遮断藤や
ノンヒューズブレーカーを装備することば迩憎な方法と
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は考えられない．

節この峡黙は既に“船舶''5ﾉﾗ盤において述べたよう

にバイメタルによって行!｡つれる塒限装睡はその誤差範剛

力極めて大きく，あるいはもし駆相迩韓を保謹I_得たと

しても’他の故陣I鷺よる過晒洗に對する秀れた保護装遜

となり得ない蔵難があることである．特にまた智制器内

のバイメ狭ルによって，世界の海洋を行く船舶にお､、

て,サっ力画の耐1戸趣りで一月頚に砺整したパイメタノレが

熱郷也方で, fumi磯回路開放を数多く作動させ‘困った

場合力極めて多く，紳庇や居り『を移行する毎に，また夏

冬･の鍵化毎に，更にはまた盤夜の塗る毎に，一一これを

師盤したり，また進だしきに到ってはこれを殺して使

ってし､るという現状をみては，バイメ荻ル方式がお1世辞

にも良好な保護装睡であるとは決Lﾉ亡いえないであろ

う．保謹装睡は躯に装飾用品ではないのであってこの

黙作動特性の良好なヒューズ方式力撫用される所以であ
る．

c)現在の船舶では交流回路において，上記のように

ヒューズを用いなし､ように努めているが．もしヒューズ

を〃Iいる時，次のような方式も一つの保護方式として考

えられる．これは先程述べた三つの単相運韓防止方法の

第一訴目のものに脇し，その回路系統全燈の蝿*睡純を

防止保謹し得るものではなく，その一箇所に設けられた

ヒューズ･との聯剛による方法であるから，完全なものと

はし､い難いけれども，次のようなものである．

ここにおいて述べる方法はヒューズと開閉器とを直列
にした三極ヒューズ附き開閉器において，三つのヒューズ

の各雨端から線輪端を出し，その線輪を第4岡蓑たは第

5岡のように一つ‘あるいは三つの鐡回路にそれぞれ巻

きつけて，そのいずれか一つでも繩諭に電睡がかかれ
ば，磁氣回路を迭り，磁極を引きつけて，開閉器を自動

伽こ開放しよう‘とするものである．

第4岡詣よび第5剛においてSは恋原側, Lはこ
のヒューズ附き開閉器に接綾せられた負荷とする．1と

6は開閉器接鯛子部分を表わし， 3と8は接胸子を開放

するた唾の頂接，あるいは間接的レバーに取り付けられ

た可動磁極.4と9は線輪5および10がそれぞれ総かれ

た固這遊氣回路2と7はヒューズである．

かようにすればヒューズが三つ匙も入っていて，いず

れも熔厳していない時は各靭輪とも附勢せられていない
から，可動磁極に作用せず，逆に三つの中，いずれのヒ

ューズが熔断したり，入っていなかったりしても，負荷

側がつながれていると，その溶断ヒューズの両端に電睡
がかかるから，その湖輪によって磁氣回路を造り，磁極

ｌ
ｌ
Ｉ

第 4 図

I

鑑 5 園

開閉器は自動的に開放せられ･る・
關装何§箙舗謝時+芳雑のorthodox

を引きつげて，開閉器は目動的に開放せら経.③｡ ．

以上の方法は単相運韓防止方法のorthodoxznethoj
に厨するものと考えらiT,るが．この方式によってる電動｜
磯の起動電琉を押え得ないから秀私た過遜流保護とはな
らないし．また系統回路至遥からみての単相回路を防止
L得る方法ではないので，やはり筆者のSCHBANTZ
を利用した諺:力窪まれるようである．

d)SCHBANTZ利用の方法

現在まで交流配匪分溌盤上におし､てヒューズを装備
することを危険覗していたのは銃に上記の如く，誘導蹴
動磯の起勤悶洗のため，これらヒューズの定格を電動磯
定格より相當大きいものを使用しなければならず，その
ためこのヒューズ自禮では蝋相運縛が防止出来ず．きり
とて交流マグネッI､スイッチの所のパイメダルではその
作動力悪く，単相運縛を防止L得ないと考えられたから
である．その鮎非再用筒型ビユーズの作動特性はバイメ
タルに比し極めて正確･種，安心して使用されるから，こ
のヒューズとSCHBANTZ､迄の.p翻仁よる方式が良い
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10HPの砺動磯, 100KWの直流發"擬とし､つた鴎

極端にいえば，これら遮動磯や發砥機は従来の設計査料

に從って，大きい容逓の銅と鐡と，それに附蹄する絶織

物などを使用すれば，目をつぶっていてもfij動磯はポン

プ･を廻すように出来るであろうし,謹刑磯は一人前の形

毛，電氣を供給するであろう．それは銑にフレミングの

方式によって1CO年以上も以前からそのようになること

であって，別に目新しいことでもなければ何でもない

そして安全係数の大きいものをその泄氣的詮もの（竃沈

あるいは磁束密庭）にも淡械的迂もの（ベアリング，

sl'gft等）にも典えておけば,それらの第一要求（回鱒

作動，あるいは給畑作用）は．浦されるのである． しか

し，それでは設計ではなく塊なる工作に過ぎない．設計

とはこの第一要求を浦すに，如何に材料の節約をなし，

竃逓を輕域し，工作班をやすく，かつ形式を小さくし

て，贈舶その他の場所への設艇場所を節滅せしめるかを

需睡鍼ることなので要は淡器繩線等の小形化に努める
こと力殻矛峰のであるしからぱこの4形化は如何にし

て進めら秘て行くであろうか．それはその壌聯または近

線自牙の機賊的な考え方，祗氣的な考え方を械討し錐せ
ぱその上は朧成材料を研究し，材料の進歩によってこ

の小形化は著しく促進されるのである．わ力麺工業界に

おいて一般的に材料の研究力錘恥ているということは，

戦前戦後を通じて艇為耳にするのであるが， （かような

いい方に淡器設蒔1審の極めて無寅任な他人依帆の考え方

も存するのである”訓礎は目索樹脂の研究によって髄

動製は小さくたる道力糎ふれたし，ピニーノレ系の出現に
よって電諜は非稚な進歩をとげたのである．

しかしながら砥氣系統垂侭をみて，設計の進歩は鯉に

材料の研究のみに待つべきであるという状態に逹してい

るだろうか．否ここにいわんとする保護装腫並びに偲遊

方式力殿群並びに電概その他におよぽ生影響の大なるこ
とよ・

そこに間間となり，開聯して来石ごとは機聯あるいは

電諜の過負荷をど恥程まで許容ずるように設計ずるかと
いうこどで，現状において許雰過負荷施函を大きくとる

その大きい理由は保護装遜の特性の不完詮によるもので

あることであって，別に他に理生Iはないのである．この

保謹装置特性が機器並びにfE線等におよぼす影響は極め

て大きく，今述べた材料の研究による設計の推腿と比

し，決して劣らないものであろうと思う．

結局，保謹装躍に對する信弧庇というものが各系統あ

るいは機瀞の設計，經濟性に重大翻聯があることを知iT,

ば，保護装涯の研究こそ蝿細の遜氣系繊において艇も
重要であるということを描悠せずにほお恥ないのであ
る （未完）

と考えられる．

単相運鱒時流れる電琉は既に述べたように，その通勤

機運純時, WEmh磯にかかる負荷状況に従って種,寺の状況

を呈するが，最小の場合電動溌走格遜流の2倍未浦毘庇

であると考えられる．

従ってこの程産の過電流を對象として作動するように

既述のSCHBANTZ方式を利用すれば，例えば第6間

のようにして電動凝管制器B上における保謹ヒューズに
SCHBANTZ

をﾀ銅し，そ

の上のヒュー

ズ走烙を極力

小さくし，祗

動賎走絡に合
錐 5 岡

せると,闘握

・分遜墓A上にはヒューズを用いることも出来得るL,

.これによって単相運鱒は防止し得る

要するにSCHBANTZを用いれば，単相運鱒故障は

．防止I得るし，安慣なヒューズ保護方式を電助磯回路に

利用し得ることになる．また配厘分"盤上の峨謹装壁は

ヒューズと注し得るのである．

.d)繕 言

，軍掘堕鱒は交流方式の一大嫉鮎の一つである．特にこ

れは_上記のようにヒューズ方式の採用によるその熔断と

いうものによってのみ起るものではなく，起動幕の開閉

時のパタツキによる接黙の湾罷に厚因する熔蒲によって
も起った場合があるのである．起動器に流れるfE動駿起

動群の突電瀧，起動幕の交洗磁石によあ牽引力の弱さ，

そして接黙の熔着過電疏引外しの作動という一聯の動

作によって単相運鱒への好條件を生ずるわけである

かように考えればむしろ逆に超勤稀の過電琉作動職

よく考慮された．ヒューズ方式の方がよいのではないがと

いう逆な考え方も生じて来るのである．

しかしながら，根本的に1,､えば，かような単相迩鱒の

危険のある交流方式は除り好ましいものではないという

ことで，陸上と逢って航行中重要な砥動駿を単･閑蓮輔に

よる澆損で使用不能ならしめた場合を考えれば，大いに

考噸すべき慨値があるのではないかと思うのである.

以上錐者は竃動議回路の単相運縛防止方式を簡単に述

べた．力轄論どして一言ここに撰語並びに回路を包含し

た電氣系統至侭において，それらの設計と保謹袋置との

關聯につし､て若干誰者の考える所を述べよう・
一暗われつれは電動賎や發電磯の設計，あるいは管制

器具の設計，遊勵器，開閉器の設計等果ては回路砥線

設歴方式における設計等と凡そ設計なる文字を使用する

場合， この“設計，，とは如何左ることを意味するか．

322



タンカーの腐蝕の抑制について 株式會斌小櫻商曾

これまで外図轌I鏑些くから，鍛型の腓に謎する腐蝕が

相活問題となって，幾通りかの施設がなされているが，

耀近1つ力函の譜舶にも漸くその滕力奨剥味を帯びて来た

感がある．特に戦後に念って蒲製石油および原油を運ぶ

タンカーがHj現するにおよんで，問題は－侭深刻となっ

て来た，この腐蝕問迩の解決を放歴するならば･鋼戦の

損失と劣助の鋤胴輔大するから原油や緒製油を遮ぶと

きはその腐蝕を談じ．また無くすること力輕濟的に必鱒

となり今後この工業が珊大するに唯じて，大きな問題の

一つである,乾燥髄戦する脂にあっては塗装し,叉内部腐

蝕に識して保漣することも出来る．汕迩邊鞘特に大洋銃

海の顔ンカーは思わぬ時に腐蝕の生ずる割F例に既ぺ出會

っている．これは原油もガソリンの場合も，ダンカー丙

鍛製容器の隔壁から完全icMI1脱を坂り去ってしまうから

である．櫛1世せる油を卸してしまった後は鋼塗から油の

脱力轆溌し去り,生地のままの銅を唾し出すのである．ま

た穣荷を卸した後はタンカーの亜心を保ち波を凌ぎ易く

するように海水パラス1､を談む．海水は銅を容易に浸し

て激しい錆を生ずることは明かである，また汐分を含ん

だ海上の筌氣が，海上に出ている部分の鋼に接し空にし

’てあるタンクをも達すのである．ガソリン，ケロシン，

ヂーゼルMII,燃料迩汕等を一識に混合して積戦する諾で
は他の高級な船荷を獄む前にタンクを清掃すること測干
要である．これは一波に海水で行う．この海水洗はバク

ーワーシング，或はパfレーチングと呼ばれ，150～175

Fの温庇で残り付いた石油を洗い落すために漣ノズルを

ﾉﾛいて行う．この海水洗は問題であって，この仕事に従
事してみるとよく判るが，海水の生地の鋼に對する影響
は非稚に激しし､ものである．腐独して錆を生ずることも

結び付けて考えられるの力榔分的の孔アキである．經験

によると毅もひどくl簡錘を生ずる部分は、 タンクの上部

であると倣じられて詰り， タンクの内部側一面に生ず

るが,特に甲板下表而と職梁は激しく腐蝕される．数年

に亘って一定逮睦を以て腐蝕を生じてゆくと鋼材料は最

初の金風ではなくな､ってしまし､，ついに船は湿庭を失し、

使用圏外に去ることにだる・艇も澱い､腐蝕の部分は取

り替えねばならず；上部隔壁と内部しんばり力殿初に補

修を要する部分である.

型のⅦI階船の中精製石油製品を輪邊してし､る毅ぱ，相猶

にこの腐蝕の被諜を蕊っており，八年ないし1-年間クリ

ーンオfル輸邊に従事している船は，この総邊を綾ける

爲には早急に内部の鋼材の吏翫が必要なる段階に到りつ
つあるいろいろの油を混合して蓮殻する冶岸航行のク

リンタンカーは改遥を必要とする蛍でに，6年注､、し10

年使用し得ると推定されていて，識荷の種領，数遼，そ

れに清擶の回数等いずれもタンカーの毒命に影密をおよ

ぼす因子である．

この腐蝕の重大たることを読明せんがために， メキ

シコ海と太平洋沿岸を種･ぐの油を混合した讃荷の運搬に

従事している代表的油膳紹について述べるみる． この

諾は16ノットの速力を煮し，7～12等のクリーンオざル

を溌亜んで1ケ月2回航海して任務を完了するものであ
る．

この譜は適切的の械査と,10ケ月ないし12ケ月涯に1零

ツクに入るほかは一定の割合で使用している．大澄八年

使用した後は隔壁の頂部から'8次は完全に新しくし

なければ塗ら注い，この修繕に要する直接賀は,25鱈ド

"1名以上であり，鋼材に･55"LB以上を要す.この經蛮を
一航海に割振ってみると, 1300Fル程に塗る．上に述べ

た修繕は勿論であるが，隔壁の下部（この部分の方が

主）にも腐蝕損耗の徴候がみられ，諾を使用し鏡けるに

は隔壁上部の修繕後四年詮經てから，修繕を要するタン

カーの内部腐蝕のために要する全費用は經験の深い關系
者力轆の平均壽命から推定せる虚によると，年に5蕊ド
ルないし7麓5千ドルとなっており，この数字は更に大

きい場合がある．直接修繕費も加えて諾の使用による減
耗も，主要の消蛮項目となっており，こrt'が蛍た市場の
状況にもよるが日に3千1零ルから8千ドルの範悶に
ある．更に修繕費の他に努力を饗し，腐蝕に對すを努力
も要する．隔壁修繕のためには定期的にド､ヅクに入るよ
りも3週なし､し4週の余計の日数を要す.る．

腐蝕防止に考えらるる方法

現今腐蝕を減ずる方法としては，数種考えられる、こ

れ等を次に簡単に述べてみる．

ペイント性愛験室的に試験せる場合は具合の良いも
のであるが，油梢内部に－面にぺぷン卜を塗装すること

は，塗蛙表面鐙完全に洗い，表面を露出すること力頚難
であるためあまり成功していたいペインI､塗装で油槽
の誇命蓮長引かせる方法は，いるいし､ろに推定した庭に

腐蝕損耗の通

第2次世界大戦中に大量生産された16j600屯稜のT2
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3時間入れて礎枠する法である． 3IMII後に鋼擁を]反り

出して錐の有無を砿察するのGある●第1表はこの溌騒

法データを示す．

錐l表プレミアム級がカソリンに各菰インヒ

ピダーを添加せろ効果をASTM腐蝕

試職でみたもの．

(30日間解旺法は布略す）

よると．經濟的には賞用的でないこと力録されている．

脱認法この法は未だ腐似の生じていない空のタンク

から潔氣を除去する方法で,試みた結果は効果がある．

この方法の峡黙は，装澄を多く要すること，運鱒費およ

び装置の維持が大鑿であること， タンクに讃載されてい

る時は効果のないことである．

金圃塗装（メタリックーーテング）金闘粉特に亜鉛

を吹付塗装するこの方法は，斐用の蕎むことおよび金闘

粉を良く乗るように表面を充分清淨にすることが非常に

困難なるために否走きれている．それに加えて亜鉛は水

および加錯カソリン，特に航空カソリンと接鯛して徐々

に白色の酸化亜鉛となるこの酸化亜鉛は欲賊せる燃料

を汚L,この燃料の使用の際充分満過す-ることを怠ると

ニンジンに故陣を来たす．

カソド保護法この法は鋼の表面に石次質の腐蝕抵抗

膜を張って，次から起る錆を防止す｡る方法である，これ

は効果的さあるが積載中のタンクだけを保謹す･るｵつけ

にはならず，普通査際にはタンクの最頂部の稜荷を抑制

するの唇，最も痛み易い表面は保謹されない．保謹膜を

張るために各グンクを順煮に積載するという案も，操作

の見地からして余り笈際的なものとして立證されていな

い．普通は重さにして40LB位の陽極アノーF,を各グ

ンクに吊り下げる．各陽極↓湖勝禮に識して電氣甑接蝕の

良いよう注意L>ご位涯を定め，保持せしめなければなら

ぬ陽極の硬替壽命は最長三年とされてし､る．

水溶性抑制剤法タンク中に水を張ってそれに水溶性

インヒピターを添加して，銅の表面を保護することにあ

るが，この方法棯鋼を取替えるより高個についている．

油溶性抑制劃この抑制剤を用うる最も簡単な方法は

タンカーの中の油に直接混入する方法であって，この方

法は複雑な装置も要せず，經避も安い，これはカソリン

とか原油とかのパイプ・ライ中に應用も出来る．モンサン

ト赴力鯉造しているサン【､レーンCがこの法の該幽品

であって原油カソリン等のグンクに2/100蕗を添加する
ことによってこの目的は果される．

油溶性インヒピ妖一の性賀を訂捜するに，三麺の試溌
法が行われている．すなわち－がASTM腐蝕試験，

二が30日間静置法,三が媚環試験法である次にこの試
験法の要黙を示す．

改良ASTM腐蝕試験法D665-49Tカソリンは

揖罐し易く，ガソリン存在下では腐蝕速座も早く，從っ
て試験温庭と蒸氣ダーピン油に用いるASTMD665-
49Tの腐蝕識験に瀕蘋されたる試験時間をともに短縮

L得る．簡単に云えば300ccのカソリンと, 80ccの蒸

溌水を混じこの中に研磨した銅総を入れ80f4｡Fに

ｲﾝﾋビ蕊-|添加斌|蒸禰水に依る |海水'ﾆ依る

1 ，0

インヒピダー
5

M

" M' I0

" D 5

芳糎ぃ鋪を生ず｜
’
全体に相岱の
錆を生ず

〃〃

〃

60%"v,錨を
生ず

全体が錨を殺

"

85％相慌の鋪
を生ず

80％相欝の錨
を生ず

全体に鯉い錨
を生ず

20％輕役な錨
を生ず

錘化せず

Ｄ
Ｌ
Ｌ

″ 10

5

10

5

10

不明(A)

不明(A)

潅L

なし

全体が樫v､鋪

全体が輕徹錆

塗化せず

〃

〃

〃

ザ,ンI，レーン

C

〃

他菰ガソリ
ンNo. l

他菰ガソリ
ンNo． I

他種ガソリ
j/No．2

他郡ガソリ
ンNo.2

〃

80％輕ぃ鋪番
生ず

5％極錘な錨
を生ず

80％祁街の錨
篭生ず

100%1"､錨
醤生ず’ 一 ’

註Aは腐蝕抑伽蝿入＆考えら私ろ鯉微と極い
錨とは厩別される

循舅駿驍法この法と云うのは渡隙タンカーが，カルプ

マースI､とイースI､マースI､港の間を総邊するのを翼似

て行うものにして，次の如く行う．すな剴つち4乳･ンスス

の埋に5ccの砺製海水と, 95ccのガソリンを入れその

中に表面を磨いた鋼試験片を秤通してその中仁溌け， 7

日間放置する． 7日間を經てから海水とガソリンを出

し，新たに20ccの海水を添加し,再び71ﾖ間謹法する．

この7日間(最初から14日目）力諮ったら試騒片を収

出し外剛を融察する．次いでダッチクレンザーで表面を

鯉く洗い,水洗い乾燥L秤量する.試験前と詞験後との

誼逓の差から腐蝕程度を定量するのである．

第2表はこの方法により試験せる結果を示す第1－2

表の試験表によってサンI､レーンc力瓠l溶性抑制剤と

して如鐙に，効果を現わLﾉてい･る｡ことI頚付かなると忍
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、

隼2表フ・レミアム級ガソリンに抑伽剤を畑v，

た時の仕上鋼試験淵.に及ぼす錯果を循

遼式法で行った表である

これを製品の品鍾におよぼす践嬰としてみると第3表

に示す力敦､くでああ．

隼3表フ，レミアム級ガソリンにサン．【、レ
ンCを添加する場合の性妖鍵化

添加冠LB/Mbbl O 12.5

試験性継

AP I ZE 520 58．8

色 赤 赤

ドク荻一賦駿 （一） （－）

硫黄％(ランプ・法) O.050 0.051

銅腐蝕試験
（－） （－）(122"F)

ガム試験ASTM 2 2
mg/Ioomz

ガム試験銅皿量産
11 16

mg/100mI

ASTM誘郡期 480 515
間(分）

ASTMリッー
91．2 91．2

チ法オク･タン慣

4エチル鉛 2．70 2．69
mI/gal

ASTM,蒸溜賦験

・ 初・荊砧Fo 10.6 9.9

10％ 13．3 12．9

20%･ 15．8 15.6

50％ 23．3 ・ 23．0

90％ 34．8 34.4．

篝 職 40．0 知.0

回收牢％ 98．0 9880

（以上）

’ 加温 識蕊Jfの並逓織添インヒビター

’
Ｍ
Ｍ
Ｄ
Ｄ
Ｌ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
Ａ

５
０
５
０
５
０
５
０

１

１

１

１

ｊｇｍく６
８
４
８
４
０
５
９
８

７
６
５
６
２
２
１

インヒピター

〃

〃

〃

〃

〃

サンI・レーン

サンI，レーン

他種ガソリン 不 明’

AばラスI､インヒピター入と考えられる．

う，またサン【､レーンCは工業的に，界面凋蝉､とし

て用うる時は，腐蝕に鋤し充分保護1-得ることカミ立詮さ

れた．

またパイプ・ライン層製品蛾詮する場合にもモンサント

杜が出しているラスI､ 。インヒピターを胴いて良い講果

が各prで立られてし､る．

戸

１
１

１
１
１

- -- - - ヒーーェ一一一二一

防
蝕

’

１
１

|’

夕
Ｌ
鰹
９
１
１
１

株
式
会
社

小
櫻
商
會

「船舶」の購讃

r船舶Jは買切制ですから前もって露店に譲約購

讃を御申込みおき下さい．なお，直接弊赴へ前金

1年 ユ,500m(邊料共）
半年 800圓（ 〃 ）

お排込みによる月極職讃の塩合は，増頁その他の
特慣の場合にも差額は頂戴いたしません.‐

原
油

貯
蔵

パ
イ

プタタ
ラン

インカ

罰
ｗ
Ｗ
ｖ
に
安
い

東
京
都
港
区
芝
田
村
町
一
の
四
鈴
木
ピ
ル

五
九
局
五
七
五
○
・
五
七
五
一

船舶合本

昭和28年分（12冊）
"1,800圓(=80圓）巻

巻
６
７

２
２

第
第

コ
ユ
ト
で

昭和29年分（12冊）
"2,000回(=80H)
ク画一ス装上製

耀論瀞t裁織第28巻

クロース装卜剥一一
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fiZ氣曾減に謝乍プラン1,であるS.T.R・第1號の開

發,製作設計,製法およひ迩輔を行2つぜ，また変用プラ

ンI､である第2號の設計製濫を行わしめた．第2談が

NautiI''R用である．

1949年初め，ウェスチングハウス戯は，この目的のた

めに選ばれた-型式である雌力水型リアクターの正式決

定とともに，活溌な竹業を開始した．

SⅡ.n．出力プラント

原予力潜水鰻の船磁にとりつける装遥は，磯能的に相

互に關辿があり，これは－つの出力プランI､と諺える必

要がある．しかL!その雑侭容戯は十分な水密を持たせる

ためにそれを郷立した2厘避に分測すあことを必要とす

る位のものでなければならなかった．

リアクター睡迩は，原子陵リアクター，韮無發生鑿冊

鎚よび補助装遥を含む磯關室は，推進装腫，蒸氣隅動
●

装遥および關係制御盤，朋閉装遥，並びに雨厘悪壁遥の

主制御器を含む

リアクター麗謹にある1次冷却系統は，稜リアクター

と冷却管を含むリアクター睡力容蒜より成る(Fig. 1)

調節器老もある冷却水は，加熱されるリアクター容器中

をポンプにより循環し，蒸氣發生器を通じ2次側の水に

熱を博達する．漁り蒸氣は熊氣分離器に上り，そこで水

が除去され，乾き燕氣および飽和蒸氣ができる．

分離器からの蕪氣はパルクヘッドを艇髄する瀞を通じ

て擬開室に入り，主推進荻一ピンおよびダーポ發砥磯に

分岐し供給される．

プラント全濯蔵置

リアクター厘霊

リアクター容器は歴謹内に垂直に壁か私，歴謹下部に

は1次冷却鎧ンﾌﾞがある．ポンプ外側に燕氣發生装遜が

あり，その上I!Iの匪謹上部には!'燕分離器がおかれ，そ

皇llIINIⅢlIilⅢ1MⅡⅢⅢⅡllIIllⅢlⅢ11川IlHlIⅡ111Ⅱ111ⅡⅢⅡ11ⅢlulU圏
＝ ＝

量海外文献の紹介言
＝＝ ＝

可IⅢⅢlⅢⅢⅢⅡ1llllllⅢⅢⅢⅢⅢ11111|ⅢⅢ|llil1l1lll11lill1l1ⅢⅡⅢ'11月

Nautil''R號の原子力推進装置

L.H.Roddis,J.W.Simpson;A.S.

ofN.A･&M.E.,Nov., 1954.

TheShipbuilderandMarineEngine"

BuilderbApril,1955.

米國海軍が原子力推進に關心を示し始めたのは1939

年にさかのぼる．それは核分裂現象の發見直後で早速こ

の現象が鑑艇の推進方法として噸用できるのではないか

と考えられたのである．第一に研究が初期的段階であっ

たために，第二には戦事研究の睡迫のために，第2次大

戦末までは原子力推進の研究は見るべきものがなかっ

た．しかしTolTnRn委員密報告として知られるMan-

hattzmDistrict詰問委員會の報告は, 1944年政治的な

猫告を行い，その中看艦艇の推進力としての懸用を急務

,と認めているが,1946年までは重要な溌展はなかった．

1947年12月，海軍省は原子力潜水艦開發の重要性に

ついて公式發表をたし，原子力委員會(A､E.C.)がこ

‘の用途に適した，アクダーの研究，設計および製造の証

ニシアチプをとるべきことを要請した1948年4月，

米海軍船舶局長のE.WMills中將は，潜水艦の腫子

力推進装置の閉發の土めに営時までに挑われた海軍の努

力を野勺し淡説した．

この瀧説で,Nautilusの淡關の製迭が公表され，そ

‘の直後A々E､C.は漣水盤月潔リアクター(STR.)

を正式計遥として決定した同委員會のArgonne國立

研究所ぱ研究および基本設計の要職を定め， オークリッ

ジから移った通DanielsPowerPileグループ鯵の幾人か

にこれを描常させ箔AE.C.はウェスチングノ､ウス こから主熟氣管が
一 後

出て後方機開室に導かれる．主ポンプ

部は加唾装睡である．

機l 開室

磯關室はリアクター厘謹の後方に隣接

ている．上下2段に分恥．各段には水

‘中心線に沿い前後に走る通路がある，

アクター容器

リアクター容器は原子陵コアを包誠

，外殻は淡素銅でできてし､る

氣發生器

蒸氣發生器は放射能琵持った1次側の

の熱エネルギーを放射能のない蒸斌惇

Ｌ
平
リ

し
蒸

CONDENS町E〃JpFEED
PKjMPS

Fig|． I 水
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郷える・作動＊’1次側の水は蕪燕發生器の前端に入り，

ロールされ，熔接さ恥た符中を通る．2次側の水は管束

に直飼に疏れ，沸跨を始める．
菫冷却ポンプ

主冷却誤ンﾌﾟは遼心式で， 3棚誘導砥励淡で緊動さ
れ，全系統の睡力を吸收する．

冷却された1次側の水が補助の輻流翼インペラーによ

って砥動淡内を術駁するインペラーから水は空隙に沿
い下降し，下側心向軸受および上下の推力刺1受に至り，

熱交換器の部分を形成する冷却符に入る水はそれから
ポンプ頂部に宋り，そこで池肋幾フレームと補助インペ

ラー吸入口に入る．袖助インペラーからの水の一部ほこ
の回路からパイパ然し，上1Iﾘ心向軸受を砺蕊する．バイ

パスした水は軸受を經て直接補助インペラ～吸入口に蹄
る．

上下ジャーナル軸受は黒姶より成り，裏金は球状の座
を持った不鋳鋼である．これらの座はステライI､の圃筒
リングに接している．

全冷却蕾系および弁

1次冷却系統を隔誰するために瀧彊作汕式止弁が用い
られる．作動號艘として鋤らく1次冷却水は，適雷なパ

イロツl､弁により弁シリン〆に入る

篠系は迩譜すぁ総成部分と同溌自分の膨脹を吸収ずる

よう設計きれる．

遮蔽

重壁を珊大せずに遮蔽することは主要問題の一つであ
る．

全ての賀迩部は，放剃能を帯びた粒子の洩れを防ぐた

めに水密および氣密でなければなら画またいかなる漏

洩放射能も迩街に稀戦こするような装遥にLなければな
らない．

蒸氣プラント

蒸氣プランI､の第一の目的は， リアクターで得られた
熱エネルギーを船の推進に有効性軸馬力に塗換すること
であるその上に，また全捕製に動力を供給する．
蒸氣プラン1,は，蒸氣および復水の取扱し､に關する限
り船舶装置の甑例に從う・従って設計は，蒸氣系統が左
右雨舷同一のプラン1，に分けられ，そ恥らが述詰された
場合も，相互が切離された場合も，全く濟一に趣簿しう
るようにせねばなら左い.Fig.2.は右舷の蒸氣ﾌ･ラン
1,の装遥を示す．

主淡は舶用型のギヤード蒸氣荻一ピンで，この外?二補
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器，ボイラ測洩橡知器および雛水系統放射能脂示器を含

んでL､る空氣城知瀧ま選蔽地域および附近堅確の室無

の放射能を繊出する． カンマ線餓知器は雑の各部に殻

涯される．ボイラ淵洩臓知器は韓氣發生識二おけるボイ

ラ管の破厳を警綴するもので，この破断により遮蔽して

いない難氣系統に放射能を帯びた冷却水が溌入蔀る排

ｽ啄統放射能指示器はドブクその他の場所で放射能を持

った水が排脳されないようにするもので，これが排出さ

れると非補に危瞼となる．

機剛の荻一ピン義電機並びに復水器，室氣エゼク捌一, 。

復水頴ンﾌﾟ，織踊h系統のような補磯類がある．

復氷器，抓環水糠系および諸ポンプの設計は，特殊の

問題となった．普通のプラン1･の砿環水系統は低鱸で設

計されるが，潜水騒では，花環水系統の装遜は，燈深潜

航炊態に相営する海k静雌力を含む高砥さ設詩腱ねぱな

らた､､その上駿熱魔理に必要な大きな博熱面と高い流

量を輿えねばならない．

タービンからプロペラまでの動力

低高睡タービンからの軸隠力を有効推力に鍵換するま

でに波速ギヤ堂クラッチおよひ撮後に推進モー荻一軸を

經て，動力はﾌﾟ画ベラに直接加えられる． ・

制御系統

フ･ランI､制御系統藍圃で表才うすとFig.3．のよ『5』こな
る、 ．

制御盤は操綴室に鐙かれる

設計に閲する考察

プラントの解析

s､T.R､託護を開始するためには，ある慨走を･詞,、

てそれからどのような型式の出力プラン【､.になるかを考

える必要があった．米國海軍はその要求する速力および

船鰻の基本外錘を指示したこれにより必要な概"軸馬

力が決定され，それを發生Lj了るのに必要な出力プラン【、

の大きさについて研究されたまた2畑のプロペラおよ

び主推進鮭澄として2蕊の機關が必蕊であるということ
f

に決った．

研究により，この大きさの装麗に要する采ペースおよ

び適岱な浮力を持つために必要なスペースは，從来の艘

磑外裡を用いることを不可能にしていることが判った．

設計に開する一述の磁究の後，最も適譜なパラメータが

決った．

問題は原子力プランI､にあったが，綾局水冷綏逆，鍵

縮異種型熱リアクターが選ばれた．

原子力推進がもの仁迂るためには, i耐久性が志,り，燃

紫翻給周期が出来るだけ愚､リアク撰一フ･ランI､を設計

しなければならぬ．

華本的なリアクター型式が選ばれると次は全プランI、

の設計値の決定であるが，スロッl･ル蕊力，背蕊等を含・

む蒸瀬サイクルが色を考えられ，重睡およびスペースの

捌蛾から，1次側プランI､から得られる温庇に適合する

最も適溌なものが選澤された． リアクダー熱負荷が決め

られ，これに開通して1次側の水の温産，雌力，洗肚，

および燃料要素の最潟表面温鹿が選躍されお

使用しうる燃料要素表面媛謝温庇は，いくつかの條件

によって制限される．その温庇は作動塗力に對する水の

沸臓鮎以下で戴ければならぬ．そ奴はまた腐蝕の卿鮎か

ら燃料成分に對し長い毒命を保証する程度にF1-分低くな

ければならぬ．

この金闘表面温庇を出来るだけ高くすることが，全プ

ラン【･の最高熱効率を得るために望ましいのは明らかで

ある．金闘温庭の窒化はその時の出力によるものであ
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潜水艦への砥用に謝する要求

潜水鑑装遥の設計の基本的問題の一つはコンパクI､#

ことである．一段にスペースは商業用設計に比し甚しく

小きい例えば,熱交換器の設計は傳熱に對する考慮で

なく，スペースに鋤する考慮から選ばれねばならない

從來の蒸氣プラン【､では商業的に見て使えないような設

計も採用さ私七し､る．

乘組員の安全

潜水燈内の蒸氣プランI､の通輔に鋤し，乗組員の安全

ということは考慮すべき條件であるが，更に緊急な問題

は核放射能に對す-る職種的保謹にある

リアクターの作郵､間中，乗組員の受ける放射能の平

均が，その生涯に宇宙線，並びに海，室痢，飲繩kおよ

び大地の自然放射能，並びに醤療用X線， テレビジョ

ン避面および鎧光照明ダイアルから受ける放射能よりも

少なくなるように，遮蔽によりその放射能を城じさせね

ばならなし､､

乗組員保謹のために放射能を適當に制御すべき潜水艦

月J放射能警報装冠は，筌無分子翰知器，カンマ線愉知
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り，起り得べき睡力の愛化は正聡こは判らないけれど
も，金蹄表面温庇は燃料要素に對するジルコニウム外装

,の耐蝕性に脇する醗知のデー狭によって制限される．

コアの機域的熱的設計

厘子陵コアにおいて必要な侮蕊緬穣を得るために，濃

縮ウラニウ塾､燃料と他の癖の合金を作るかまたは他の

物質を緒合させればならない‐コアの燃料要素は浦足な

原子陵の性鷺を有すべきは勿論，放射能による喪および

慨泣の捌鮎からも申分のないものでなければならぬ．ま

たできるだけ脹閲に鯉遥されることが望ましい．燃料要

素を護ら物斑は，露裂生成物が1次側冷却水を汚染し

,ないよ･うにさせるばかりでなく，自身防蝕性がなければ

ならぬそれによって放射能を持Fつた腐蝕性の生成物が

ユ次I1ﾘ冷却水に少しでも入らないようにせれば.な.らぬ．

燃料要素はリアクターの作動期洲中幟造的損傷や歪象

を起したりまたはその物質の鮮熱性堂損することなく，

!中性子束の遥響に耐え得なければならぬ．

．＝ァに用い.られる物質は，所要の分裂性物貿の肚を墹

害ないために，中性子iこ鋤す.る低吸收數面を持たねばな
らぬ．

燃料要素物質が決れば， コアの設計はどんな形状のも

・のにすることもできる．燃料蕊贋の形は縛熱の信弧性，

繊遥およ観コス1,の見地と同時iこ原子侯の隈鮎から浦足
なものでなければならぬ． コアには，燃料蛍たは冷却水

の不均一な分布によって起り，腐蝕傷または過庇の熱晦

力の原因となるような異諦高温鮎があってはゑらなﾙ､．
コア物質の問題
コアの磯城および傅熱設計者は，性質のよく知れた物

質の中からどんなものでも選べると考えたり’あるいは
彼らの欲する特殊な形状設計のものが変際に製迭しうる
と解澤すべきではない．燃料要素に使用されるジルコニ

・ウムおよびジルコニウユ､ウラニウム合金は冶金騨勺見地

からはよく知られていなかったものであり，最終設諦§
決る前に熱心な研究と開發が必要であった間もなく純
ジルコニウユ､の供給源が乏しいことが明らかになった．

この情勢を打開するために，ジルコニウム生産法が硴立
され，倣力鯉ケ月の後に多量のジル＝ニウム結晶棒力逢
産され上．

コアの物理串的考察

適當な鐙の分裂性物質がリァクグーを臨界状態ならし
めるように分布されていることが必要である．また起動

時のみなら･ず， リァクダーの有効期:間i中を通じ，適鴬に

制御しうる-1分な反雁性ぶなければならぬ． リアクグー

中に一蝿りな有溌分鯉成物が存する隙でも起動でき
なければならないこれらの問題は理論的誌算により大

部分解決しうる．しかし，計謹の初期には計算して適営

な答を出すのに必要な理論も設計瀧数も-1-分知られてい

なかったので，原子陵雪アの設計を正確に行うことは不

可能であった．この理由から，また討錬を確立ずるため

に，－速の臨界的没譲が行われた．

リアク欽一に十分な分裂性物質を右すべきことの外

に，屍噸の最も遡い時でも最も弱い時でもリアクターを

伽とさぜることのできる-I今分な制御方法が必要である．

反噸の最も弧い状態と最も弱い状態との間の差異は，温

度の鍵化，平鯲伏態にある一嶬揃な分裂生成物の存在お

よび出力の嚢生する際の核分裂物質の燃鰯によって起
る．

リアクター中の熱の渡生は中性子束の生戎物と燃料物

質の吸收識面に比例する．従って燃料物質が均一に分布
している所では，任意の黙に蕊生する熱はその鮎におけ

る中性子束に比例する．中性子束は出力の程度iこかかわ

らず，同じ制御犀の位逼に鋤し同じ分布壷示す．しかし
中性子束は制伽l惇がリアク荻一中にある時はその局部的
低下を來すので，制悶}津位遜の函数である． リァク鋲一

で錘生する出力は，中性子束の鐙俄盈分に比例する輿
えられた出力径庭に對し，麗温黙の位涯は，出力径庭お
よひ熱的ピｰｸの聴囚となる局部的擾乱により，全艦の

中性子束のピークの函数となる．高温黙は局部的腐蝕を
、

増加させる．また大きさおよび温陛勾配浜よる甚しぐ高
い熱噸力の原因となるあるいはまた沸睦状態下で熱を
移勤することが不可能なために燃料要素が燃え切ってし
まうようなことになる．

据付，迩韓および保守

潜水艦の熱リアクター計霊の開發段若において，全く

新しい概念と椛想並びに新しい設計力極めて多く藷合ざ
れ，最終の形の出カブ･ランI､を作っている．

S､T.R.第1號のポンプが装術きれる前には，多く

の鑑ンﾌ･につヅ､て数千蒔聞の運鱒經験が得られ，注た第

2鑑のポンプ･がNautilusに積込まれる前‘こは更:二多ど

の經験が得られた．最後の鱸ンﾌﾟは迩縛の信頼性皇効率

を向上させるために多くの設計鍵更が行!つれた．適歯な

試嬢時間を得るためにポンプ涜職として4回路が運陣さ

れた．その請果，最も難しい問題の一つである’衣川冷

翔ポンプが，第1談の麺陣中何向重大問題を超さなかっ
たのである，

完成したﾌ｡ラン1,に据付ける飾ご行われる各鵬戎部分

の庇範函の試験が蒸氣ﾌ･ラント装置の場合iこ準じていな

いのは興味あることである．これほ従来の船舶用装遜か

′ら潜水濫装遥に設計鍵麺すること力捌に重大淵題を起碆
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ぬと劉蔵されたからである．一例として，主琢一ピンと

激速ギヤ装置は普通の工場試験を受けたのみであり，ま

た比掴jも潅來型の装遥i二ついてのある鯉、し得なかった

困難うr,迩鱒時間に損失を起し7保守の問題を提起し
た．

最も完全な装逼試験の一つは1次冷却系紡の1蝿り大の

試陰で，勿論この装遥は放射性を持って遡蝉されるもの

ではないので，周園を遮蔽してい註い、この試験の胤的

は洗れおよびﾝkの虚塑の問題を，放射能に對し遁雛され

商い放射能を棒つた第1號プランI､自身でできるよりも

ずっと詳渕1に研究しようとすることである

この菰のものの第1番駿であるプランI､に關する刑究

および開謹の問題に加えて，フ･ランI､浪扱者を訓練する

ことが必要であった.初めからS.T､R.フ・ラン1,は普

通の潜永艦乘組織關員によって取扱われるように計遜さ

れていたが，訓鰊の全コースは覚嘩F士たる士官および下
士官兵にも與えられるべさものと考えらふるようになっ

た．これらの乗組員も全く新型のプランI､を充分理解ず

る必要があるからである．この型の出力プランI､がもつ

と魔ぐ應用されるようになった時は，これらの乘組員は

更に完全な討職によってもつと大きな最繼避任を負うこ
とができるであろう．

試驍計謹

1953年6月第1號は原子核物理および原子力プランI、

の信頼性に關する資料を得為ために全力迩識迦鱒に入っ
た． 24時間の蓮韓が計遜されたか，識験の終りになっ

て第1號が除りに砺子がよし､ので大西洋繊識に相當する
時間運韓を辮鮫することに決った．從って次の数日間，
第1號r潜水鱈」は全遮力で進んだ． リアクターを休止
させる必要はなかったし, r水上航行」の必要もなかっ
た．ただ全繊断の間3回だけ第1蹄は出力を落した. .i

度は7分間篭の出力に絞り，2庇は全部で1％時;剛以下

出力を半分､に下げただけである．いうぎれの場合も迩談迩

韓のために必要な爾整が行われた．

フ・ラン1,はリアクグーと1次冷却系緋の設計の保守主

義を誇示しつつ，比翻り容易に色冬な出力で迩鱒され

たフ・ラン【､を定絡出力以上fで通鱒しようとする常I謎は

考慮されなかったこれはこの一般型出カブ･ランI･を將

来もつとよい設計のものにするために，詳荊IIな設計蚕料

を得ようとずる大規模な庇範困の拭験瀞惚防ぐあった力､ら

である．

変際上，獄譲濫餓は他の要素によると同溌このブラシ

I､から得ら郡た知識を評慨し吸收する能力によって決め

られる所訳多い、放射能の遮蔽の有効性につし､て魔い範

函の喬刷りが行われ，將來もつと糖密な設計による遮蔽が：

､できるような蚕料を得ようとしてし､る・雌力温庇の色詮

な條件下におけるリアクターI言勘の反噸性につし､て念入、

りな計測が行われた．フ・画ベラにおける極端なかつ急速

な負荷塗化の條件の下でリアク荻一が作動しうる能力が．

認められたユ次冷却系統および鋸イラ系統における水

の清淨および應理の色冬な問題も研究された

第2號ﾌ･ランI,においては多くの鮎で簡単化さ恥た．

もつともつと簡単にしうることが判っているが，時間と

華本設計の制約のためにこれら垂てをNautilY'=で2逗則、

し得なかった．しかしこの型式の將来のプランI､では可

能となろう．安證上の制約からこの型式の勝來のリアク

ターで可能と信じられる設計鍵吏について詳細に記述す、

ることができないのは泄憾であるただ錐1銑プラン1,.

から甚だ多くの激訓が得られ， ･またNautilus自身から．

更に多くのことを躍ぷことが期待されるとL,5に止めて

おく (Y)

然 紅刊－~－－ -~~大

’

船用品便覧
磯 修運輸技術枅究所船舶識装部 細築天 然

B5.8ボー段組220頁 クロース装函入 定偵500剛〒50

it

法定附品, JIS制定品をはじめ，

景鵜蕊蕊霊繍響織灘離灘難
ぁ騨灘腸騨騨灘灘礫編
，ひろくメーカー，需嬰者および關迩

天 然 社東吹都交］i嘔向ケ岡捌生町三 振替ZII京79562"
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水槽試験資料63 船舶編集室

(M.S. 106×M.P. 90,M.S.107×M.P.91)

－中型貨物船の模型試瞼一

に，正面級闘および船首燭膠状を第1,2岡に示す岡に

みる如く雨船とも反動舵を装鮒しており，かつM・S.107

は貨物船としては肥蒋係数が比較的小である

試験は滿職，牛戦および試迩輔の3状態に封して麓施

きれた．その譜果は第3個および錐4岡に示す

MS106は垂線間長さ132米の,M.S. 107は133

米の変船に装確するいずれも6米模型船である．前者に

は定格3,600SHP×110RPMのタービン汽機の，捧費

には定播6jOOOBHPx105RPMのデf－セル撰關の搭

戦が懲走された．雨船の主要目は，試験に使用した模型

推誰器の要目とともに↑麓譜の場合に換算して第1表

【

‐L･壁L？ LpWU1－．

1

一

1

し１
１
０
１

’
１
１
＃
〃
●
』

W

７

づ1
－1

ー

q■ にPq均q凶

第IEI M.S. 106正面線l劉および船首尾形舷側
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鉱 1 表 婆 表目

’ 90 1 ，」M・S.No 106 107 M.P.No.

132.00米133.00*

!＆048米18.962米

長(L､13.I'.)

M (B)外板を含む
径
比
ｍ
ｊ
比
比
角
數
向
妖

『

ｆ御
〃
稜

方
形

ス
唖
天
面
厚
斜
面

チ
比

聴
厨

チ
開

ツ
壱

庇
ポ
ピ
ピ
鰹
爽
恢
誕
回
翼

米
米
少
廻
壺
ル

０
０
０
５

０
１
３
２
８
３
－
４

右
一
郡

１
２
５
９
０
５
．

．
．
３
β
Ａ
“
叩

5.500米

.187

4.40味

.800

.446

.0482

10o～0'

4

右廻

二一ロフ

ォイノレ

吃 水(d)

吃水線の長さ(L.w.x'､）

排水赴(J)

Cb

Cp

C刃

'cb(勢澗講）

理
、
麺
翫
謡
郵
拓

７
５
４

由
の
■
Ｇ
●
や
。
■

３
１
－

１

8.012米

136.300米

14,325"

，6”

、702

.986

-.12 ･

－

31粍

.14096

1432

米
米
遮

満

賊

朕

態

平均外板の厚さ

入胤龍

入くり＊

24粍

14100

.1433

･同】L､W､Lに韮く

価
4

／

／
L･呼呈

←
＝

隼2岡M.S. 107正面線臘Iちよび船箇尾形砿-Igi
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､

鋼船建造状況月報（31年2月） 迩鐙省船舶局造船課

(イ）起 エ船 (昭和31年2．月末日までに報告あったもの）

鋸所|蝿番｜鑑 名 ｜總噸数|主 秘｜剛 途｜起ｴ年月日
。
◇
坐

課
或

藤永旧I遊離l

川崎或ェ

三愛日本概浜

’
８
４
０
７
６
４
△
Ｉ

Ｄ
″
〃
〃
〃
〃
〃
″
〃
〃
〃
〃

57 明 涜海迩

N燕噌堂)共蒋
三 蕊海 迩

大 阪 商 離

剛 西 我 船

大洋海通産梁

八代汽 船

辰 巳 商食

泌丸海巡

日之出海迩

佐渡汽 船

大洋漁業

日 來揃鰍

日本近海抽蝕

帝森縣敬育委､貝含

抑 下漁業

パナマ向け

リベリ サ，向け

パナ マ向け

〃

日 辿海迩

醐未澱） 2,297總噸

皿
卿
御
柳
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錘
却
却
錘
唾
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０
０

ｂ
Ｐ
巳
〃
ｌ
牌
Ｉ
Ｆ
‐
ｃ
ｈ
Ｊ
●
０

細
剰
榊
麺
剰
帥
卸
却
却
釦
迦
抑
明
０
０
０
０
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珪

28●
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815

I

名村遥船

佐野安船渠

〃

潮戸田迭総

大平エ業

宇品遥舗

形上迭船

新潟鉄エ

枠錠遊離

〃

〃

〃

新溺鉄ェ

川崎重ェ

三蕊庇烏

鋼符溌水

油誕鋸渠

波止浜辿轆

外 3［30
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137

131
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５
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５
７
１

１
２
２
１
１

2‘I7
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875
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８
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．
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ワ
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〃
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〃
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１
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８
８

１
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d

(185噺未満）盤

77,907總唖起工鋪 合 rl 51盤

(昭和31年2月末までに報告のあったもの〕(ロ）進 水 船

逢鋸厨｜諾番｜船 名 ’ 主｜總噛数|主撰關 ’ 鯛 途|進水年月日艦

川崎虹エI
三菱日本，枇演’

三蕊,長崎｜
浦裂鋸築｜

催野宇繍蕊｜
幸陽船渠｜
南弛迭雑｜
瀬戸田遥錨｜

誰鶴’
瀬戸田進鑑

央 迭雛

新潟鉄エ

大阪進継

口

汽

郵
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〃 ｜
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ILI""
錐5祇吉丸

嬢3伊予丸

策十八住吉丸

'錨五十七大柴丸
錐三-f--･金城丸

'綴襲謹：
隼二十四睦丸

|舞蘆繊
嬢二吉群丸

錐十五茶九
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北洋漁業組合
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轍田漁業
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鯵,225總噸進水船 合計 37笠

進水一警術鐙

蓮 錐 所|離番
東鐘 船’ 一

|艫 名|注 文
| "6oo5" |防獅

者|排水屯|主挫臘|型 式｜
"| 60 1DI2000×21両澱鯛誹艇’

並水年月日
一一

31. 2. 8

進水一特伽艦 合 開 l災 60排水屯

(ハ）竣エ 船 (曜和31年2月末までに報告のめったもの）

遥船所｜艦番｜錨 楢 ｜鰯 主|總噸数|主鍵關|胴 途|竣ｴ年月日
CAPETAN

YEANNIS雛パナマ向け
AT庇rANDRA雛リベリヤ向け

MASTER

MICHAEL雛パナマ向け
ROCOS.V，雛 リベリヤ向け

ELNASSER錐エヂフ･ 1-向け

U､S.A・向け
〃

三 陸 丸協同商艦

錐3伝麹丸大澤熊吉

第5祁吉九演111次橘

白 淑 丸｜琉球向け

ン未満) 165總噸
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Ｒ
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〃
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瀬戸刷迭舩
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(801,ン未満）笠

合 計 14" 79,345總噸竣元船
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腕杼を動かして力朧受信方向に合せ，これ等腕汗により

形成される2爽角ををそれぞれ求めてこれをロ塵間蟻1

上に設定し,各腕杼を螺子3で固定する.次I､でピン5,

5,5を海闘上の邊信地鮎にA,B"Cにそ恥ぞれ固定し，

旦盛凹罐1を適宜海岡上に華いて滞らせて各腕杯の中心

線にそれぞれの細線が同時に合致するような位睡に持來

し，その位歴において中心0の孔を通して悔岡上に記録

を施せばこれが海圃上における自己の航位を示すことに

なる．この操作を順次操返して前記の記錐黙を綴合せIT,

ば霧中でも，夜でも，天測不能の場合でも正碓な船位を

定めることができ，かつ細線に附した指標と腕杼に附し

た貝盛とにより，中心0より地黙A,B,Cすなわち自

己の船より各遥傭地鮎童での距離を知ることができる．

淺水土運船（昭和31年特許出願公告第1,071號出

願人・發明者大沼富士男）

從来の土迩船において排泥時に話底の扉を塊放し顔面

を利用して泥土を水中へ落下させるものは，水深が大き

い場合は良L,が淺水の場合ぱ不適雷でああ．本發明は特

に渋水に適する土迩諾に開するもので，自力航走淡關を

伽え甲板上縦中心藻に沿い左右に向けて放水管を配錘し
たものである．

船位極定航法器（特許第214,163銭，昭和30年特

許出願公缶第1,290銃,特許樅者･發明者岱岡走俊）
本溌明は從鵜佛位機走器あるいは航法器として使用し

た三粁分庭群に改良を施し，方向探知機と＃棚して陸標

の全然みえなし､洋上においても簡皿な操作により適確に

自己の船位を標走することができるようにしたもので,

特に漁船等の』型船舶に迩密なものである．

岡面について瀧明すると1は透明鰻よりなる角庭目盛

画盤で六分儀や三好分庇群と伺穣,その至周に0"60｡お

よび180.-0-180'･の目盛が刻輩れている．a.b.cはそ

証ぞれ透明燈よりなる腕杼でその中心0を共有し，任意

7 6

3

" I IBI

畷面におL,て2は機關室，4，4'はそnぞれ離側に設

けたzk",5は普通よりやや大きな梁矢を有する甲板,6,

6'は堪板，7,7′は放水管である排泥時;こ挙いて水総4,

4'のいずれかに水を浦すときば雅燈は片舷に傾瀞す･る．

このとき放水管7まだ

は7ﾉにより厩下した

舷に向って鍬水し泥土

を軟化させ落下し易く

す為と同時に泥土を放

射水で洗い去るように
承ンう・8により前記故

の2來角を旦嘘岡盤上に設定することができるようにな

っている．中心Oには孔か津たれており各腕杯には中心

線2が刻設されている.4は各腕汗の中心線に沿って設け

られたゴ望､紐等から詮る制I1線で，その末端にはピン5が

設けてあり，蓑垂その他端は腕肝の中心附近に固着され

ているた鏥各細線には指標6ｶ個定されていて細線を

伸縮するときその伸縮鮭に比例して移動し，腕杯に沿っ

て設けた距離目盛によって中心0からピン5までの距離

を示すものである．

次に木製遇の使ﾉIj法塗競明すると方向探釘嬢を用いて

陸上3佃所の遥信地鮎から發せられる髄波を受信し，各

隼2回
射水で洗い去るように

する．この際水鮒の水を壌關室の承ンﾌﾟ8により前記放
射水に使胴すれば有効で渉言り，次第に船の域斜も復原
する

端艇揚卸装置(昭和31年特許出願公告第1,072號，
發明者・池田卓雄出願人。三菱迭船株式會而t)
端艇揚卸装歴において端艇振出時iこおけるダピツ1，腕
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れた回韓杼で，その一端は上記延鐸1;6にピン9により

ｷ鰯されかつその他端は端艇受蕊10を形成している．

いま端挺Aを降下させる場合吊索15を弛めると，ダ

ピット腕上部材4は端艇Aとそれ目盗の正近によりピ

ン5を中心にして舷側方向に回純しようとする．そして

この回轆力は上部材4の延感16と回縛杯7との擢蒲ピ

ン9を介して回輔杼7をピン8の周りに回鱒させるので

端艇渓繁10は端艇瀧脅から離れて端艇Aは降下する．

このようにして土部材4の回動とそれに．伴う回轆汗7の

回珊iこ從って下部材2は榧蒲ピン3を中心にして舷外方

向に回勅するそしてダビソ I､上下部制.2，4は各リンク

の長さと固定ピンの關係位涯によって定さる所定位錘に

停止すると同時淀上部材4に霞けた･スi､シバ－16が下

部材2に接鯛L,雨部材が丁産1鯛の部材のような位遥

に達し固着状態とな為．更に引繊ﾚ､て吊索15を繰出す

ことにより端挺Aは海面上に降下する．逆に端艇Aを

吊揚げ織りする場合は上述とは逆に吊索15を謡－1､ウ

インチにより捲き取ればよい．

本錘におけるダピッ 1､腕頂部の通勤軌跡はBに示ず

曲線となるが，端艇Aの舷〃賑出位糎附近では水平に

近い軌跡を鉦くので，端艇振出時のダピッI､腕頂部の運

動ば振出鰯遥に近づくに従って徐べに綏かとなり振出停

止時の価繋を小ならしめることができる．

錐l圏

〆

、.～

"2 1MI

頂部の運動を振出位澄に近づくに従って徐士に緩かにな

るようにしたものは従来に鎚吋,ても見受けられるが，本

發明はその1型式に係るものである．

圖面について説明すると1は固定架憂，2はその下端

部を架蓬1の下端にピン3を介して纒着された擬ピッI、

腕下濁嚇，4はその下端部を前記下部材’2の上端にピン

5を介して權着されたダピッ I､腕上部材で， これ筆上下

2部材により至耀として弓形をなす1個の顔ピッ I､腕を

形成する6は上部材4の下端部に舷内側に突設した延

"1, 7はその中央部を架窒1上にピン8により癖さ

一○一○一○一

お断わり

船舶29巻第3銃‘‘アドミラルティ係数について”（加

納正義氏）の論文中に誤りがありましたのでお詑びして

訂正いたします，

232頁第1間中,11h級群に附したVハノ直の鯉の中，

左方のものは順序が逆で，上より1．31．2…･･･0.6の誤

りでずまたV/1/rの岨位はVは節、Lは沢です‐

船 舶 第29巻第4銃 隠継錨憾勝行

謹行所 天然牡

東京都文京麗向岡彌生町3
電話4項川（”）2284
振替東京79562

霊行人田岡健一

印刷人研修舎

購讃料

1M150圓（詮8図）

芋年（前金強約) 8O0m
1年（ 〃 ) 1,500圓

竿年および1年の直接前金謹約
購讃の方にかぎり特別號等特慨
の場合も差額を頂戴いたしませ
ん
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昨今，原子力の平和的利用の声がにわかに高ま

り，わが国においても国家的方針として原子力の

研究開発が本格的にとりあげられ，既に原子力研

究所も発足し，いよいよ軌道にのってきた感があ
る。しかし原子力の関係する範囲はまことに塵

く、科学的にも技術的にも前途に多くの困難が予
想される。

本誹邸はこれだけは是非知っていていただきた

いという原子力の実用段階に必要欠くべからざる

基礎知識として正しいしかも鐙新の理論と技術の
全貌を揺り込んでこれを平易に解説し，関係研究
者・技術者のためにまとめた一大体系である。

各巻主要項目

1巻…………･…..”.． 采
原子核物理学概論 放射性同位元素の工業への

原子桜の僻造・臓子核反応用
応・核分裂・放射能・加 5巻……………･“…・・

速器 ウラン及び原子炉材料なら
中性子 びに放射化学
2巻･･“………･…･”“･… ウラン・トリウム，ペリ
放舟蝿測定装置 リウム，ジルコニウム，
放身.1線檎出の基礎原理。 放水・黒鉛・資源と探
放射線測定朋冠子符回路 鉱・放射化学の概論
・放剃線検川及び測定器 G巻…･ ｡…･………”･→

3巻･ ･………･…･“…・ 同位元素分離
原=y炉工学 物皿化学的（統計的）に
原子がの殺訓．及び熱礎汁 方法による分離〔主とし

算・原子炉の榊造概論。 て臓理的に〕･砿磁気的方
原子炉の材料・砿子炉の 法よる分離
熱隊去・殿子炉の操作。 放射線防禦
朧子炉燃料のIIj処理 放射線医学・放射線によ
4巻…………,･…… ろ遮蔽・放射牲廃棄物の
原子力の応用 処理・放射線防禦用の計
臓子力発髄・移動機関へ 器・放射性物質の安全坂
の応川・原子力兵器の効 扱し、

全ら巻可

I

予約期限＝7月20日

各巻A5判9ポ横組上製函入

約320頁定価580円送料40円

､

全巻一時払＝3,200円

全巻予約者にのみ額布し分売は致しません。

申込金不要。唯入ご希望の方はできるだけお

早く溌寄書店又はI紅接ｲ尽社へお申込み下さし、

第1回配本＝6月上旬
(錐1巻より振月1巻ずつ順次配本致します）

◆詳細内容説明送呈◆
_－－1

I 共立出版蕊東京都神田局駿河台3ノ9．振替東京57035¥
■ー一ーローーーー ーーー曲壷



一

天然武・海軍工學圏雲

波多野浩箸A5上製350頁700m(E50H)

航 海 計 器第1巻
依田啓二零A5 _上製230頁38On("50m)

新海上衝突豫防法概要
湊1: ・上坂共著A5上型290X48)Iml ("5咽）

地 文 航 法
天然批編B5上型8領2段組200頁480u(E50H)

船 用 品 便 覧

遥船協禽鋼船工作法研究委員會綱
A5判アーI､220頁（折込11枚)450n("50回）

船の熔接工作法
輻摘彦又著A5上製240頁400m(Z50m)

海 圖 の 見 方
浅井・豊田共著A5上製280頁450m(E50H)

天 文 航 法
鮫島直人箸A5箱入250頁450回（邊50回）

船 位 誤 差 論
宇田道産箸A5上裡300頁500m(ig50n)

海 洋 氣 象 學
和逹．畠山．禰井監修A5450|頁1200im(E50H)

象 癖 典
＝

栗

中谷勝紀著A5箱入230頁500閲（邊50回）

舶用ヂーゼル機關の解説
上野喜一郎箸A5箱入630頁850圓("50H)

船舶安全 法規
天然肚編B5上製220頁450回(250n)

船舶の嶌眞と要目第2集（1953年版）
天然就編B5上型230頁650m(ig50n)

船舶の嶌眞と要目第3集（'955年版）
上田篤夫郎箸A5上腱（折込7#X)50Un(E50IJ)

舶用 電氣設備
遙船協曾蹴氣熔接研究委員向編

A5判認アート200X360m(E40m)

船の熔接設計要覧
小料恒治著A5上蝿260頁420H(g50m)

責 用 航 海 術
』野寺道敏藩A5上装340頁500圓("50m)

＝

翠 象 と 海 難

山縣昌夫薯

船型學(推進篇)聯i織蹄
船型學(抵抗篇)粥縦興鍬W

上野喜一郎箸A5上狸289頁380m(¥50m)

船の歴史第1巻古代中世篇
上野喜一郎藩A5上型300頁420n(250m)

船の歴史第2巻近代薦
米國造船迭識躍箇細米陳令敏潔各B5上迦

舶用機關工學（第1分冊)650側(塗50岡）
〃 （雛2分冊)520岡(鑑50卿）
〃 （鮪3分冊)7001剛邊50ml)
〃 （第4分冊)800n("50n)
〃 （第5分肌)900n("50m)

船舶局賓材課監修B5上型400X650ml (E50n)

船 舶 の 資 材
茂在寅男著B6上型210頁280m("40m)

解説 「し－ダ－」
橋本．認畷A5上製200頁300m(g40n)

船 舶 積 荷
小野鴨三署A5_上型170頁250n("40m)

舶用聯動汽機
矢崎侭之署B6←上型300頁25On("40m)

舶用機關史話
渡遥加藤-零A5上型200頁280n(詮40n)

荒 天 航 泊 法
小谷･南.阪田共箸A5上型340頁450n("50m)

機 關 士 必 携
依田縣二普A5上型400頁J150n("50m)

船 舶 運 用 學
小谷侭市普A5上狸300頁3501III (E50m)

舶 用 補 機
高木淳箸A5 _ I:"240IX300旧I (E50圓）

初等船舶算法
中谷勝紀普A5．1M320頁350n(250間）

舶用ヂーゼル機關

中谷勝組署A5上型200頁250n(240U)

舶用僥玉機開

天然牡 振椿東京79562番東京都文京顧向ケ岡蠅生町三
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四 灘駕篭鰯震|’
各種船舶並二艦艇ノ新造。修理

鉄構工事。土木建築業

浦賀船渠株式 祇
《
幸

代表取締役刺:長多 賀 寛

本斌 東京都中央厘日本橋通二丁目六番地

TEL・代表千代田(27)5751 5761

CableS・和文=ホンバシウラ ドホ

英文URAGADOCK 'rOKYO

浦賀造船所

横須枇市谷戸六 地

TEL・代表湘賀80． 180

横須賀2355～7

横浜エ場

繊浜市郷奈川原大野町二地

TEL・神奈川(4)5331 5

神戸事務所

群戸市生仕I区明石町三二番地

TEL･元町(4)2723･6651

大阪張出所

大阪市北区絹笠町五○番地

TEL・ 堀川(35) 4 9 1

１
１

－■ 凸一 一 一西一一 一凶由 ﾛ■

250, 500バレルの

荷卸しを僅か12時間

て完了する.ノ

SoCony 油会肚最大の油槽船S/SWapelloはカ

ソリン約1,060万ガロンに1判当する亟油25万バレル

蓮稜荷愉窪できるngをもってぃ我す。

この巨大な輸遥船にはウ社製のcentrifugalmain

Cal･gOpUmpとvaneiyperotarycal･gostripping

pumpを設備して催秀な効率をあげてし､注す。

’
ウ社は船舶用ポンプ・スチーム・タービンその他各種の船舶用

機器の製造について110年の経験をも･ら階に艇秀な製品を提供
してし､段す。これら船舶用腰器については、どんな御用命でも

承ることができます。

詳細は新潟ウオシンI､ン社へお問合せ下さい。

WORTHINGTON

世界に誇る有名品の商標

Worti,ingtonCorporation,Harrison,N.J.,U､S､A.

技術提挑

新潟ウオシントン株式会祗
東京都千代却童神田須田町2丁目 砥話（25）8351－4

ウ社製Centrifugal
巳

n.alnCargopUmp

＝で渕早 ＝- 唖 、一‐ マー因司▼~■ 』三皿~P･亜ﾏ!'。一一~~~ｰ･一~一一一面一一一一言｡
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本社東京・三鷹、上連篭930営業所蝋京･渋谷｡干駄ケ谷4-693
大阪支社大阪，北．堂島中，ー”
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各種保温°保冷・防

スーバーライト保温材。シ

繼目なし耐火炉材。

断熱材料
一

音。

'ノカライト保温材

ト ムレッ クス

日ホアズペズト
本 祗 東

砿

都中央区銀座西六丁目三番地
銀座（57）代表5701番（10）

京
話

’

｜
錨
耀

直
交ＫＺ

－
Ｎ 電気テレグラフ

⑨ ㈱
日本湖糊鰄蕊
東京都港区芝田村町5－2

電話芝（43）7326－9
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世界的技術水準に於る

最優秀純國産小型高速 いすr舶用ディーゼル機関
供給既に3茂数千台300放万馬力。いす罫デイーゼ'しの声価は国内は固より，壷<諸外團にまで及んでお

ります。舶用明またいすぢのマークを付し，その

声を保持して，同内外に多数供給されております

＃ 図は，いす函DA48MF6VRi型

6氣箭80～88馬力(Vドライブ2:1減速）
叩
ご
日

雲
一

DA78MF型4気篭54馬力

DA48MF型6気箭80馬力

窒篝
蝿
】星つむ

DA48SMF型6気篭95馬力
二

瀞 ﾕ.26．1．58.2.00.2．53.3 15,

3.88,4.99,対1の7穂及びVドライ

ブ式1.26, 1.58,2.00対1の3種があ

ります○

東京ボート株式会牡
東京・銀座・3の2祗蹄京橋（56）5400番

最高の技術を誇る
口

ローロ

船離
新造｡修理

訓』Z l8531 I

タービン

タ一ピン

チヤージヤー

菰補機

ボイ ラ

械一般

、スティーム

・ガス

⑪スーパー

｡舶用名

･陸舶用

･産業機

～

～

互業株式雷雨石川島菫ム

代表取締役社長土光敏夫取

営業所東京都中央区I]水桶通り3ノ2"(27)6171～9
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船
舶カールセンク型低回転高トルク用

動力計
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矛
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十
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一
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特長
本腰ばデーゼルェソヂン・ガソリン
ェンヂン・モーター又はスチームタ

ービンの出力を測定するものでウォ
ーターブレーキ及フリクシヨンブレ
ーキの各長所を具えた低回転高卜'’

クに最も適した斬新的な動力吸收装
澄であ'｡まず。

又トルクコンバーターを御使用の際

は本磯はその特長を最大に発抓致し
ます◎

矛
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船内の空気調和が

一而坊篁着ケージ理'ノ

■
■ ロ

用途

船室・食堂・サ･戸ン・戸ビー・事務室・通信
室等の室気調和

日立パッケージ型エアーコンデイシヨ

ナーは，鋼板製のキャビネットの中に，

冷凍機，逢風磯等がコンパクトに納めて

Zb, 20坪から100坪位迄の部屋の室氣

調和が簡箪に出来る装置であbます。室

氣調和のほかに，冬は加熱器を取付けて
媛房を，夏は冷房が出來ます。
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